
令和 3年度

事業報告書及び決算書

社会福祉法人
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本資料はすべて令和4年3月 31日 現在の状況を記載

令和3年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、

事業報告の附属明細書は作成 していない



I.法人の概況





I,法人の概況

1.設立年月日

平成 5年 7月 20日  設立許可

2.定款に定める目的

この社会福祉法人は、多様な福祉サー ビスがその利用者の意向を尊重 して総合的に提供される

よう倉け意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持 しつつ、心身ともに健やかに育成さ

れ、又はその有する能力に応じ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援す

ることを目的とする。

3.定款に定める事業内容

第二種社会福祉事業

(イ )児 童福祉法に基づく障害児通所支援事業の経営

(口 ) 相談支援事業の経営

(ハ) 障害福祉サービス事業の経営

(二) 身体障害者福祉センター事業の経営

4.所轄官庁に関する事項

堺市 健康福祉局 生活福祉部 健康福祉総務課 法人指導係

5.主たる事務所所在地

6.出 資者等の状況

金額単位 :千円

出 資 者 出資金額 ″ヒ  ヨ俸

堺  市 5,000 100%

l

所在地
堺市南区城山台 5丁 1番 4号

堺市立南こどもリハ ビリテーションセンター内

連絡担当者 事務局  上田 英輔

電話番号 072-294‐ 7942



7.役員等に関する事項

(役 員 )

(評議員 )

(評議員選任・解任委員)

* 役員等に対する報酬総額 (費用弁償含む)は、4,673,400円 (11人)であります。

役職名 氏  嘉 常勤.非常勤の別 職  業  等

理事長 中谷 省三 常 勤 元堺市教育長

理  事 井上 仲二郎 非常勤 堺市社会福祉施設協議会 副1会長

理  事 岡原 和弘 非常勤 一般社団法人 堺市医師会 曰I会長

理  事 小田 多佳子 非常勤 特定非営利活動法人 堺障害者団体連合会 理事長

理  事 金子 美暉子 非常勤 堺市民生委員児童委員連合会 副会長

理  事 坂 口  栄 非常勤 堺市社会福祉事業国 プラザ管理部長

監  事 掛川 豊弘 非常勤 税理士

監  事 小田 浩伸 非常勤 大阪大谷大学 教育学部長

評議員 安原 佳子 )檸常勤 桃山学院大学 社会学部 教授

評議員 松岡 義隆 )F常勤 堺市立百舌鳥支援学校 校長

評議員 松オ本 不IIJ(1 非常勤
特定非営利活動法人 堺市障害者就労促進協会

障害者就業・生活支援センター エマリス センター長

評議員 重谷 雅生 非常勤 社会福祉法人 白水福社会 評議員選任解任委員

評議員 松本 山美子 非常勤 社会福祉法人 堺市社会福祉協議会 総務識t長

評議員 相原 麻美 ブ停常勤 堺市立第 2つぽみ園保護者 (五因さくらの会)

評議 員 罵野 雪保 非常勤 堺市障害支援課長

委  員 隅野 巧 非常勤 社会福祉法人 堺市社会福祉協議会 事務局長

委  員 米村 かおる 非常勤 堺市健康福祉局 障害福祉部長

委  員 上田 英輔i 非常勤 堺市社会福祉事業団 事務局長
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8.職員等に関する事項

(1)組織図

施設部

施設部長

第 1つ ぼみ園長
I

つぼみ診療所長

第 1もず園長
I

もず診療所長

第 2つぽみ園長   1人

園長代理

保育士

児童指導員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

医師

看護師

調理員

通所教室担当

相談員

囲長代理

事務

保育士

児童指導員

作業療法士

言語聴覚士

看護師

管理栄養士

調理員

※管理職及び代理以外の

兼務の記載は省ll各

(兼務)

(非常勤)

(内 1人非常勤)

(非常勤)

(非常勤)

(非常勤 )

(非常勤)

1人

1人

1人

1人

5人

2人

3人

1人

1人

4人

2人

1人

3人

3人

1人

1人

8人

3人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

園長代理

保育士

児童指導員

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

医師

看護師

調理員

通所教室担当

1人

6人

3人

2人

1人

1人

5人

2人

1人

2人

3

評議員

7人

理 事

6人

監

2人

事務局

事務局長

L__総務係

1人  (再任用 )

4人



相 援室 もず

第 2もず園長 1人

療育の窓 おおぞら所長

園長代理

事務

保育士

児童指導員

作業療法士

言語聴覚士

看護師

管理栄養士

調理師

通所教室担当

保育士

児童指導員

参事

所長代理

事務

相談員

3人

2人

1人

1人

15人

7人

1人

2人

1人

1人

1人

1人

1人 (兼務 )

(非常勤)

(非常勤)

1人 (ЯR務 )

1人

1人

2人

生

(非常勤)

プラザ管理部

プラザ管理部長

市民交流センター所長

1人  (再任用・理事兼務 )

1人 (再任用 `兼務 )

1人

1人

1人

5人

所長代理

事務

生活支援員

相談支援員

ジハビリテーシヨンセンター所長  1人

看護師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

心理相談員

相談支援員

医師

1人

2人

2人

1人

1人

2人

1人
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(2)職員の状況

】く 上記のほか、短期契約職員は 58人 (産育休等代替 4名含む)です。

(3)そ の他の有資格者の状況

区 分 職 員 数
前年度末比

増減
平均年齢 平均勤続年数

常  勤 116人 4人 43歳 14年 lヶ 月

非常勤 24人 2人 51歳 7年 3ヶ 月

合計又は平均 140人 6人 44歳 12年 1lヶ 月

資格

所属
社会福祉士 精神保健福祉士

公認心理師

臨床心理士

臨床発達心理士※

施設部

第 1つばみ園 3人 1人 8人

第 2つばみ園 2人

第 1もず園 5人 1人

相談支援室もず 2人 2人

第 2も ず因 6人 1人 1人

療育の窓 おおぞら 1人

プラザ

管理都

市民交流
センター

6人

生活リハ ビリテー

ションセンター
1人 1人 2人

予「 25人 4人 14人

※複数資格所持者は重複 して計上

* 上記の職員数には、非常勤職員及び再任用職員を含んでお ります。
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9。 当年度における許認可に関する事項

特にな し

10.重要な契約に関する事項

11.役員会等に関する事項

<理事会 >

金額単位 :円

契約相手方 契 約 金 額 内    容

堺  市 614,313,000
堺市立こどもリハ ビリテーシ ヨ

ンセンター指定管理者業務委託

堺  市 420,705,920
堺市立健康福祉プラザ指定管理

者業務委託

件案開催年月日 出席者数

理事長の選定について

中谷 省三氏の理事長選定について
1号議案令不日3年 4月 1日

(書面による決議 )

告事項   施設長等の選任及

辞任に伴 う評議員選任・解任委員の選任について

1号議案  隅野 巧氏の評議員選任・解任委員選任

について

第 2号議案  米村 かおる氏の評議員選任・解任委員

選任について

任期満了に伴 う評議員選任・解任委員の選任につい

8号議案  隅野 巧氏の評議員選任・角年任委員選任

について

4号議案  米本す かおる氏の評議員選任・解任委員

選任について

5号議案  上田 英輔氏の評議員選任・解任委員選

任について

辞任に伴 う評議員選任候補者の推薦について

6号議案  相原 麻美氏の評議員推薦について

第 7号議案  罵野 雪保氏の評議員雑薦について

任期満了に伴 う評議員選任候補者の推薦について

8号議案  安原 佳子氏の評議員推薦について

9号議案  松岡 義隆氏の評議員推薦について

第 10号議案  松林 利典氏の評議員

重谷 雅生氏の評議員推薦について

松本 由美子氏の評議員推薦について

相原 麻美氏の評議員推薦について

属野 雪保氏の評議員推薦について

役員選任候補者の推薦について

び解任について

推薦について

任期満了に伴 う

11号議案

12号議案

13号議案

14号議案

令不日3年 6月 7日

堺市立南こども

,ハヒ
゛
リテーションセンター

3階研修室

理事

監事

6才コ

2名
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15号議案

16号議案

17号議案

18号議案

19号議案
20号議案
21号議案
22号議案
23号議案
24号議案
25号議案

中谷 省三氏の理事推薦について

井上 伸二郎氏の理事椎薦について

岡原 和弘氏の理事推薦について

小田 多佳子氏の理事推薦について

金子 美暉子氏の理事雑薦について

坂日 兼氏の理事推薦について

掛サ|1 豊弘氏の監事推薦について

小田 浩伸氏の監事推薦について

令和 2年度事業報告及び決算報告につい

評議員会の招集について

堺市立健康福祉プラザにかかる次期指定

理者選定に向けた取 り組みについて

令和 3年度補正予算について

堺市立健康福祉プラザに係る公の施設の

指定管理者監査について

新型 コロナ ウイルス感染症への対応につ

いて

26号議案

告事項

令不日3年 6月 28日

(書面による決議)

理事長の選定について

中谷 省三氏の理事長選定について
第 1号議案

令和 3年度補正予算について

堺市立健康福祉プラザ指定管理者基本協

定について

堺市立健康福祉プラザ基本事業計画につ

いて

堺市立健康福祉プラザ指定管理者令和 4

年度協定について

堺市立健康福祉プラザ指定管理者業務に

係る共同事業体令和 4年度協定について

堺市立こどもリハ ビリテーシヨンセンタ

ー指定管理者基本協定の変更協定につい

て

堺市立こどもリハ ビリテーションセンタ

ー指定管理者令和 4年度協定について

令和 4年度事業計画について

堺市立こどもリハ ビジテーシヨンセンタ

ー指定管理者業務

堺市立健康福祉プラザ指定管理者業務

令和 4年度予算について

規則・規程等の改正について

職員術生委員会規則

職員給与規程

再任用職員就業規則

再任用職員給与規程

短期契約職員給与等支給要綱

施設利用者に対する虐待防止対応に関

する規貝1

職員の人事評価に関する要綱

施設長等の選任及び解任について

堺市立健康福祉プラザの光熱水費及び建

3号議案

4号議案

5号議案

6号議案

7号議案

8号議案

第 10号議案

9号議案

第 12号議案

11号議案

第 1号議案

第 2号議案

令不日4年 2月 22日

堺市立南こども

'ハ

ヒ
゛
リテーションセンター

3階研修室

理事 5名

監事 2名
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物・設備の保守管理費等の経費負担に関

第 13号議案

第 14号議案

報告事項

する覚書について

業務委託契約の締結について

役員等賠償責任保険契約について

理事長専決処分 (規貝1・ 規程等の改正)

について

職員就業規則

短期契約職員給与等支給要綱

堺市立健康福祉プラザ指定管理者業務に

係る実地調査について

新型コロナウイルス感染症について

く評議員選任・解任委員会>

<評議員会 >

開催年月日 出席者数 料二
案

令 和 3年 6月 10日

堺市総合福社会館

堺市社会福祉協議会

特別会議室

委員 3名
(外部委員

2名 )

辞任に伴 う評議員の選任について

相原 麻美氏の評議員選任について

属野 雪保氏の評議員選任について

任期満了に伴 う評議員の選任について

安原 佳子氏の評議員選任について

松岡 義隆氏の評議員選任について

松林 利 Jに氏の評議員選任について

重谷 雅生氏の評議員選任について

松本 由美子氏の評議員選任について

相原 麻美氏の評議員選任について

馬野 雪保氏の評議員選任について

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

第 7号議案

第 8号議案

第 9号議案

案 狙i

開催年月 日 出席者数

第 1号議案 役員の選任について

中谷 省三氏の理事選任について
令和 3年 4月 1口

(書面 に よる決議 )

辞任に伴 う評議員選任・解任委員の就任について

隅野 巧氏の評議員選任・解任委員就任につ

いて

米村 かお る氏の評議員選任 。角早任委員就任

について

任期満了に伴 う評議員選任・解任委員の就任につ

いて

隅野 巧氏の評議員選任 。解任委員就任につ

いて

米村 かお る氏の評議員選任 。解任委員就任

について

上田 英甘守仁氏の評議員選任・解任委員就任に

ついて

辞任に伴 う評議員の就任 について

相原 麻美氏の評議員就任 について

馬野 雪保氏の評議員就任 について

任期満了に伴 う評議員の就任 について

安原 佳子氏の評議員就任 について

報告事項 施設長等の選任及び解任について

松岡 義隆氏の評議員就任について

令不日3年-6月 28日

堺市立南こども

,ハヒ・リテーションセンター

3階研修室

評議員 7名
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松林 利典氏の評議員就任について

重谷 雅生氏の評議員就任について

松本 由美子氏の評議員就任について

相原 麻美氏の評議員就任について

扁野 雪保氏の評議員就任について

任期満了に伴 う役員の選任について

第 1号議案 中谷 省三氏の理事選任について

第 2号議案 井上 仲二郎氏の理事選任について

第 3号議案 岡原 和弘氏の理事選任について

第 4号議案 小田 多佳子氏の理事選任について

第 5号議案 金子 美暉子氏の理事選任について

第 6号議案 坂口 兼氏の理事選任について

第 7号議案 掛川 豊弘氏の監事選任について

第 8号議案 小田 浩仲氏の監事選任について

第 9号議案 令和 2年度事業報告及び決算報告について

報告事項 堺市立健康福祉プラザにかかる次期指定管理

者選定に向けた取 り組みについて

堺市立健康福祉プラザに係る公の施設の指定

管理者監査について

定款の変更について

新型 コロナウイルス感染症への対応について
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12,経営指標等の推移
(金額単位 :千円※1)

諄 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

と

当 収 入 1,605,946 11593,823 11582,786 1,542,380 1.514,757

当夢B: 11495,810 1.528,433 1.540.099 1.525.658 1.591.034

当 :

110,186 65,300 42,687 16,722 △76,277

次期繰越収支差額 565,397 631,439 672,347 689,506 613,335

887,248 950,194 1,013,886 1,038,411 988.704

負債合計

(う ち借入金 )

196,586

0

194,142

0

215,147
0

222,950
0

249,520
0

純 財 690,662 756.052 798,739 815,461 739,184

な

役
コ
ミ 牧 | 人 8 8 8 8 8

額

職 (人 )

4,667 4,696 4.840 4,760 41674

115 115 114 112 116
87 957754,132 801,511 834,110 835,500

)F―

'

1員 |
※ 2 98 90 82 88 82

)檸 ↑ 助1 1員 人′牛́強弟総額 1671459 149,269 137,480 1371771 139.230

③堺市 との取引

甫助金収入 0 0 0 0 0

協 , と託料収入含む) 11087,621 11072,064 1,094,196 1,092,575 1.035.565

0 0 0 0 0

1.087.621 11072,064 1.094.196 1.002.575 11035,565

用料収入 516.043 519,427 486,075 440.547 477.903

③事業別の状況
く事業拠点区分〉

第 1つばみ園

(期末在籍児数)

(訓練実施単位数 )

(診療児数)

(外来訓練実施単位数 )

(タト

213,933

(40)

(6,654)

(3,792)

(6,417)

(4,325)

212,573-

(39)

(4,262)

(2,337)

(6,190)

(4,372)

232,205
(38)

(3,649)

(1,854)

(7,138)

(4,852)

220,378

(31)

(3,301)

(1,970)

(7,043)

(4,588)

228,864
(31)

(3,436)

(2,041)

(5,726)

(3,864)

第 2つぽみ園 事業支出額

(期 末在籍児数)

(訓練実施単位数 )

(診療児数 )

181,919

(80)

(1,559)

(1.011)

188,086

(80)

(1,352)

(913)

192,189

(82)

(1,783)

(1,173)

200,068

(81)

(1,803)

(1,106)

208,487

(80)

(1,734)

(1,069)

第 1も ず園 事業支出額

(期末在籍児数 )

(訓練実施単位数 )

(診療児数)

(外来訓練実施単位数 )

(外

214,572

(36)

(5,310)

(2,253)

(4,969)

(3,451)

197,489

(30)

(2,582)

(1,468)

(6,455)

(4,296)

254,821

(2Zl)

(2,260)

(1,268)

(6,609)

(4.591)

252,476 1

(27)

(2,227)

(1,490)

(5,361)

(3.508)

245,643

(15)

(1,653)

(1,163)

(4,535)

(3,034)

第 2も ず園 事 業 出

(期末在籍児数)

(訓練実施単位数 )

149,544

(100)

(1,0241

(538)

175,433

(104)

(1,032)

(551)

303,644

(179)

(2,902)

(1,143)

310,089

(170)

(2,631)

(11415)

327,181

(180)

(2,434)

(1.328)

えのきはいむ※3

(期末在

192,299

(68)

198,463

(64)

おおぞ ら 事業支出額 59,031 56,796 47,256 48,337 58,464

健康福祉
プラザ

事業支出額 431,403 444,032 455,586 440,286 463,478

〈本部 処点 区妙〉

管理費等
支出額

収入額

53,111
55,604

55,564
60,957

54,451 54,080
61,026

58,919
60.953

※1.千円未満の金額は、千円単位に切 り上げ

※2.非常勤職員数は短期契約職員 (産育休等代替含む)、 非常勤医師を含んだ人数を掲載

※3.え のきはいむは、平成30年度末で廃止
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Ⅱ.事業の状況





社会福祉法人 堺市社会福祉事業団 令和 3年度 事業報告

当事業団において令和 3年度は、堺市立こどもリハビリテーションセンターにおいては、令和元

年度 (平成 31年度)から令和 5年度までの 4期 目の指定管理者として、また堺市立侯L_康福祉プラ

ザにおいては平成 29年度から令和 3年度までの第 2期 国の指定管理者として、共同事業者である

特定非営利活動法人堺障害者団体連合会及び公益財団法人フィットネス 21事業団と連携・協力 し、

引き続 き「利用者サービスの向上」と「安定的な事業運営」に重点を置き、事業運営に取 り組みま

した。

この 2つの指定管理業務は、切れ日のない支援が求められるものと認識 しており、これまで培つ

た経験を活かすことができる当事業団が担う事業の大きな柱であり、その事業報告等につきまして

は後に事業毎に記載 しております。

それぞれの事業について、令和 3年度は前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、事業の中止や変更を余儀なくされてきましたが、限られた中で利用料収入の増、効率的・効

果的な運営による経費の節減と同時に利用者の方々の安心 。安全を守りながら、より満足 して頂け

ることをめざして鋭意取り組みま した。今後とも 5年 という限られた指定管理期間の中で、利用者

へのサー ビスの提供と利用者の信頼を得て、安全で安定 した運営ができるよう、事業団 として更な

る事業の充実や改善を図っていく必要があると考えています。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、堺市とも協議を行い、一部事業の中止、

一部施設の利用停止、施設管理における術生管理の徹底に努めました。引き続き関係機関等との協

議・調整を踏まえ取り組んでいきます。

さらに、当事業団を支えるこれからの人材の育成 という観点から、適正な人事管理を図り職員の

意識改革及び能力開発を促進 し効果的な人材育成を推進することを目的として、人事評イlICを 引き統

き全
'政

員を対象として実施 しました。

また、職員のスキルアンプ及び自己啓発促進の奨励を目的とした資格等取得報奨制度においては、

事業団全体で 2名 の職員が資格 (公認心理師及び保育士)を取得 し、認定しました。

今年度の成果を踏まえ、次年度以降もこれまで蓄積 した専門的技術やノウハウといつた経営資源

を活用 して、利用者ニーズに対応 した事業を実施するとともに更なる事業の充実を図 り、堺市にお

ける障害児者支援の中核的な役害Jを担 うべく鋭意努めてまい ります。

ll



Ⅱ-1.児童発達支援センター等の管理運営に関する業務の実施状況・施設の利用状況

1-1 事業の実施状況 (第 1つ ぼみ園。第2つばみ園)

(1)保育の状況

ス

②延利用児数

クラス
0歳児 1歳ヅ

I 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

第
1

つ

イゴ

み
園

くま 0 0 0 4 2 2

1

8

たんぼぽ

うさぎ

0 0 0 3 1 5

0 4 4 0 0 0 8

10
ひよこ 1 1 5 3 0 0

小 計 1 5 9 10 3 3 31

第
2
つ

′ゴ

み
園

ちゅう
りつポ

0 0 0 12 0 0 12

すみれ

ゆ り

0 0 0 6 7 0 13

0 0 0 0 8 4 12

12
ひよわり 0 0 0 0 7 5

ぺんぎん 0 0 6 3 0 0 9

並行
おひさま 0 0 0 2 7 3

9

12

並行
つばさ

0 0 0 0 1 10

小 計 0 0 6 23 30 21 80

合 計 1 5 15 33 33 24 111

4月 5月 6月 7 8月 9月 10 11月 12月 1月 2月 3月 総 数

第 1

つば
み囲

R2 38 42 259 280 210 282 306 259 257 244 259 288 2,724

R3 193 208 261 230 194 286 317 273 257 208 167 225 2,819

第 2
つば
み園

R2 177 319 1,123 1,044 834 1,047 1,066 921 984 962 929 974 10,380

R3 856 821 997 934 812 975 1,032 949 912 785 606 740 10,419
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③クラスの特徴と保育目標

クラス クラスの′押光要 育目標

第

1

つ

ぼ
み
園

く
ま

5歳児 2名 、4歳児 2名 、3歳児4名 の計8

名。在園年数は5年 目1名 、3年 目2名 、2

年 目3名 、ひよこからの新入2名 。
運動面では寝たきり、ずり這い、四つ這
い、介助歩行など。認知面は乳児期前半
～2歳程度。ヘルペス脳炎後遺症、大田

原症候群、ファロー四徴症、脳性麻痺な

ど。3歳児は初めての単独登園開始 (週 1

日)。

・生活 リズムや体調を整え、元気に登園を積み重
ねよう。
・職員や友だちと一緒に遊ぶ中で、 “楽しい !"

気持ちをたつポ リ感 じ、 “やつてみたいな"の気

持ちを膨らませよう。
・大人とのや りとりを通 して、自分の気持ちを伝
えたり、自分で選んだりする経験をしていこう。

た

ん

`ゴと:]〔 :

5歳 児 1名 、4歳児 1名 、3歳 児3名 の計5

名。在因年数は、3年 目1名 、2年 目4名 、

1年 目1名 。ダウン症、自閉症、チャージ

症候群、短腸症候群など。医療ケア(胃

ろう)児 1名 。IVHl名。歩行不安定ではあ

るが、独歩が増え自我も膨らみ“イヤ
川
など

自分の思いも伝えられるようになつている
児の集団。友だち意識も高まり、真似をし
たり、関わりに行ったりする姿が増えてい

ると同時に、強い関わりやトラブルも散見
される。

基本的生活習慣に自ら向か う姿勢を作 り、でき

ることを増やそ う。
・いろいろな遊びや関わりを通 して、大人や友だ

ち、集団への期待を膨 らませよう。その中で、

やつてみたいと自分から参加する気持ちを育んで
いこう。
。身体を使ってたつポ リ遊び、できた I楽 しい !

もつと Iの気持ちを膨 らませよう。
・大人との信頼関係を深め、自分の思いや要求を
しっかり伝える力を育んでいこう。

つ
さ
ぎ

2歳児4名 、1歳児4名 の計8名 。全員ひよ

こクラスからの新入園児で4月 から4名 、7

月から2名 、9月 から1名 10月 から1名 。運

動面は、歩行獲得児5名 、四つ這い1牢.、

ずり這い2名 。認知面は乳児期前半～ 1

歳前半。診断名はダウン症、ウエスト症候

群、4P‐ 症候群、運動精神発達遅滞な
ど。療育の八 日として、緩やかで丁寧な
保育や関わりが必要な親子集団。

・体調や生活 リズムを整え、元気に登囲しよう。
・お母さんや先生 とあそびを楽 しもう。
・お母 さん大好きの気持ちを深めよう。
。大人に自分の思いや要求をいつぱい伝えよう。
・わが子の気持ちに寄 り添いながら、親子で一緒
に楽しもう。
・見通 しを持つて登園 しよう。

ひ

よ

こ

週 1回の親子登因で、療育を初めて経験

するクラス。年齢は0歳 児から3歳児まで

在籍している。障害種別は重症心身障害
児、ウエスト症候群、精神運動発達遅滞、

染色体異常(ダウン症等)など多様。

・週1回 、親子で通い、楽しい遊びを経験していく

中で身体や心を育てていこう。
・子どもとの楽しいあそびを通じて楽しい子育て
を見つけよう。

‐13‐



ス ラスの

に楽しく遊ぼう。
・いろいろなあそびを経験 しながら、好きなあそ

びを見つけていこう。
・ “自分でやつてみよう"の気持ちをふくらませ

て、生活面でも意欲的に取 り組もう。

に
だ

み日フE
とちや お生 緒友先を きと 関係 築信頼大 人

ち
ゆ

う
り
っ
ぷ

より7名 、ぺんぎんより4名 、幼稚園よ

り1名 )。 診断名は、精神発達遅滞、

暑盤名      誓娑誓毒孝凄顕
拳ち変査乞響暴索象笙交零g茫ち?拠
団での活動に関心を持つ姿が見られる

ようになつてきている。

3 入12 、全員

:::争 言毒こみを壱秩

't稔

暴骨:岳::亀 みを

号冥笑石お唐系静係を築き、先生やお友だちと一

縦斜こ券ξしく越1ゴ う。

一死 みム 園

す
み
れ

Υ多璧i痛継薪療意申ゥ星畷て£棲盈
など。継統児4名、旧たんぽぽ1名、旧
ヂ泳革象険主淀李馳駅雄繊索系
霙撲ザで背イ瑶騒脇唇留環ぢ党環参係
奪柏茄茫覇僚獄徘I｀斯をでテ甚貴2霰
り組む ことを大事にしている。

の 13 ク ,ア、。7

着

・
ち

・
り
う

だ

じ

ユ性の々 の日
Vてしや つをと 増で で るき自な脱 分をど)

通 てし 人大 友V りわ をし ろ 遊な 関びやろ
Vて つふ まら せの を く待期団集

つ りカ り えつ やV を 伝しやヽ要求の 想分白
Vし共有 てヤ し な 持気 をちろ ろで中す るりと

が多 く、寄 り添いや介助が必要な児が

舞圏籍録憲ЙttT年墨家罷熱を坐文

ペス ク ト閉症自発精神 達遅滞イま凹子

が

ゆ

り

を決かtを票ぇt幕斬猛会ヤ良髯むを葦k意 &の

1夫夫奪髪名哲鷲tこ奮舞法意R峰要求をたくさん
伝えよう。

してい こをで で る この で

ひ
ま
わ
り を求める児や関係作 りが必要な児もお

り、それぞれに丁寧な対応が求められ

る。

動 遅
だ遅 滞

|こ

7名5
ペ ム 達発ス トク フ 精神閉症自は断

エ ス 結神発達ト 候 群症運 ウ滞
とち3歳。l 友イま 歳面知認

とり りし つ やな迫 カ

`す

や 単簡緒
の りわ関と人大し V る が楽を 児む も

i星雀零是懇房霧森窯1柔
か り出そ う。
人と思いを共感 し、信

協接警岳書せFせ

'1検

墓馨留急五亀鞍糸ち軽竜
くろう。

つ

行通園4名 。 自閉症スペク トラム、

と骨盈ξξ患と彗ヨヨ:客邑:g客と
で親子 ともに経験を積み重ねていくこ

精

の32

とが ,必蓼尋。

ぺ
ん
ぎ

ん

りをつくろう

の で、でき し、

3歳児が 2名 、4歳 児が 7名 、5

名 、計 12名 が週 1日 親子で登園。 1ク ラ

::attl鱚撒ζζを
歳児 が 3

ム の が ヤ

るに

ス ペ

並
行
お
ひ
さ
ま

下歩臭捩λ軍尋者琴み解を
だちとの関わりを楽 しもう

に ル
ー ー

ルの し

向かお う

伝 えた り、大人

し

や友
が、月2日 半年間を規子で登園。

な面では1竪度の児が多いが、対

や社会性に課題があり、また自

さが日立つ児が多い。 自閉症ス

知的
人関係
信のな
ペク ト

ラムや注意欠如多動性障害の傾向があ

る 10

る が

に

並
行

つ
ば
さ

第

２

つ
ぼ

み
園
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〃也勿

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数

第 1つぼみ囲 0 0 4 4 1 1 2 2 1 1 0 2 18

第 2つぼみ園 0 4 3 6 7 5 8 4 3 2 0 5 47

件

単位 :件

事

(2)保護者向け学習会

延作成数

第 1つぼみ区l 83

第 2つぽみ園 218

第 2つぼみ国第 1つぼみ園
4月 6日

中止

中止

中止

6月 1日

6月 10日

6月 14,16日

6月 27日

7月 9日

10月 1,6日

中止

10月 15日 ～21日

入園式

家庭訪問

園外保育 (ク ラスごと)

クラス懇談

歯科検診

H艮科・耳鼻科検診

個人懇談

日曜参観

5歳児わくわく保育

運動会

遠足

クラス懇談

個人懇談

日曜参観
クラス懇談

個人懇談

卒園式

11月 15,17日

12月 5日

1月 14日 ～ 19日

2月 28日 、 3月 2日

3月 23日

4月 6日

中止

中止

5月 10日 -14日
6月 10日

6月 15～ 24日

6月 1日

6月 27日

7月 9日

9月 13日 ～ 17日

10月 18日

中止

11月 22日 ～ 30日

12月 5日

1月 31日 ～2月 4日

3月 1日 ～ 10日

3月 23日

入園式

家庭訪問

園外保育 (ク ラスごと)

クラス懇談

眼科・耳鼻科検診

個人懇談

歯利検診

日曜参観
5歳児わくわく保育
クラス懇談

運動会

速足

個人懇談

日R誕参観
クラス懇談

個人懇談

卒園式

* |こ 月 々 たの し

第 1つばみ園 第 2つぽみ園

4月 26日

5月 24,25,26日

6月 21,25,29日

就学オ リエンテーション

就園オリエンテーション

福祉オ リエンテーション

歯科教室

先輩保護者による学習会

看護師学習会

日R程 参観
サポー トブック学習会/作成

6月 17日

11月 8日

7月 、11月

12月 5日

12月 ～ 1月

4月 26口

5月 25日 ～ 6月 2日

6月 8日

6月 17日

7月 1,8日

中止

10月 15日 ～ 21日

10月 15日 ～ 28日

11月 10,24日

12月 5日

中止

中止

就学オ ツエンテーション

発達学習会 (オンライン開催 )

就園オ リエンテーション

歯科教室

発達障害と療育学習会

先輩保護者計演会

福祉オ リエンテーション

言語聴覚士による学習会(オンライン開催)

作業療法士による学習会

日曜参観
5歳児保護者計演会

サポー トブック学習会′作成

*第 1 つばみ園で、クラスごとの学習会実施
*その他、新入園児保護者向けオ リエンテーションや栄養指導等適宜実施

‐15‐



合計第 1つぽみ囲 第 2つぽみ園 タト来

6,9742,041 l 069 3,864

(3)診療・1ル ビヽリの状況

ハ ビ

(4)保健・看護の状況

の の

単位 :人

31

単位

合計外 来第 1つぽみ図 第 2つぽみ園

4,5782,569PT 1,776 233

3,4161,760879 777OT

2,9021,397ST 781 724

10,8965,7263,436 1,734合計

第

１

つ
ぼ

み
園

ダウン症候群

他の染色体異常

他の先天異常

極低出生体重児

脳炎月M症外傷後遺症

1他 の神経疾忠

７

３

６

１

８

３

３

第

２

つ
ば

み
園

ダウン症候群

他の染色体異常

他の先天異常

極低出生体重児

他の神経疾患

自開症スペクトラム障害

1景協
障害

2

0

4

1

4

54

10

5

80
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合計第 2つばみ園第 1つばみ園

17発作 コン トロール 12 5

173りF便 コントロール 14

20呼吸管理 2

80経管栄養 8

15心疾患 13 2

10V‐ Pシャン ト 1

93睡眠障害 6

0導尿 00

10吸入 1

20吸 引 2

10IVH 1

00人工呼吸器 0

00酸素吸入 0

幼児食乳児食

430エネルギー (kcaつ 300

14～ 22蛋 白質 (g) 10-15

10-15月旨質 (g) 7～ 10

210カルシウム (ng) 158

1.9鉄 (mg) 1.6

175ビタ ミンA(ugl 140

0.24ビタ ミンBl(mgl 0。 18

0.28ビタミンB2(ng) 0.21

15ビタ ミンC(ng) 12

4食物繊維 (g) 3

(5)給食の状況

* い ます。

(園 での標取量)

1回 の必要量に対する、乳児食は30%(給食)、 つJ児食は35%(給食30%と 牛乳 50/o)

②献立について

乳児食(0～ 2歳 )、 幼児食(2～ 5歳)の献立があります。

つばみ因 。もず園共通献立を基本とし、児の実態にあわせ 1ケ 月の中で2回 同じ献立がある2週間サイク

ルのメニューです。1回 目が食べられなかつたら2回 目が食べられるように工夫をかさね、食べられる

膝芳庭徐を澤ま手1莞括五笹撃t:呉外な彙塞宿娩練2疑虎進ゑ猛讐験な基含農紀F凍睦著紀野t乳
幼児期の栄養 。食事の大切 さの理解に努めています。
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につ い

1つぼ の

1つ の

O ッター 食を更に裏ご きもな かな食事つ なヽめらヤらざした粒もした流動フ ドカ で回裏ごし食 ○

ペースト食 O ○ で粒はなV つきのあるペ ー 事食ス がヽざらし 状トフ 回 たドカッターで

O 2～ 311lΠ lに刻んだ食事 (適宜トロミを不il用 )前期食

中期食 O 後期食を併 する食メニュ により 事用がるスとす期RII 食をベー

後期食 〇 一口大の大きさを基本とする食事

ペ ー ス
○

ヽヽ
ヽ

スりらカルる

食事

ムース食 ○
まとまリペース

食事

のル

後期食 ○ 普通食を一口大にした状態の食事 刻みが必要なメニューは、7mm～ lcmの大きさ1こ刻む

単位 :食

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数

手し
児
食

裏 ごし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

へ
°―スト 0 0 0 3 3 1 0 0 0 0 0 0 7

前期 0 0 0 10 8 11 21 21 14 6 8 5 104

中期 0 0 0 0 0 11 10 12 9 20 17 15 94

後 期 20 25 34 33 26 32 45 38 27 28 29 26 363

小 計 20 25 34 46 37 55 76 71 50 54 54 46 568

ワ〕
児
食

裏 ご し 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

へ
°―スト 25 28 34 28 18 35 29 27 27 9 13 15 288

よと求り
ベースト 45 45 56 47 43 53 60 31 29 34 37 39 519

ムース 10 16 18 16 16 27 31 30 25 20 14 10 233

後期 71 68 69 72 67 86 77 74 63 53 46 75 821

普通 0 0 0 0 0 0 12 21 26 20 2 8 89

小 計 151 157 177 163 144 201 209 183 170 136 112 147 1,950

合 計 171 182 211 209 181 256 285 254 220 190 166 193 2,518

総数2月 3月12月 1月10月 11月8月 9月4月 5月 6月 7月

0 00 00 00 00ア レルギー 0 0 0 0

0 00 00 00 00偏食 0 0 0 0
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3月 総数11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

0 0 0裏 ごじ 0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0 0へ
°―スト 0 0 0 00 0 0 0 0

00 0 0 0前期 0 0 0 0 00 0 0

0 00 0 0 0 0中期 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0後 期 0 0 0 00 0 0 0 0

0 00 0 0 0

乳
児
食

小 計 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0裏 ごし 0 0 0 0 0 00 0

0 00 0 0 0 0へ°―スト 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0
手
一
ス

と

一

と
い
ペ 0 0 0 00 0 0 0 0

00 0 0 0ムース 0 0 0 0 0 00 0

120 142 2,420252 238 200 174 146後 期 231 209 257 246 205

656 630 482 508 7,520普 通 601 570 698 768 709572 659 672

830 776 602 650 9,940

幼
児
食

小 計 832 775 945 1,006 909781 916 918

776 602 650 9,940945 1,006 909 830合 計 832 781 916 918 775

2つば

つ

⑥個別・集団の栄養相談・栄養指導を行つています。

食

単位 :食

12月 1月 2月 3月 総 数4月 8月 9月 10月 11月5月 6月 7月

41 41 57557 50 44 47ア レル ギー 49 46 51 46 45 58

92112 107 95 80 1,294偏 食 97 118 109 130 128118 108
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(6)園庭開放の状況

※ コ ル

・9月 の開催を下旬に延期
・3月 |ま閉鎖クラスがあつたため中止

単位 :人

単位 :件

(7)見学会 (入園希望者対象)

コ ロ ル

・8月 の開催を中止
。9月 の開催を下旬に延期

(8)保育所等訪問支援事業の状況

の の

止 下の

3月 総 数1月 2月11月 12月10月8月 9月7月4月 5月 6月

/ 1811 05 36利用人数 2

総数2月 3月1月11月 12月9月 10月8月4月 5月 6月 7月

11// /0272利用人数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数

実施件数 1 0 0 6 2 2 7 8 7 3 1 4 41

20



1-2事業の実施状況(第 1もず園・第2もず園)

(1)保 育の状況

ク ス

年齢別児童数

4歳児 5歳児 副
‐クラス

3歳児0歳児 1歳児 2歳児

4 1くま 00

1うさぎ

1

0

0

0 1 3 0

0

6

5

80 1こあら 0 20

0 0ひよこ 0 00 1

6 1

1

15小言1・ 1

第

１
も
ず
園

0 2 5

110 0も も 1 100 0

0 0いちご 110 0 0

0

11

113 8ばなな 0 00

125 0みかん 0 70 0

5 7 12ぷどう 00 0 0

6 110 5すいか 00

60 6りん ご

0

0 00

0 11

12

0 0
|

ぺんぎん 110 0

4828 11】ヒ4,
お(′ さ`ま 0 90 0

4213 29Rヒ イ予
つばさ 0 00

59 18140 70

第
２
も
ず
因

小 計

0

0 120

60 19676合 計 0 17 412

12月 1月 2月 3月 総数8月 9月 10月 11月4月 5月 6月 7月

190 1,894169 180 173 178R2 35 147 194 20232 183 211

124121 121 112 1,385R3 107 122 129 107園

１
ず

第
も

92 115 131 104

1,637 1 708 1,740 1,591 1,736 18,193R2 1,425 1,795 1,936305 553 1,968 1,799

1,555 1,594 967 1,450 18,623R3 1,477 1,746 1,782 1,663

第 2

もず
園 1,416 1,450 1,808 1,715
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ス の と

ス のクラス

・安心してくまクラスに通い、クラ

に期待を1彰らませていこう。そし

陶 揉拗繁ち留獣脇 る
経験をしていこう。

みて

ス集団の楽しいあそび

て集団の中で自分の力

5歳児 1名 、4歳児4名 、3歳児1名 の

クラスで、基本週5日 登園。障害像は、染

色体異常、west症候群、脳性麻痺、多小

月悩回、染色体異常、重症新生児仮死、

動発達遅滞。また胃ろう、経鼻経管、発

作、SP02管理などの医療的配慮を必要

とする児も複数いる。認知面は乳児期後

半～3歳。運動面は、独歩・手つなぎ歩行

が可能な児や未定頸で座位不可の児な

ど幅広く、日常的に姿勢管理を行つてい

る。長い療育経験を通して集団への意識

や活動への意欲も高い。

6才ョの

く

ま

紹 単家族と一緒に様々なあそびを体験する中

再述各5箋荒常魚暑君を乱輝追そみた呵の思いを
!軒た轟撃澪碑ぉ友だちへの気持ちを膨らませたり、
関わる経験をしていこう。

て/ヒム 理生新入囲の2歳児2名 、継続の3歳

スタートし、6月 に継統児 1名 が退園した

が、10月 に1歳児、12月 に4歳 児、1月 に

2歳児が各 1名 加わり5名 のクラスになつ

た。障害像は、ダウン症、MECP2重複症

瓢 辮 翻 諄

移動、寝返り、介助歩行、四つ這いと移

動手段のある児から未定頚の児もいる。

視覚障害のお子さんや集団経験は初め

ての新入児がいるため、保護者 と相談し

ながら、安心できる空間づくりを心掛けて

いる。

児 1名

う

さ

ぎ

埼類撃野子1密愛ぜ考篤発生と楽しく遊ぼう。子どもの好
:撃亀翼 口犠望皇味われ常てを

犠 活動の1刊で“できたI門喜びをたくさん感じて
いこう。

う。子に登ム え て 、 プ E

こ

あ

ら
講 斜謂 網 属 設 饂

Z笹露鱒挿轄亀翠淫塚
づ くりと集 団での活動づ くりを意識 して

行つている。

ン症ン症
ン スリ

の3 日の で312 2

目 障年は継統 3クラ子登園 9 ち4 児歳ス 。

V候 疑― ナヌダ ウ害像は
イ病尿型糖症 。閉自遅精 神 滞

び合お

さんと一緒に
つ。遊しくで楽子

の しV団 楽 気 を雰 囲集父お

。週1回、親
。お母さん。

経験しよう。
ひ
よ

こ

療育を初めて経験する児が対象の週 1回

のクラス。2歳児 1名 、1歳児2名 の3名 から

静絲繍 忌梵と緑騒a
禦梅鼓葱埋醜:1爆詔準基桑

いらヽ

第

１
も
ず
園
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クラス クラスの′

'九

要 保育 目標

第
2
も
ず
園

も
も

2歳児 1名 、3歳児10名 。全員新入園児。
自閉症スペクトラムの特性がみられ、診断
のついている児もいる。発達面は、乳児

期後半～2歳頃。体幹や体のバランスの

弱さがみられる児も多い。初めての園生
活で、食事やりF泄、着脱など身辺自立活
動を丁寧に積み重ねている。

・元気に登園を積み重ねましょう。
・基本的生活習慣(食事・りF泄 。着脱など)について丁寧

に取り組み、“やつてみよう"の気持ちを用彰らませていきま

しょう。
・様々な遊びを経験しながら、好きな遊びを見つけてい

きましょう。その中で“楽しいな、嬉しいな"の気持ちや

“もつと!もう一回 !"の意欲をたくさん膨らませていきま

しょう。
・大人との信頼関係を築き“伝えたい"気持ちをR彰 らませ

ましょう。また“伝わつた"喜びをたつぷり味わつていきま

しょう。

い

ち

3歳児11名 、全員新入園児。内、10名 が
めだか親子教室を経過している。自閉症
スペクトラム、MRの診断がついている児

もいる。発達面は、1歳半～2歳 半頃。園
で午睡することで生活リズムが安定する
児もいる。
大人を支えに活動に向かつたり、気持ち
のヒ刀り替えができる場面が増える。

・毎日登園を積み重ねる中で、自分でできることを増や |

していきましょう。                    |
・様々な遊びを経験し、好きな遊びを見つけていきま

しょう。好きな遊びをたつぷりと楽しむ中で、“楽しいな"

“またしたいな"の気持ちを膨らませていきましょう。
,大 人との関係を深め、自分の思いや要求をたくさん伝
えていきましょう。

ば
な
な

4歳児8名 、3歳児3名 の11名 。継続児は8

名で、新入園児が3名 。発達面は1歳～2

歳頃。自閉症スペクトラムの診断がつい
てる児が多い。自分の思いを強く出した
り、友だちに手が出てしまうなど個別対応
が必要な場面もある。大人のしていること
に関心が向くようになり、少しずつ楽しそう
にしている他児にも興味をもつて視線を
向けるようになつている。

・生活の中で大人と一緒に取り組みながら、自分ででき

る事を増やしていきましょう。
・好きなあそびを見つけ、たつぷり遊びましょう。大人や

友だちと関わつて遊ぶ経験を積み重ねて、楽しい気持

ちを共感していきましょう。
・大人との信頼関係を深め、自分の思いや要ラkをたくさ

ん伝えましょう。

み
か

ん

4歳児5名 、3歳児7名 の12名 。全員新入
囲児。こども園や幼稚園のプレ教室、め
だか親子教室、ぺんぎんクラスを経過して
入園。
自開症スペクトラムの診瞬がついている。
発達面は乳児期後半～ 2歳 半頃まで幅
がある。大人への期待は高い。大人との
関わりを深める中で大人を支えとして活
動に向かつたり気持ちの切り替えをする
姿が増えている。楽しい雰囲気や明碓な
活動内容の提示を積み重ねている。

・登園を積み重ねる中で見通しを持つて過ごしましょう。
・生活の中で自分でできることを増やしていきましょう。
・様々なあそびを大人と経験する中で“もつと"“たのしい

な"の気持ちをふくらませていきましょう。また、大人や友

だちとあそぷ経験を積み重ねていきましょう。
・大人との信頼関係を築き、伝えたい思いを膨らませて
いきましょう。

ぶ
ど
う

5歳児7名 、4歳児5名 の12名。継続児7

名、新入児5名 は地域の幼稚園、こども囲

を経ている。発達面tま 1歳前半から3歳 半
頃c診断名は、自開症スペクトラム、
とヽDHD、 MR。 生活年齢が高く、集団生
活の経験もあることから、生活面はできる
ことが多い。大人や遊びへの期待も大き
く、じつくりと遊びこめる児が多い。大人を
介さず友達と遊ぶ場面もあるが、玩具の
譲り合いなどが上手くいかず、トラブルも
多い。体幹やバランスが弱い児や、体格
差に幅のある集団のため、遊びの設定で
は配慮がいるが、身体を使つた遊びが好
きな児が多い。

・毎日の生活の中で、できるところは自分で取り組みま
しょう。
,大人への安心感を上台にさまざまな活動の中で、でき
た 達成感や手ごたえを感じていきましょう。
・大人への安心や期待をさらに膨らませ、友だちや集団
であそぶ楽しさを味わつていきましょう。
。自分の思いや要求を大人や友だちにしつかり伝えて |
Vヽきましょう。
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スク ス

結麒 屯藻書床乱盈窃解葉黙豚
を見つけ、広げていきましょう。

・“伝わつて嬉しい"の思いを積み重ね、思いを伝える力

を高めましょう。

るで ろ め 、日の

す
い

か

5歳児 6名 、4歳児5名 の11名 。全員

児。発達的には乳児期後半～3歳 頃で、

1歳半の発達の飾目を超えていくことに課

籍 緊 蒲 電 静 酢 巌 靴 侯

ループ別で実施することもある。生活面や

遊び面で自信のなさや意欲が低く、“でき

た"“楽しい"をたつぷり感じられる遊びを

大人とを積み重ねている。

継続

ば兄雛 土台にさまざまな活動の中でできた達

笑貸吏赤豪急鶴 古線 と、友だちや集団

剛 マ尋響寵冥文;蔑発醤としっかり伝えて
ヤヽきましょう。

′ま、できる取 り日の 活 の で

り

ん
ご

4歳児6名 、5歳児6名 の12名 。

児。自開症スペクトラム、注意欠如多動障

害の児が多い。発達面は1歳から3歳頃

翻 功し華±覚無離 LI陥
での細かな配慮が必要なクラス。遊びヘ

の意欲や大人への期待は高いが、生活

の流れが変わったり雑然とした環境には

不安が高まりやすい児や集団の中で力を

発揮しにくい児がいる。大人を支えに好き

な活動の中で達成感を得て、自信をつけ

てそ子くことを課題としている。

全員継続

伊
提は みん

ろV し を送 9。生 活きヽ きヽ 園とし園気 に登万

てつと勇 をも気自信の つ士 りなが を深め同親親は

ぺ
ん
ぎ
ん

年の親子登囲クラス。2歳児■嘉 (内こど

も園に在籍のある児は1名 )を2クラスで運

営している。発達的には乳児期後半～2

歳半頃。自閉症スペクトラム傾向のみられ

る児もいる。親子で様々なあそびを経験

→
~る

なかで、“楽しいなぁ"の気持ちを大

人と共感することや、友だちへの関心や

関わり方を広げていくことを課題としてい

る。

週 2日 、給食の 半～12Π寺半の通

勇菊義箸ぽ勢宅冦常冠身等を話せる職員や保護者との
つながりをつくつていこう

友 だ緒に遊ぶ

りでやの ゝ
~(゛

とちなカ
つ Vの わ り を知方 てと 関ち通を し経 験

並
行
お
ひ
さ
ま

こども園等に在籍する児が、週 1日 、通年

で通う親子登園クラス。午前クラス2クラ

ス、15Π寺からの午後クラスが6クラスの計|‐8

クラス。現在5歳児11名 、4歳児 28名 、3歳

児9名 の48名 が在緒。自閉症スペクトラム

傾向にある児が多数。手指操作、粗大運

動での巧緻性・協調性が未熟で「できな

さ」を感じたり、自我や社会性の課題か

ら、大人の仲介により、気持ちを調整して

活動に向かうことが課題となる児。わが子
への理解を促し育児相談できる場として

の 目的を

りを楽しみ、「分かつてできた I

継 鮎魂 写島】矯 餘 金稲
塩尋ぱ譲粛セ繋種獄軽ゼ話せる職員や保護者のつ
ながりをつくつていこう

して 人

楽しかつた」という経験を
のレーツレ

並
行
　
つ
ば
さ

こども園等に在籍する児が、月 2日 、

で半年間通うクラス。15時からの計8クラ

ス。前半期は4歳児 13名 、5歳児29名 が在

籍。ほとんどがDQ70以 上の児で自閉症

スペクトラムや注意欠如多動性障害の傾

向があり、対人・社会性に課題があり、遊

びのルールを視党化したり、集中できる

活動量や環境に配慮することで、「でき

た」実感や 自信を育んでいく。

親子

第

２
も
ず
園
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総数2月 3月12月 1月9月 10月 ll月4月 5月 6月 7月 8月

2 70 0 31 0第 1もず園 0 1 00 0 0

4 838 4 36 8 12第 2も ず園 0 3 12 12 11

月可

(2)保護者向け学習会

延作成数

第 1もず園 33

第 2も ず園 470

第 2もず園第 1も ず園

中止

7月 10日

7月 13日 ～ 22日

10月 5,8,12日

10月 18,20,22日

■月 2日 ～ 8日

■ 月 15日 ～ 26日

12月 5日

1月 24日 ～ 28日

2月 16日 ～28日

3月 1日 ～ 7日

3月 23日

歯科検診

耳鼻科健診

眼科健診

日曜参観

5歳児わくわく保育

個人懇談

運動会

クラス懇談

クラス懇談

個人懇談

日曜参観

クラス懇談

個人懇談

クラス懇談

卒園式

入4月 6日

必要児のみ実施

中止

5月 11,18,25日

6月 9,16日

6月 23,30日

家庭訪問

園外保育 (ク ラスごと)

4月 6日

必要児のみ実施

中止

5月 11日

6月 1,8日

6月 15,22日

中止

6月 17日 ～29日

7月 9日

9月 7日

10月 26日

家庭訪問

園外保育 (ク ラスごと)

歯科検診

Π艮科検診

耳鼻科検診

日醒参観

個人懇談

5歳児わくわく保育

クラス懇談

運動会

■月18日 ～12月 2日 個人懇談

12月 5日       日I曜参観
2月 7日 ,21日    生活発表会

2月 22日 ～3月 9日  個人懇談

3月 15日 ,22日    クラス懇談

3月 23日      卒園式

入 園

に月 々の 生 の い お しの つ*

第 1も ず園 第 2もず囲

就学オリエンテーションは対象者毎で実施

中止

6月 10日

6月 21,29日

6月 29日

日曜参観/父親交流会

歯科教室

福祉オリエンテーション

就園オリエンテーション

11月 9日   先輩保護者討演会

中止    日配参tr見 計演会
28口 ,3月 8ロ サポー トブック学習会/作成会

4月 7,8,9日  福祉オリエンテーシヨン(新入圏保護者対象)

25日 ～6月 2日 発達学習会 (オンライン開催 )

6月 9日   就学オ リエンテーシヨン

6月 16,17,19日 就園オ リエンテーシヨン

10月 15日 -28日

11月 19Я ～ 12Я 15口

中 止

12月 7,14日

16日 ～ 20日

2月 16日 ～ 20日

2月 28日

2月 下旬～3月

言語聴党士による学習会(オ ンライン開催)

ASD学習会(オンライン開催 )

日R程参観討演会

作業療法士による学習会

福祉オリエンテーシヨン(継統保護者対象)

サポー トブック学習会

5歳児保護者講演会(文書交流)

サポー トブック作成 (個別対応)

*第 1もず園でクラスごとの学習会 (1～
*その他、新入園児保護者向けオ ツ

2ヶ月に1回 )を実施
エンテーシヨンや栄養指導等適宜実施
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(3)診療・リハビリの状況

月11 男I↓

リハ ビ

(4)保健・看護の状況

の の

合計第 1もず園 第 2もず園 タト来

5,5251,163 1 328 3,034

合 計外来第 1もず園 第 2もず園

1,8581,018PT 778 62

3,532OT 421 1 377 1 734

3,2321,783ST 454 995

8,622合計 1,653 2,434 4〕 535

第
２
も
ず
園

染色体異常

他の先天異常

自閉症スペク トラム障害

知的障害

低出生体重児

超低出生体重児

110

62

６

　

　

０

２

０

１

０

０
狭頭症

不明

第

１
も
ず
園

染色体異常

他の先天異常

低酸茉性虚血性脳症・脳炎後遺症

脳性まひ (基礎疾患不明)

低出生体重児

極低出生体重児

1超低出生体重児

６

３

０

４

０

１

０

１その他

15 181
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第 1も ず園 第 2もず園 合計

発作コン トロール 6 8 14

排便 コン トロール 6 12 18

呼吸管理 6 0 6

経管栄養 4 0 4

心疾忠 4 6 10

V‐Pシ ャン ト 0 0 0

睡 B民 障害 2 3 5

吸 入 4 0 4

吸 引 3 0 3

気管内吸引 0 0 0

人 工呼吸器 0 0 0

酸 素吸入 2 1 3

②定期的処置必要人数

(5)給食の状況

* の い

(園 での標取量 )

1日 の必要量に対する、乳児食は30%(給食)、 幼児食は35%(給食30%と 牛乳5%)

②献立について

乳児食(0～ 2歳 )、 幼児食(2～ 5歳)の献立があります。

つぽみ園 。もず園共通献立を基本 とし、児の実態にあわせ lヶ 月の中で2回同じ献立がある2週間サイク

ル メニューです。 1回 目が食べられなかつたら2回 目が食べ られるように工夫をかさね、食べられる献

立を繰 り返す ことで好き朔にいなくいろいろな食品が食べ られるように無理なく食品の幅・献立の幅を

除々にひろげます。児たちに等 しく充分な栄養の確保 と食の経験の広が りを目標に、保護者に対 し乳

つJ児期の栄養 。食事の大切さの理解に努めています。

幼児食乳児食

470エネルギー (kcal) 310

15.3-23.5蛋 白質 (g) 10.1-15.5

10。4ハΨ15.7月旨質 (g) 6.9ハΨ10.3

205カルシウム (ng) 180

■9鉄 (mg) 1.7

159ビタ ミンA(ugl 135

0.25ビタ ミンBl(ng) 0.21

0.28ビタ ミンB2(mgl 0。 24

18ビタ ミンC(mgl 15

52.7食物繊維 (g)
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方 こつ い て

1も

1 ず の

事形

裏ごし食 O O ンタ た流動食 更 した粒もざ な なヽ食に裏ご 事なヽめV らカらつきもを― で しフ ドカ 回

ペースト食 O ○ 卜状 ある食の 事ペ ー がざらつきス で粒はなヤで したフ ド 回カツタ

前期食 O 2～ 3mnに刻んだ食事 (適宜トロミを利用 )

中期食 ○ 前期 をけ

'

用 事1こよりメニ する食期後 食がるすスと食をベー

後期食 ○ 一口大の大きさを基本とする食事
スト状の

事ペ ー ス
O

ムース食 ○
食事

に
ル 固

ス

後期食 O 普通食を一口大にした状態の食事 刻みが之ヽ要なメニューは、7mm～ lcmの大きさに刻

3月 総 数1月 2月11月 12月9月 10月8月4月 5月 6月 7月

00 000 0 000 0 0 0裏 ごし 0

6 1671014 1411 1222 14ペース ト 7 15 22 20

9 9 33110 00 0前 期 0 0 04 0

8 6959 311 112 2中期 4 5 6 3

21825 201718 22 1719後 期 17 22 16 1510

48749 4340 4540 4539 35ノJヽ 言1‐ 25 37 50 39

乳
児
食

0 00 00 00 00裏ごし 0 0 0 0

29 2062019 26 251214 15ペースト 14 16 9 7

1320 00 018 512 18求とより
入―スト 12 21 25 21

27 27930 2717 2326 3623 20ム ー ス 17 17 16

473 12 30 00 0後 期 0 13 16 9

16516 181528 18 141811 2 16普 通 3 6

66 75 8297359 6577 9462 62

幼
児
食

小 計 46 73 77

118 1,316118 115105134 104101 11271 110 127 101合 計

総数2月 3月1月11月 12月9月 10月7月 8月4月 5月 6月

0 000 00 00 00 0 0 0ア レルギー

27743 3635 4334 2822 260 0 0 10偏食
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2

2月 3月 総数4月 8月 9月 10月 11月 12月 1月5月 6月 7月

裏 ごし 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00 0

流 動 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

前期 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

中期 0 0 00 0 0 0 0 0 00 0 0

後期 0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0

0 0

乳
児
食

′lヽ 言十 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0

0裏 ごし 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

0 0 0流 動 0 0 0 0 0 0 00 0 0

前期 0 0 0 00 0 0 0 0 0 00 0

中期 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0

210 303 4,042後期 349 340 322 334 357 356 305 324429 413

普 通 1,117 1,003 1,099 592 939 12,308872 932 1,165 1,124 985 1,224 1,256

幼
児
食

小計|^ 1,473 1,308 1,423 802 1,242 16,35011,22 1,272 1,594 1,537 1,307 1,558 1,613

合 計 1,423 802 1,242 16,3501,221 1,272 1,307 1,558 1,613 1,473 1,3081,594 1,537

2 の

⑥個別・集団の栄養相談・栄養指導を行つています。

3月4月 10月 11月 12月 1月 2月 総数5月 6月 7月 8月 9月

60 71 27 59 813ア レルギー 64 70 82 76 75 82 82 65

616 446 527 6,242偏食 284 419 503 580 656 635 610489 477
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3月 総数2月ll月 12月 1月9月 10月8月4月 5月 6月 7月

6 415 15 86利用人数 6 4

(6)園庭開放の状況

ロ イル

・9月 の開催を下旬に延期
,2月 の開催を中止

(7)見学会 (入園希望者対象)

コ ル

・8月 の開催を中止
・9月 の開催を下旬に延期

(8)保育所等訪問支援事業の状況

(9)障害児相談支援事業の状況

人

の 下 の

3月 総 数1月 2月11月 12月9月 10月8月4月 5月 6月 7月

/ 27210 8利用人数 7

3月 総数1月 2月11月 12月8月 9月 10月4月 6月 7月5月

10 685 56 75 96 5 1実施件数 5 4

3月 総数1月 2月11月 12月9月 10月4月 7月 8月5月 6月

1854 189 2426 1516 256 16 12 14基本相談

32824 2623 1529 25 1128サー ビス等

利用計画
62 32 29 24

86 83742 6560 6873 6760 68
タ
グ

ニ
ン

モ
ヶ 85 84 79

1 2 171 01 10 14 1 3 2
その他の
加算

総数2月 3月12月 1月9月 10月 ll月8月4月 5月 6月 7月

0 00 00 0 00 00 0 0 0サー ビス等

利用計画

0 00 0 00 00 00 0 0 0
モニタ
リング
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1-3事 業の実施状況  障害児等療育支援事業 (第 1つぼみ園・第2つばみ園・第1もず園・第2もず園)

(1)障害児等療育支援事業(あい。すて一しよん)の件数                  単位 :件数

※ 北・…】ヒ教室 :堺市立北こどもリハビリテーションセンター 1も 園

南…南教室 :堺市立南こどもリハビリテーションセンター (第 1つばみ園)

①通所による相談・指導
◎個別

・18歳以下を対象とした障害児またはその保護者に対し、外来の方法により各種の相談及び指導を行い

ます。
・子どもの発達状況を知るため、必要に応 じて発達検査、心理諸検査を行います。

◎グループ (めだか親子教室)

中 心 主に知的障害児 ( )への初期療育支援を行います

11月 12月 1月 2月 3月 合計事業名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

46 48 48143 42 49 45 39 4718 38 41 30

22 25 22 30932 82 26 16 87 1720 26 34

2618 17 29 22 26 28924 22 34 28 24 19

21 22 22 27933 23 23 19 13 2022 19 42

15 24 28 26 14 25 26612 23 29 20 2525

26 25 14 22 28229 14 30 18 293122 22

30 12 20 12 22 27721 31 30 30 19 1832

12 36 30020 29 20 18 30 2922 18 39 27

1230 21 26 30 18 19 29119 28 38 31 19

251 224 227 183 242 2,774

グ

ル
ー
プ

（
め
だ
か
親
子
教
室

）

通
所
に
よ
る
相
談

・
指
導

個別

】ヒ。月クラス

耳ヒ ・火クラス

耳ヒ,水クラス

耳ヒ。木クラス

南・月クラス

南・水クラス

南・木クラス

合計

1ヒ ・金クラス

180 304 269 225 242 198234

0 0 0 0 0
自宅訪問による
相談 。指導

0 0 0 0 00 0 0

4 4 5 553 2 5 5 6 6関係機関への

指導・助言
2 5 8

対象児

開催時問等

発達上なんらかのつまずきがあり、親子教室への参加が必要と認められる2歳

児 (歩行を獲得している)を主に対象とします。
幼稚園などに在籍 している児も対象としています。

10100～ 12:00月 に3回程度

定 員 半期96名

開催期間 前期   4月  から 9月 後期   10月 から 3月

開催場所 北教室   5ク ラス 3ク ラス南教室

通所方法 親子による白力通所が原則、一部送迎自動車を併用
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ア 個別の内訳
月I!

※1109件 には、下記 「支援内容」に記載 している相談 (電話)628件 を含んでいます。

障害種別件数 (「堺市障害児等療育支援事業実施要綱」に基づく障害区 の障害で

内容

イ グループ (めだか親子教室)の在籍児数

※在結数は前期 :9月 末、後期 i3月 末現在

※月毎利用児数は、 (1)障害児等療育支援事業 (あいすて―しよん)を参照

※実人員 187名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

43

副
‐

0～ 3歳 (幼児期前期) 19 17 15 14 13 24 30 21 30 30 25 281

4～ 6歳 (幼児期後期 ) 18 18 27 27 15 30 24 20 12 24 13 13 241

7～ 12歳 (小学生 ) 33 40 44 56 38 32 58 43 46 43 31 50 514

13～ 15歳 (中 学生 ) 5 3 7 8 1 4 6 8 8 8 3 64

16～ 18歳 (高校生 ) 3 0 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 7

2
不明 。その他 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

計 78 78 95 105 74 87 118 92 96 105 72 109 1,109

1月 2月 3月 訂
‐

11月 12月9月 10月7月 8月4月 5月 6月

0 00 0 00 00 0 00重症心身障害児 0 0

0 0 0 00 00 00 00 0 0身体障害児

1 1 20 00 00 0 00 0知的障害児 0

106 1,090105 68106 92 9674 8795 10578 78精ネ申 (発 達)障害児

0 3 2 170 00 120 00 0 0その他

72 109 1,10996 10587 118 927410578 95計 78

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

発達検査、知能検査等 8 9 16 11 17 10 14 11 10 10 14 13 143

相談 (面談) 10 24 25 19 26 32 35 34 29 37 32 35 338

相談 (電話) 60 45 54 75 31 45 69 47 57 58 26 61 628

集計 78 78 95 105 74 87 118 92 96 105 72 109 1,109

合 計

木月
|

水

南教室

月 1火 1水 |
木 1金

北教室

8611 1210 10 1110 10前 期 12

8612 99 1012 1111 12後期
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② 自宅訪問による相談・指導
訪間での相談や指導が必要な場合は、専門職員が訪問し、子どもや保護者の状況に応じて、相談、助言
を行います。

③関係機関への指導・助言
◎ 施設支援
ア 支援内容

学校、幼稚園、保育所 (園)等に対し、面談や訪問等を通じて、子どもの支援や対応方法について話し

合い、専門職員が助言や指導を行つています。

イ 支援先

[こ ども園、保育所、地域型保育事業、幼稚園]

太平寺幼稚園、津久野幼稚園、鳳幼稚園、官山台こども園、とみなみこども園 、あおい幼稚園

平和の園、子音つばさこども園、ひなぎくこども園、きらら幼保園

[学校 ]

新檜尾台小学校、東深井小学校、桃山台小学校、原山ひかり小学校、三原台小学校、赤坂台小学校、

庭代台小学校、久世小学校、浜寺昭和小学校、美木多小学校、金岡南小学校、城山台小学校

野田小学校、家原寺小学校、鳳小学校、御池台小学校、東陶器小学校

◎ 出前講座

ア 支援内容

関係機関や支援者からの希望に基づいて講師を派遣 し、研修会等を実施 しています。内容に応 じて、臨

床心理士や言語聴覚士等の専門職員を派遣 しています。また継続的な施設支援を行つています。

イ 支援先

児童発達支援 tecO・ 株式会社CLC放課後児童健全育成児童会。太平寺幼稚園、津久野幼稚園

(2)その他

①関係機関ネットワークヘの参加
・障害児支援等関係機関連絡会 7区

②関係機関への事業説明・訪問
…l呆健センター2ヶ 所
・堺市教育センター
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1-4事業の実施状況   障害児施設利用に係る相談支援事業(療育の窓 おおぞら)

2 内 容

2.市民啓発研修 (オンラ

件

1-5そ の他の取り組み

1.児童発達支援にかかる交流会

(1)目 的等

た静雇?猛蔑冴秀蟹髪違塁理拳奨嘉卑譲凛轟畠∴息質
の家族が住み慣れた地域で生き生きと生活できる

員と情報を共有 し、連携 していくこと。

平成28年度より取り組んでお り、例年は各事業所職員が集っての交流でしたが、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、今年度も前年度と同様にオンライン(Zoom)での開催としました。

ガ留甍洗震塞務爺晶て索帯察臨 窒誓再纂彗麿階
しく堺榊こ崩 障害児施策の推進及びそれを支える
研修会で利用する研修動画を作成し、提供しました。

・あい。さかい・サポーター養成研修

・令和3年度医療的ケア児等コーディネーター養成研修

2月 3月 合計12月 1月9月 10月 11月6月 7月 8月4月 5月

66 8 3 31276 653 238 36 203
児童発達支援センター

利用希望相談

5 6 5 28 43 6 1

1

2 2診療所
受診希望相談

2

645 4 1014 87 270 6 10

4

198

370

46

596 122 8 90

48

01 3

通所教室
利用希望相談

通所教室利用児療育・

進路相談
0

33 25 2524 41

14

5233 2917 38 44通所教室及び診療所
利用児発達検査

9

114 44 985135 140 12149 7158 110 10214 27合計

令和4年2月 10日 (木)午前10時30分～ 12日寺00分日Π寺

①子どもの行動の理解(感覚統合の考え方から)

第2つばみ園 作業療法士

②質疑応答
③その他、交流・情報交換等

内容

18事業所、ログインユーザー数23(司 会、計師含む)参加者

令和4年 2月 6日 (日 )午前9日寺00分～2月 8日 (火)午後 5日寺00分公 開期間

内 容

唯
妻帰犠

'徴

謂望訣苺計遷学部教例
※YouTubeを不可用したオンライン配信

127名参加者
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1-6自 主事業 上曜日クラブ (第 1つ ばみ園・第 1もず園 )

1.事業の状況

(1)目 的
子育て支援のひとつとして、発達に不安のある就学前の子どもとその保護者向けに、

『あそびの広場』と『まなびの広場』を開催しています。

(2)開催日程・実施内容

びの広

ン む

人

コ ロ 以 の

。5月 (つばみ)及び6月 (もず)は天候不良のため(室内での実施では密集となることが避けられないため)中止

とする。
・8月 の開催を中止し、lo月 に振り答え。
・9月 (つ ばみ。もず)及び2月 (も ず)の開催を中止。

1月10月 11月 12月 2月5月 6月 9月

15日第 1

もず園
15日 8日 13日 11日

18日 22日 19日第 1

つばみ園
12日 15日 20日

ア ー マ 室内遊具戸外遊び

講師7月 内容

事業団職員 (言語聴覚士 )第 1も ず園 3日 「子 どもの発達とことば」

まなびの広場

7月
総数

あそびの広場

5月 16月 19月 110月 111月 112月 1 1月 12月

11 8 9 8 38子ども 2

11 8 9 8 12 50
第 1もず園

保護者等 2

/ 1 306 7 7 4 5

5 4 5 1 28
第 1つばみ園

子ども

保護者等 / 6 / 7
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1-フ 施設等の維持管理に関する業務

電気設備や冷暖房関連機器など毎日点検を行 うべきものをはじめ、防災設備やエレボーター等法

定点検を実施し、適正な施設の維持管理に努め、必要に応じ修繕を行いました。今年度は通常の施

設維持管理に加えて、南リハセンでは堺市により中央監視盤の交換工事、空調機の設計工事、自家

用発電設備の修理工事、北リハセンも含めた自動水栓への交換作業等が行われ、各作業の立ち合い

等に協力しました。

また、各施設の老朽化により、空調設備や保育室等のドアの開閉、 トイレ、手洗いなどの水回り

にも不具合が生じ、その都度堺市と連携し修繕にあたりました。

1-8利 用促進及び利用者意見の聴取状況

事業団だより (1,500部 、年 3回)の発行を行 うとともに、ホームページにバックナンバーを掲

載 し、利用者だけでなく関係機関や市民に事業団が実施する事業を広く周知 してきま した。

ホームページでは、 トピックスやテロツプの更新、土曜 ロクラブの案内等、計 45回更新しま し

た。フェイスブックでは、事業団の取組みを計 197回更新し、きめ細かな情報発信に取 り組みまし

た。

利用者アンケー トを引き統き実施しました。 (詳細は「利用者評価」の項目に記載 しています )

利用者の声を反映し、サービスの向上に努めるため、利用者と園単位での懇談会等を行いました。

また 4園の保護者会と事業団、堺市との懇談会を実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大の影響等により残念なが ら文書でのや り取りとなつてしまいました。いただいたご要

望に沿つて改善できることは早急に角早決を図 りました。また、利用者の方の療育や運営に関するご

意見やご要望をヌ差信する手段を増やし、園と利用者とのスムーズなコミュニケーシヨンを図ること

を目的に、ホームページ上にもご意見箱を開設 しています。

1-9組 織改革・人材育成の取り組み

令和 3年度も新型コロナウイルスの影響で様々な研修について感染対策を踏まえた実施方法を精

査 しなが ら行つてきました。職員全体研修 として、8月 に「堺支援学校の各学部での取り組みと大

しノJに していること」というテーマで堺支援学校首席の稲谷明美氏を招いて肢体不自由児の教育につ

いての研修、研修を実施 しました。その他、各国単位の職場内研修 (専門研修、人権研修)や派遣

研修を 4園合計で延 59回実施 しました。

提供する療育の専門性を高めるために、各園単位で事例検討会を開催 し、大学講師によるスーパ

ーバイズを受け、実践を深める機会を設けました。また発達障害児対象のつばさクラスにおいても

学識のスーパーバィズを受け、専 F弓性の向上に努めました。

令和 3年度も引き続き全職員の人事評価を実施 しました。また、2名 の職員が新たに公認心理師

等の資格を取得 しました。

児童発達支援センターでは、子どもの安全を確保 しつつ適正で専門的な療育の提供を行いながら

職員一人一人がより主体的に複数の業務に取 り組むことで効率的な運営を図 り、多様な雇用形態で

経費の抑制に努めてきました。

1-10福 祉サービス苦情解決制度の利用

令和 3年度の苦情は 2件でした。ただし、苦情解決制度の利用実績はありませんで した。

1-11事 故件数について

事故件数は 20件 (因児等 17名 ・職員 5名 )で した。今後も子どもや保護者にとつて、安全・安

心 していただけるようリスク管理に努め、ヒヤ リハット報告書の活用や職員研修等を行いながら

気持ちを引きしめて療育に取 り組んでまい ります。

刊-12個 人情報の保護、情報公開の実施状況について

令和 3年度の個人情報の保護及び情報公開はありませんでした。
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利用者評価

(1)不可用者アンケー ト実施概要

対 象) 令和 4年 1月 1回 現在、児童発達支援センター及びめだか親子教室に在籍している

児童の保護者

方 法) 各項目に関して 5段階から選択するアンケー ト (無記名)への記入

対象の保護者へ配布し、園職員宛てに提出してもらい回収

回収数) 児童発達支援センター          149名  (回収率 76.4%)

児童発達支援センター(並行通因クラス)  60名  (回収率 54.5%)

めだか親子教室              74名  (回収率 87.1%)

(2)ア ンケー ト結果

児童発達支援センター分については、毎日通園クラスと並行通回クラスとに分けて回収しました。

回収率は全体で 72.60/0と なっています。項目は「(A)よ くあてはまる」「(B)あてはまる」(C)「 あま

りあてはまらない」(D)「あてはまらない」「(E)わ からない」の 5つです。

児童発達支援センター、毎日クラスにおいては、(A)キ (B)の割合が 28項 目中 26項 目で 80%以上

で、全項 自平均は 90.8%で した。今年度も個別支援計画に基づいた療育内容やお子さんへの直接支

援については、概ね高い評価を得ています。(Al+(B)が 800/0に達しなかつたのは、地域のこども園等

との交流の有無、保護者同士の交流、といつた項目でした。これらの項目については新型コロナウ

イルス感染症の影響により、実施できなかつたり開催頻度が少なかつたりしたことが理由として考

えられます。令和 4年度も感染拡大の状況に留意しつつ感染防止対策の徹底や実施方法を工夫 し、

利用者のニーズにこたえていきたいと考えています。また、前年度評価が低かつた「自己評価」(事

業所が実施するもの)への理解に関する項目につきましては、事業団だよりやホームページを通 じ

て 自己評価結果を公表し、烈用者に対 して積極的に情報を発信することで改善が図られました。

次に、並行通園クラスでは、(A)十 (B)の割合が 30項 目中 26項 目で 80%以上となつており、全項

目平均は 88,7%で した。毎日クラスと同様に個別支援計画に基づいた療育内容やお子さんへの直接

支援については概ね高い評価を得ている一方、lA)+(B)が 800/0に 達 しなかった、在籍園との連携、保

護者同士の交流、自己評価の発信、非常災害に備えなどの項 目については、今後も各取 り組みにつ

いて説明する機会を作つていきます。

めだか親子教室は、ほとんどの項目について高い評価を頂いていますが、児童発達センターと同

様に保護者同士の交流の充実を更に進めることが求められています。

今年度 も、新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、保護者交流の機会が大幅に少なくなり、

そのことがアンケー トにも反映された結果となりました。その一方で、オンラインを活用した交流

会の開催や研修感染症の発生時の対応等に積極的に取り組んできたことについては、高い評価をい

ただいた と考えています。

今後 ともこの結果をもとに、引き続 き質の高い療育を提供 していくとともに、利用者のユーズに

応えていたいと考えています。またホームページやフェイスブック等も活用 しながら分かりやすい

情報発信 を心がけ、保護者の信頼に応えられるよう努力 してまいります。

次ページ以降にアンケー トの集計結果を示 しています。
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令和3年度 保護者アンケート4園集計結果

※ グラフの薄い色は高い評価を、濃い色は低い評価を示しています。

% は、A tt Bを示 しています。 全項目 :90,8% 回収率 :76.41°/。

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか

2 職員の人数や専門性は適切であるか

3 図の生活の流れは、子どもたちにとつて分かりやすいか

4 園では子どもの状況に応じて、バイアフリー化やコミュニケーシヨン等への配慮が適切になされているか

5 園は子どもたちが安全に心地よく過ごせる環境になつているか

6 遊具やおもちゃは子どもたちの発達や興味に合わせたものになつているか

7 個別支援計画は、子どもの願いや保護者の思いが適切に反映されているか

8 個別支援計画には目標に対する具体的な支援内容が設定されているか

9 日々の療育は個別支援計画に沿つた支援が行われているか

10 日々の察育プログラムは固定化しないよう工夫されているか

11 職員は子どもの状況に応して分かりやす(コミュニケーシヨンをとつているか

12保育園やこども囲、幼稚園等との交流や地域の子どもたちと活動する機会があるか

13園の運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか

14個 別支援計画の説明はわかりやすかつたか

15保護者に対して研修や学習会など保護者向けプログラムが行われているか

16 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康や発達の状況、課題について共通理解ができているか

17定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか

18保護者会活動への理解や協力など保護者同士の連携が支援されているか

19保護者からの相談や申し入れについて、対応の体制が整備されているか

20相談や申し入れをした際に迅速かつ適切に対応されているか

21 保護者との意思の疎通や情報伝達において、分かりやすく伝えるための配慮がなされているか

22保護者に対して、定期的にお便りや掲示物を通じて活動概要や行事予定を伝えているか

23 自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

24個人情報の取扱いに十分注意されているか

25緊急時の対応、防犯対策、感染症への対応等について保護者に周知・説明されているか

26非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他の必要な訓練が行われているか

27子どもは国に通うことを楽しみにしているか

28園の活動や取り組みに満足しているか

99%

99γ。

100%

94%

99%

A+B

100%

99%

94%

90%

99%

96%

95%

89%

87%

96%

89%

92%

95%

92%

9611

96%

82%

84%

100%

91%

75%

17%

口Aよくあてはまる

□9まったくあてはまらない

DBややあてはまる

HEわからない

aCあまりあてはまらない

EF無回答

幌 2眺 40ヽ 60% 80% 00常
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令和3年度 保護者アンケートム園集計結果 (並行通園)

× グラフの薄い色は高い評価を、濃い色は低い評価を示 しています。

% は、A tt Bを 示 しています。 全項目合計 :88,7%   回収率:54.5%

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか

2 職員の人数や専門性は適切であるか

3 国の生活の流れは、子どもたちにとつて分かりやすいか

4 園では子どもの状況に応して、バイアフリー化やコミュニケーシヨン等への配慮が適切になされているか

5 回は子どもたちが安全に心地よく過ごせる環境になつているか

6 遊具やおもちゃは子どもたちの発連や興味に合わせたものになつているか

7 個別支援計画は、子どもの願いや保護者の思いが適切に反映されているか

8 個別支援計画には目標に対する具体的な支援内容が設定されているか

9 日々の療育は個別支援計画に沿つた支援が行われているか

10 日々の療育プログラムは固定化しないよう工夫されているか

11 職員は子どもの状況に応じて分かりやすくコミュニケーシヨンをとつているか

12在籍国での生活を把握し支援につなげているか

13並行通回での経験が家庭での生活にいかされたか

14並行通園が在籍園での支援にいかされたか

15園の運営規程、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか

16個別支援計画の説明はわかりやすかつたか

17 保護者に対して研修や学習会など保護者向けプログラムが行われているか

18 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康や発達の状況、課題について共通理解ができているか

19 定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか

20保護者同士が交流する機会や保護者同士のつながりへの支援がなされているか

21 保護者からの相談や申し入れについて、対応の体制が整備されているか

22相談や申し入れをした際に迅速かつ麺切に対応されているか

23保護者との意思の疎通や情報伝達において、分かりやすく伝えるための配慮がなされているか

24保護者に対して、定期的にお便りや掲示物を通して活動概要や行事予定を伝えているか

25 自己評価の結果を子どもや保護者に対して発信しているか

26個人情報の取扱いに十分注意されているか

27 緊急時の対応、防犯対策、感染症への対応等について、保護者に周知・説明されているか。

28 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他の必要な訓練が行われているか

29 子どもは園に通うことを楽しみにしているか

30回の活動や取り組みに茄足しているか

95%

100%

97%

100%

100%

A+B

97%

98%

88%

92%

92%

92%

97%

92%

95%

85%

88%

38%

88%

88%

92%

93%

80%

85%

72%

85%

75%

73%

40%

DAよくあてはまる

EDまつたくあてはまらない

口8ややあてはまる

口Eわからない

□Cあまりあてはまらない

□F無回答

鶴 20監 40“ 60% 80ヽ 100%



令和 3年度 めだか親子教室 利用者アンケート結果

1 お子さんの発達に合わせた豊かな心を育む活動・遊びが行われている。

2 集団生活における社会性を身につけられるような活動が行われている。

3 保護者が子育ての参考になるようなプログラムになつている。

4 他の人に知られたくないことの秘密を守るなど、プライ′`シーが守られている。

5 緊急時 (災害・病気・ケガ)への対応は迅速で、適切である。

6 職員は、お子さんに丁寧 (乱暴な言葉を使つたり、呼び捨てにしない)に接している。

7 お子さんは、教室に行くことを楽しみにしている。

8 環境整備などお子さんの安全に配慮した療育が行われている。

9 お子さんの発達や意欲を促すような教材う遊具等が用意されている。

loお子さんに関する気がかりな点や悩みなどについて、職員に気軽に相談できる。

11進路や子育てに関すること等、必要に応じて情報提供`説明がある。

12進路を考える時に職員が親身になつて相談にのつてくれる。

13家族の精神面を支えるようなサポートがある。(相談・共感・情報提供など)

14保護者同士の交流の機会が十分ある。

15職員は不満や要望に対してきちんと対応している。

Hよ く

馘あてはまる

30     40

あてはまる

AttB
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掛
〇
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1-13総 括 (与旨定管理者の目標の達成及び自己評価等 )

(1)目 標の達成状況

(2)自 己評価並びに管理業務の総括

令和 3年度も、日々の療育をはじめ、各事業全般にわたり、新型コロナウイアレ感染症拡大の影響

を引き続 き受けた 1年で した。緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発出に対して、堺市とも緊

密に連携 を取り、感染拡大の防止に取 り組みながら、登園自粛のご協力をお願いすることなく支援

を継続す ることができましたが、第 6波 と言われるオミクロン株の流行の中、国内においても感染

者が複数発生 し、クラス開鎖や園児や保護者の方々に PCR検査のご協力をお願いすることとなり

ま した。

また、感染予防の観点から、各行事への保護者の参加人数の制限や、他クラス、近隣のこども園

との交流の中止等、様々な場面でコロナ以前とは異なつた運営となりました。その中で例えば運動

会を平 日にクラス単位で分散 して実施 したことに対 して 「わが子の姿をじつくりと見ることができ

た」等 と肯定的なご意見を頂けたことも含め、改めて「Withコ ロナ」の時代の療育提供のあり方を

考えさせ られた 1年でもありました。

年間の延べ利用児数は目標を約 13%下回 り、昨年度と比べてもほぼ同数とな りました。

診療所における機能訓練実施単位数は、日標年間延べ 26,720単位に対 し、19,518単位の達

成状況 となりました。

保育所等訪問支援は、前年度と同様に新型コロナウイルス感染症の影響で所属先の休園、休校に

より支援が行えない状況や他機関からの訪間に消極的な施設も多く、延べ支援件数は計 109件にと

項 目 目標・水準等
日標の達成状況

(実績値)

適正な管理運営の確保

① 児童発達支援センター

(4施設)延利用者数

② 診療所における機能訓練

実施単位数

③ 保育所等訪問支援の

実施件数

①障害児相談支援の実施件数

①

②

③

①

年間延べ 38,000人以上

年間延べ 26,720単位

年間延べ 370件

年間延べ 1,500件

① 38,246人

② 19,518単位

③ 109件

① l,350件

利用者サービスの向上の取組み

利用者評価アンケー ト

①センターの利用者
②親子教室の利用者

利用者の瀞i足度(5段階評価の

内上位 2位「よくあてはまる」
「あてはまる」を選んだ人の

割合 )

①90.1%

②90。 1%
① 89,9%
② 98.4%

収支実績

①利用料金収入

②不J用料金収入の総支出に

占める割合

①年間480,000千円以上

②400/。 以上
①  438,583,386円

② 39,0%
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どま りま した。 しかし、昨年度同様、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、児童指導員、保育士

等がそれぞれの専「日性を生かし、地域で生活する障害児、家族に対 し、センターにおける専門的な

サー ビス提供 を心がけてきました。

障害児相談支援の実施件数は、日標の年間延べ 1,500件 に対 し、達成状況が 1,350件でした。

契約児数は 250名 、就学前の契約児は 18。/oで、中高生となつた契約児の事業所移行を進め 9名程度

の新規ケースの拡大につなげました。未就学児で相談支援の必要なケースや、緊急性、継続支援の

必要性の高い新規ケースについては、優先して契約し剥・応 していきました。また、新規契約の布望

に応えられない場合も基本相談を積極的に実施してきました。

堺市障害児相談支援事業所交流会は、6年 目となります。1月 26日 に「支援が必要な子どもの進

路～教育の視点から～」をテーマに、百舌鳥支援学1交の特別支援教育コーデイネーターである伊藤

先生をお招きしてオンライン研修を行いました。21事業所から29名 の参加がありました。

堺市か らの依頼により、新任相談支援員のための連続勉強会のうち、12月 13日 の障害児相談支

援基礎編の講師を務めました。また堺市障害者自立支援協議会における相談支援ワーキングの講師

として参力日し、堺市の障害児支援の検討を進める一翼を担いました。

利用者の満足度については、児童発達支援センター全体では、「(A)よ くあてはまる」「(B)あ てはま

る」の満足度上位 2項目の割合は、日標の 90。 1%に対して、89,9%と 日標をわずかに下回りました。

めだか親子教室は目標の 90.1%に対し、93.4%で 3.3ポ イン ト上回 りました。アンケー トの結果は

運営に活かす とともに、今後も保護者の信頼に応えられるよう利用者満足度の向上を目指していき

ます。

児童発達支援ガイ ドラインの自己評価については、利用者アンケー トの結果を踏まえ会議を持ち、

事業所 としての自己評価をまとめました。今後、ホームページ等でその結果を公表いたします。

利用料金年間収入は、日標を 2°/o上回 りました。令和 3年度から新たに個別サポー ト加算が始ま

ったことが影響 しているものと考えてお ります。
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I-2堺市立健康福祉プラザ指定管理者業務事業報告

1 管理業務の実施状況

1.市民交流センター

(1)プラザ全体の連携業務等

①健康福祉プラザ運営協議会の開催

②堺市との定期会議の開催

③共同事業体運営委員会の開催

―
   ④視察の受入

※7月 26日 (月 )堺市立小・中・高・支援学校教職員 (9名 )

※7月 27日 (火 )堺市立小・中・高・支援学校教職員 (4名 )

※7月 29日 (木 )堺市立小・中・高・支援学校教職員 (10名 )

※7月 30日 (金 )堺市立小・中・高・支援学校教職員 (7名 )

※ 10月
'14日

(木 )なかクリニック(2名 )

※ 10月 22日 (金 )株式会社LITALICOパ ートナーズ (3名 )

※ 10月 29日 (金 )聴覚障害者 (2名 )

※ 11月 11日 (木 )社会福祉法人さんあい(1名 )

※ 12月 17日 (金 )平成病院 (3名 )

⑤障害理解促進事業(共同事業体連携事業)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開催回数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開催回数 1 0 0 l 0 0 1 1 1 1 1 1 8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開催回数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

受入件数 0 0 0 4 0 0 3 1 1 0 0 0 9

開催 日 依頼元 (者 ) 開催場所 対象者 参加者

7月 8日 社会福祉法人ライフサポート協会 関西大学 堺キヤンパス 学生 120

7月 26日 堺 市 健康福祉プラザ 中堅教諭職員 9

7月 27日 堺 市 健康福祉プラザ 中堅教諭職員 4

7月 29日 堺 市 健康福祉プラザ 中堅教諭職員 10

7月 30日 堺 市 健康福祉プラザ 中堅教諭職員 7

10月 6日 堺市立野田小学校 堺市立野田小学校 小学6年生 126

10月 8日 堺市立野田小学校 堺市立野田小学校 小学4年生 147

10月 21日 堺市立金岡南小学校 堺市立金岡南小学校 小学3年生 177

ll月 24日 堺市立御池台小学校 堺市立御池台小学校 小学6年生 102

1月 17日 堺市立三国ケ丘小学校 堺市立三国ケ丘小学校 小学3年生 153

合 計 10 855

-43-



(2)市民交流センター事業

①レクリエーシヨン教室・交流イベントの開催

A.レクリエーシヨン教室の開催

コ ロ

・パソコン教室②
・料理教窒①・②・③・④
。キ毛フエルト教室
・和菓子教室①・② `③

・パン教室③
・子ども創作教室①・②
おヽ菓子教室①・②

L

変更
・絵手紙教室⇒グラスアート教室へ変更

延参
加者
数

開催日
教室名

19
1/1911/17 12/15クレイクラフト教室

3
l1/14誰でもパティシエ !お菓子教

3
11/6簡単おうちパン講座④

3912/2012/13l1/29 12/611/2211/1511/1 11/8インタネット動画を楽しもう
18

12/1612/211/4 11/18デニム生地で作る貼り絵教室
21

2/81/1112/14ペーパークラフト教室

5
12/4簡単おうちパン講座①

5
12/18季節の家庭料理教室⑤

8
3/192/261/22障害者のための料理教室

3
1/29簡単おうちパン講座⑤

16
2/2 2/9グラスアート教室

5
2/13誰でもパティシエ!お菓子教室④

4
2/19簡単おうちパン講座②

23
3/203/83/1クラフト′`ンド教室

6
3/5簡単おうちパン講座⑥

173計
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B.交流イベントの開催

1)プラザ祭り

4月 17日 (土 )開催予定であつたが、まん延防止等重点措置の影響により延期とし、

10月 のアートフェステイパルと同時開催の予定とした。しかし、市の方針を鑑み

各センター事業として実施することとした。

2)デイハイキング

3)わくわくサマースクール

4)障害者週間フェスティバル

5)音楽ライブ

開催 日 11月 7日 (日 ) 参加者数

9名

(介助者 1名

含む )

開催内容

大阪府南河内郡河南町にある「近つ飛鳥風上記の丘」にプラザボランティア3名 、職員4名 を含めて総勢

16名 で実施した。4グループに分かれて山中を散策する。国の指定文化財に指定されている古墳や眺望

のいい展望台を見学し、絶好の行楽日和であつたため「運動不足が解消されてよかつた」「貴重な古墳を

見学できて楽しかった」と参加者から好評のうちに終えることができた。

開催 日 1月 9日 (日 )10:00～ 16:00 参加者数 8名

開催内容

午前の部と午後の部の2部制で開催。(午前の部6名 、午後の部2名 )

障害体験に謎解きを組み合わせながら健康福祉プラザ館内を探検し、最後のプレゼントが用意されてい

る部屋をめざすというプログラムにて実施。
障害体験は、点字体験、耳が聞こえない。聞こえにくい体験、車いす体験を実施。

開催 日 12月 3日 (金 )～ 9日 (木 ) 参加者数 420名

開催内容

12月 4日 (上 )「大阪パントマイムグループO,P.Gに よるアトラクシヨンパントマイム」...29名

12月 4日 (上 )「千葉すずさんのスイムクリニック」...22名

12月 4日 (上 )「 点字図書館が分かる!体験」...4名 (午前1名 、午後3名 )

12月 5日 (日 )「バ1)アフリー映画～最強の心、たり～」...38名 (午前22名 、年後16名 )

12月 5日 (日 )「 まちなかコンサート～打楽器の魅力を感じよう～」...17名

12月 8日 (水 )「脳トレチヤレンジ !～ どこが変わつたでしようか～」...2名

12月 3日 (金 )～ 9日 (木 )「授産活動支援センターパネル展&クイズ」...31名

12月 3日 (金 )～ 6日 (月 )「発達障害に関するパネル展」。「障害者虐待防止パネル展」...80名

12月 7日 (火 )～ 9日 (木 )「地域移行体制整備事業パネル展」イ難病・小児慢性特定疾病啓発パネル

中o60名

【オンライン企画】

12月 6日 (月 )～ 9日 (木 )「大阪パントマイムグループ0。 P,Gによるアトラクシヨンパントマイムの動画配信」

…134回視聴
12月 4日 (土 )「 点字図書館が分かる体験」...0名

12月 8日 (水 )「 脳トレチャレンジ !～ どこが変わつたでしようか ?」 ...0名

12月 3日 (金 )～ 9日 (木 )「授産活動支援センターパネル展&クイズ」...3名

開催 日 12月 5日 (上 ) 参加者数 17人

開催内容
堺市文化振興財国との連携イベント「まちなかコンサート」では、タンバ1)ン 、クロマチックアコーディオン、

ンゴニというアフ1)力 の楽器の協奏で、明るく楽しいコンサートを開催し、会場を盛り上げました。
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②文化・芸術事業

A.文化芸術教室等の開催

B.プラザアートフェスティバルの開催

延参
加者
数

教室名 開催日

58
障害者のためのアートスクール

11月 ～3月 までの第2・ 4土曜日

(※ 4月 ～10月 はコロナにより中止 )

562/10 2/241/13 172712/2312/911/11 11/25初めての陶芸教室

482/181/21 2/412/17 1/712/311/5 11/10楽しく始める !絵画教室

451/261/1212/8 12/2211/10 11/24楽しく始めま書 (しょ)!

2312/26l1/28 12/1211/21指で描くパステルアート教室

225言十

938人参加者数
3月 24日 ～27日開催 日

において、「第8回プラザアートフエステイバル」を開催。

ナウイルス感染症の影響で3月 に延期となつた。

展「sakai ARTcation 2021Jでは、応募数266点 を1階体育

ット・アートコスモの方々に協力いただき作品展示

ぃし方にとても感銘を受けられ、作品を制作された当

誇らしげにされてました。

感薄ご砕静著身辱1格整転琥竜努鳴名多生:を覆撃しモtt花推き、プラザヘお越しの方々を出迎える展
示となつた。

選知戸義ヽ電ヌ類群溺尼毀ま輩 釘肢勝輩み鍾と監材f鍮態振
を見せられていた。
出来上がった作品は、1階エントランスにて展示している。

3月 24日 (木 )～ 27日 (日 )に健康福祉プラザ

本来なら10月 開催のところ、今年は新型コロ

障害のある方々が制作した芸術作品の公募

開催内容

配 信参加者数令和4年 2月 28日開催日時

園川約也さんをお招きし、Sakai ARTcation

―卜制作についてのお話をいただきました。
ン ドデザ ツ

たうだたンタ をご

卜のイで) よmeeART ( 演=歳再僻
本
ムguest 悦ng

ヽ アし え で2 ユ 視聴しビ02 募者1応 イ

センターのYouTubeで 配3 に

開催内容

C.プラザアートセミナーの開催

③身体・知的・精神障害者相談員研修会

※1月 31日 に開催予定だつたが新型コロナウイルス感染症を理由に中止

動画配信予定参加者数
3月 16日 (水)11:00～ 14:001又 録開催日

嚢揺き繍 異聟襲峯違≦撃肇還額塾若鋒導務局長茨木隆宏さ潮f
出演いただき、約40分のセミナーを開催しました。

開催内容
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④プラザボランティアの養成・育成

A.プラザボランティア説明会

B.プラザボランティアスキルアップ研修

C.プラザボランティア交流会

D.ボランティア担当者連絡会議

E.社会福祉協議会との情報交換会

F.プラザボランティア登録者数・活動状況

開催 日 5月 21日 、8月 28日 、11月 19日 、2月 19日 参加者数 延べ 3名

開催内容

1.施設概要について
2.ボランティア活動とは
3.ボランティア登録の方法について
4.ボランティア保険の説日月
5.プラザ内で募集中のボランティア活動の紹介
6.障害理解講習
①肢体不自由の理解とコミュニケーションについて ②視覚障害の理解とコミュニケーションについて

③聴覚障害の理解とコミュニケーションについて ④障害者差別解消法の概要について

※5月 21日 (金 )、 8月 28日 (土 )は 、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止。

開催 日 11月 17日 参加者数 18名

開催内容
高次脳機能障害の理解について

講師 :生活リハビリテーシヨンセンター 中岡さん

開催日 3月 9日 参加者数 8名

開催内容
障害のある人の人権について

講師 :堺市人権推進課 主査 伊東 理恵さん

開催日 3月 9日 参加者数 8名

開催内容
・グループに分かれて1年の振り返り
・感謝カードの贈呈

開催 日 5月 20日 、7月 15日 、9月 16日 、11月 11日 、1月 27日 、3月 3日 参加者数 のべ 28名

開催 内容
プラザ内ボランティア活動者、活動状況の情報共有。障害理解促進事業報告。交流イベントにおけるボ

ランティア調整等。

開催日 3月 10日 参加者数 4名

開催内容
・プラザ及び社会福祉協議会の障害福祉に関するボランティア活動の状況について情報交換
・次年度から統合される障害理解促進事業について情報交換

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

登録者数 113 113 113 113 113 113 110 111 111 110 131 133 133

新規登録者数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 21 2 24

延
,舌

動

イ牛
数

市 民交流 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 38 36

生活 Iル ヽ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

視聴覚 1 0 0 0 0 0 1 6 6 6 3 6 29

スポーッ

(スポーツ3時

間未満 )

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10 0 4

38 22 34

3 15

27

32

47 174

7合 計 0 0 0 0 0 1 57 28 44 53 81 271

-47-



(3)摂 産活動支援センター事業

①事業所・企業等に対する相談支援

A.相談件数

B.主な相談内容

②製品や役務の受発注に関するマッチング・コーデイネート

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

事業所

新規 11 4 7 12 6 9 4 9 4 3 4 5 78

継続 1 1 1 1 2 2 0 0 1 0 0 0 9

延件数 12 5 8 13 8 11 4 9 5 3 4 5 87

企業・事業主

新規 4 1 8 2 6 9 2 1 8 5 3 4 53

継続 3 5 3 3 3 6 6 2 4 6 3 4 48

延件数 7 6 11 5 9 15 8 3 12 11 6 8 101

行 政

新 規 1 2 2 2 8 0 4 1 2 1 2 2 22

継続 1 0 1 0 0 1 0 2 2 2 1 1 11

延件数 2 2 3 2 3 1 4 3 4 3 3 2 32

その他団体

新規 6 5 5 3 5 4 7 4 3 2 8 2 49

継続 1 3 2 3 1 1 0 1 2 0 0 1 15

延件数 7 8 7 6 6 5 7 5 5 2 3 2 63

個 人

新規 1 1 l 10 52 11 3 6 6 2 5 5 103

継続 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延件数 1 1 1 10 52 11 3 6 6 2 5 5 103

合 計

新規 23 13 23 29 72 33 20 21 23 13 17 18 305

継続 6 9 7 7 6 10 6 5 9 8 4 6 83

延件数 29 22 30 36 78 43 26 26 32 21 21 24 388

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

業務斡旋関係 12 12 15 21 63 27 15 15 24 16 8 14 242

情報提供依頼 7 6 9 6 7 5 7 5 3 4 10 6 75

事業所からの支援依頼 10 4 6 9 8 11 4 6 5 1 3 4 71

合 計 29 22 30 36 78 43 26 26 32 21 21 24 388

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

企業・事業主 5 5 2 2 3 4 3 3 3 3 2 3 38

行 政 0 0 1 2 0 0 1 0 2 1 0 1 8

その他団体 2 3 1 1 0 1 1 3 2 0 0 2 16

個 人 0 0 0 1 0 0 1 2 1 0 0 3 8

合 計 7 8 4 6 3 5 6 8 8 4 2 9 70
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③各種セミナー・交流会の開催

日程 内容 対象者 参加者数

5月 19日 (7k)

【福祉のミライ交流会】
「気楽に学ぷ ビジネスマナー勉強会」
企業等の取引先との関係を継続する中で意識しておくべき

ビジネスマナーの基本について、経験談や疑問点などの意

見交換をしながら学ぶ。

市内事業所職員 8名 (6事業所)

6月 23日 (71く )

「多忙だからこそ必要なチームマネジメント」
～目標達成に向けた計画づくりと役割分担

講師ホゥーキャンコンサルティング 増田たくみ 氏

授産事業を継続・発展させるために必要な計画づくり、目

標を達成させるための組織づくりを学ぶ。講義に加えて、

暮暑羅皇監携路暴鼻昇毒電甍罐章遷踏罠甥 卜とりを蔓
障

市内事業所職員 14名 (14事業所 )

9月 22日 (刻く)

【福祉のミライ交流会】
「新しく食品担当になった方向け、食品表示基礎勉強会」
主に新規食品担当者を対象として、食品表示ラベル作成

方法の基礎について、当センター職員による講義で学んで

もらう。

市内事業所職員 8名 (6事業所)

10月 30日 (土 )

【セミナー】
『営業活動のノウハウを学ぶ」

錦智 鍬魏穆総理:編靱譜稼克
之 氏
地域の特徴を生かした自主製品づくりの事例、その販路の

霊繁R甜i蔀禦許翻 麹錆輻
品の売り込み方を実践的に学ぶ。

堺市内事業所職員

大阪府内事業所職員
12名 (12事 業所 )

12月 3日 (金 )

1握措健瑾恥宅勇み曼れ士事彦1加について、ピアサポーター
にきいてみよう」
主に精神障害者を受けれているB型事業所の職員と、その

事業所へ通所しているピアサポーターの方から、事業所で

仕事に参加するために必要な支援や配慮などをうががう。

市内事業所職員 11名 (8事 業所 )

3月 16日 (フk)

【授産活動支援センター開設10年記念セミナー】

授産活動の「あゆみ」と「ミライ」

墓4牟鑑 禁羅即占癸警墜黒からの穀結
登壇者
NPO法人百舌鳥あすなろ会 あすなろ授産所 渡邊真由

美氏
社会福祉法人コスモス おおはま障害者作業所 秋保勇将

氏
社会福祉法人こころの窓 青い鳥 中谷容子氏

社会福祉法人堺あすなろ会 福本和代氏

第2部 講演
「障害者の就労を支援すること～伝えたい理念とミライの可

叢舗■ かつき授産事業共同受注ネットワーク代表 今井

司氏

堺市内事業所職員

大阪府内事業所職員
その他関係者等

参加申込人数
44名
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④授産活動支援センター運営委員会の開催

⑤ネットワーク会議等への参加

委員数 6名
授産活動支援センター事業を運営するに当たり、有識者、関係団体、事業

所等から、事業の円滑な運営及び障害者就労施設等による授産活動の

振興を図るための必要な事項について意見を聴く。
言隻置 目白勺

6名出席員数
開催日 9月 (書面開催 )

議事

ン

すた

ベ ン

けたご提喧 思

チ 績の報告グ実マ ッの 数半 本日 1牛言炎2
△
■】 3年不日 月lJ度1) 不日 年度■コ

の
上
ロセ ナー 等 報事業派遣援支 人材向業所福祉事(2)

の
△

不 等 報
生
口ト 展て し るイ予 さ定 れ後半年度(3)

△
,

ヘ て 実施る書す 催面開て 貝 郵 送しと まて め 各委とつ し て 資料上以
返の を信 受案等らかベ の 員 見て 委す

第1回

5名出席員数
開催日 3月 17日 (木 )

議事

(1)相談件数・マッチング実績等の報告

(2)イ ベント展示会などの実施報告

(3)福祉事業所に向けた支援について

(4)ネットワークづくりの支援、協力につ

以上の報告とともに次年度事業計画の

いて

内容についても提示して承認を得る。

第2回

参加日(※ 開催ペースは各ネットワークで異なる)
ネットワーク名

12/2310/28 11/257/296/24パッセネットワーク

3/1812/176/25 7/16ギャラリーみなみかぜ(南区)

11/157/12エールDEねつと(堺 区 )

1'28 3/188/276/254/23らららEAST(房縫区 )

1,11 3/811′99/147/13ナカナカマネットワーク(中 区 )

1/1110/117/12ドレ美原連絡会 (美原区 )

10/274/28きたきてまるしえ連絡会 (北区 )

1'21 2/25 3/412/1310/258′24 9/287/14
(つな力くるファーム)

堺市農福連

3/911/3010/117/30おおさか福祉シヨツプネットワーク

2′219/8大阪府共同受注窓口連絡会議
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⑥人材派遣事業の実施

目的
授産事業による売上と工賃の向上を目的として、事業所の状況を診断し、助言
アドバイスを行うコンサルタントを支援員として派遣する。

支援員 トゥーキャンコンサルティング 代表 増田たくみ氏

おおはま障害者作業所

計8回の訪問

【支援や助言の内容】
・予算を見ながら実績の振り返りを定期的に行う
・生産コストや手間の削減に取り組む必要性のアドバイス

・季節のギフト商品などの拡販を継続しながら、そのチラシにも適宜アドバイス

・商品には自信をもってよい、広報すれば売れるという結果は出ている。今後は、施設としての特

徴を出せる商品をさらに選定していくこと
・注文の有無、どこから来たか、それらを記録して、顧客管理もしていくこと

・支援の終結に向けて、伝えてきたことや実践してきたことを継承していくためのマニュアル作りを

する、年間の広報スケジユールや売り方も残していくべきである →これは次年度の人材派遣事

業による支援で実施することとしている。

ワークセンター
ヴァンサンクつつじ

1回の訪問
メール等でのやりとりによ
る広報チラシの作成

【支援や助言の内容】
・利用者の高齢化や職員のマンパワー不足といつた課題を解決するためには、持続可能な商品
づくりの検討、販売方法の見直しを行う必要がある
・商品も販売も注力すべきことが整理できていない印象。やめる必要はないが、その労力に対す

る効果(売上)を考えて、バランスを見定めていくこと
・注文を受けて、オリジナル商品も作れること、この鳴螢み」もしつかり発信して欲しい。受注生産
に切り替えていくことで、作業はコントロールしやすくなる
。雑貨品(記念品)のOEMに対応できることを広報するチラシを作成し、12月 の大阪勧業展で授

産活動支援センターが広報に協力
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⑦広報啓発イベント・コンクすル等の開催

内容

8月 の開催に向けて、パツセ担当者や協力事業所との

者との調整を開始。
PASSERによる販売ブースの設置と、昨年度のコンクール堺市長賞受賞のシーズフアクトI)―による

ワークショップ等を主な企画として検討。

【大阪勧業展2021】

12月 8日 (水 )、 9日 (木 )の両日に開催される大阪勧業展2021への出展が決定。今年度は、場所がマイ

ドームおおさかからATCホールに変更。

会場視察を実施するとともに、イオン毛―ル担当
じゅ フエス

6月

7月

8月 に開催を予定していた「堺しゆさんフエスタ」については、まん延

受けて延期。

【メイドインさかいフエアinイ オンモール堺北花田店】

堺商工会議所より紹介を受けて、10月 8日 (金 )～ 10日 (日 )まで開催される「メイドインさかいフエアinィ

魯紹g軽琥ぽ淳軍う負陰宅貌継且爵窪窃皇途郡懸 締
縦て

【メイドインさかいフエア2021】

縄露蹴聯亀蛇そ麟観堪毒蝉熱鎖 蓄郡鞠わ

防止等重点措
―
置が適用されたことを

フェス

8月

開催することを市内の事業所ヘメールで案内。詳細な募集要項

整路[な名竃須胡哲撃繁V猪話ピ猪ヌ雪苦幌埋斎磐諭絲 層薪絨埋とを

牝 月1日 ～24日 でエントリーを受付し、2月 上旬～中旬に審査を行つた後に結果発表となる予定。

今年度コンクールは、食品を対象として
コ ル

10月 8日 (金 )～ 10日 (日 )の イオンモール】

ター、それぞれの出展に向けて、出品の協

主に古墳や埴輪などをイメージした商品の

ヒ花田、■月13日 (上 )～ 14日 (日 )の堺市産業振興セン

カを依頼している事業所との調整を継続。イオンモールでは

販売、産業振興センターでは堺産の農産物を使用した食品を

中心に販売をすることになる。
【堺市授産製品コンクール】

昨年度コンクールの表彰を10月 5日 (火 )に受賞事業所を訪問する形式で行うことを決定。

〔堺じゅさんフェスタ】

延期になっている堺じゆさんフエスタについて、11月 以降で開催をできるよう1こ調整を再開。

フ`エア

9月

、各事業所を訪問して実施。

内の事業所ヘメールで送信。エンドリーの受け付けは

12月 1日 ～24日 まで。
【メイドインさかいフエア】

10月 8日 (金 )～ 10日 (日 )に開催された「メイドインさかいフエアinィオンモール北花田」へ出展。売上合

計額 (イオンモールヘの手数料差し引き後)は、30,751円 。

11月 13日 (上)～ 14日 (日 )に堺市産業振興センターで開催される「メイドインさかいフエア2021」 の出展準

備を協力事業所 (青い島・ワラビーズ)と実施。

【堺じゅさんフェスタ】
8月 から延期になつていた同イベンHこついて、11月 中ではイオンモール堺鉄 l文包町のイベントスペース空

き状況との都合がつかず、開催は 12月 20日 (火 )とすることに決定。販売コーナーや体験コーナーの協

力を依頼するパッセネットワーク、シーズファクトリーと開催に向けて調整を再開。

一 ′コ

昨年度開催の第 11回コンクール表彰式について

今年度の第12回コンクールの製品募集要項を市

10月
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11月

【メイドィンさかいフェア2021】

11月 13日 (土)～ 14日 (日 )に堺市産業振興センターイベントホールで開催された「メイドインさかいフェア

2021」 へ、協力を求めた事業所(青い島・ワラビーズ)と 出展。2日 間で、200,100円 の売上。

12月

【大阪勧業展2021】

12月 8・ 9日 にATCホールで開催された大阪勧業展へ出展。商品などのPRをはじめ、福祉事業所で受注

できる様々な業務を紹介。2日 間を通じて、ブース来訪者との名刺交換は33枚 。その後4件の企業等より

具体的な相談を受け、現在マッチングの調整中。
【堺じゅさんフェスタ】
12月 21日 (火 )イオンモール堺鉄砲町店1階 /―スコートにて、市民への広報・啓発を目的として「堺じゅ

さんフェスタ」を開催。当日は、昨年度コンクール受賞事業所のシーズフアクトリーによる小物雑貨づくり
の体験ブースや、パッセネットワークによる販売ブースを設置。
【堺市授産製品コンクール】
おおはま障害者作業所「ガトーショコラ」、サニー・サイト「燈台クッキー」̀ユウの家「さかいラスク」、愛和
ハウス「ョーグルベリー」のエントリーを受付。各事業所ヘプロフィールシートや製品サンプルの提出など

を依頼し、審査の準備を進める。

1月

【堺市展産観扁百フア=万ア
先月までにエンドリーを受け付けた4カ所の事業所へ、プロフィールシート、プレゼン動画、三式食用商品の

提出を依頼。2月 2日 までにそろえて、審査書類と共に各審査委員へ届けることになる。

2月

【堺市授産製品コンクニル】
委員による審査が実施され各賞が決定。委員からの評価や助言をまとめて、各事業所へ送付。

堺市長賞「さかいラスク」社会福祉法人ユウの家 アトリエユウの家
金賞「燈台クッキー」社会福祉法人ばなな サニー・サイト

(4)目 標と実績

※新型ヨロナ感染症対応で教室の参加定員を削減したことによる総定員数・実延参加者数・参加率は下記のとおり

(レクリエーシヨン教室)252人・173人・69%

(文化芸術教室)  288人 ・225人・78%

指標 目標値 実績値

レクリエーシヨン教室の開催数 29教室 15教室

交流イベントの開催数 前期3回 、後期2回 後期4回

文化芸術教室の開催数 6教室 5教室

レク1)ニ ーシヨン教室の延参加者数 (参加率)※ 600人 (800/o) 173人 (290/0)

交流事業の延参加者数 2.500人 470人

文化芸術教室の参加者数(参加率)※ 400人 (800/o) 225人 (560/O)

sakai ARTcation2021の 出展者数 250人 266人

プラザアートフエスティパルの参加者数 2,000人 933人

プラザボランティアの登録者数 160人 133人

プラザボランティアの延活動回数 400回 271回

障害福祉ボランティア研修会の参加者数 50人 21人

企業等からの発注に対するマッチング・コーディネート件数 50件 701牛
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(5)市民交流センター総括

①プラザ全体の連携業務について

・健康福祉プラザ全体として、毎月開催 しているプラザ運営協議会などを通 じて、プラザ内 12セ ンター

機関と連携・協力 して対応することができた。また新型コロナウイルス感染症の影響で十分連携はできな

かつたが、堺市社会福祉協議会を通して災害備蓄食品のこども食堂への提供や地元の大仙校区自治連合

会 と共同で献血事業をすることができた。

。今年度 も緊急事態宣言やまん廷防止等重点措置の適用があり、主催のイベン ト等の中止や延期、研修室

や諸室の利用停止などがあり、利用者の方々にご不便をおかけし、利用者数も減少 した。プラザ全体 とし

ては、前年度に引き続き、利用者ファース トのもと感染症拡大防止のため一九となつて取組みを行つた。

新型 コロナ ウイルス感染症の感染者が少なくなつていた 11月 には昨年に引き続き「デイ・ハイキング」

を実施 し、河南町の 「近つ飛鳥風上記の丘」でプラザボランティア 8名 の協力を得、参加者 9名 で絶好

の行楽 日和の中、古墳の見学やハイキングを楽 しんでいただいた。 12月 3日 から 9日 の「障害者過聞」

の啓発イベン トも新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、12月 5日 (上)には定員の減員や事前

予約で実施 したバ リアフリー映画「最強のふたり」、障害者週間期間内ではオンライン企画の 3事業を含

む 9事業を実施 し、420名 の参加があつた。また公益財団法人堺市文化振興財国との連携イベン ト「まち

なかコンサー ト」も開催 した。なおプラザ祭 りは当初 4月 17日 開催予定を新型コロナウイルス感染症の

関係で 10月 のアー トフェスティバルと同時開催を検討 したが、アー トフエステイバルも3月 に変更 した

ため、プラザ祭 り事業は、各センター事業の中で取り組んだ。

②市民交流センター事業について

・障害者のある方が参加 していただくことを目的に実施 している教室は、新型コロナウイルス感染症の

影響で 11月 か らの開催 となつた。料理やパソコンなどのレクリエーシヨン教室は 15教室で延べ参加者

数は 173人、陶芸や絵画などの文化芸術教室は 5教室開催 し延べ参加者数は 225人であつた。教室の合

計では、延開催回数 60回、延参加者数は 398人 となつた。新型コロナウイルス感染症の関係で当初計画

から 14教室が完全中止、1教室が一部中止、延開催回数 28回が中止となつた。前年度より参加人数 174

名の減 となつた。参加者の内訳は障害のある方が 90%、 ない方の割合が 10%と 障害ある方の割合は前年

度より 1ポイン ト増加 した。障害の状況では身体障害の方の割合 38%と 前年度より 5ポイン ト増加 し、

精神障害の方は 33%、 知的障害の方は 12%の割合となつている。また、利用者アンケー トでは、各教室

の満足度は 89%で、「楽 しかつた」、「また参加する」などの感想をいただいた。今年度も新型コロナウイ

ルス感染症対策により、定員を減員 したため、レクレーション教室、文化教室とも日標に達しなかつた

が、コロナ禍の中でも参加者の方々の達成感や充実感に寄与することができた。

。「第 8回プラザアー トフェスティバル」は当初 10月 の開催を新型コロナウイルス感染症の影響で 3月

24日 (本 )ん らヽ 27日 (日 )変更 し開催した。障害のある方々が制作 したアー ト作品の公募展では応募過

去最高の 266点応募があった。泉南市のコミック・カウンシルの障害のある方が制作 した作品を 1階エ

ン トランスホールに展示、造形作家である園川さんのワークシヨンプやア~ト ミーテイングとして同 じ

く園川 さんに応募者インタビューをご視聴いただき、アー ト制作についてお話をいただきYouTubeで配

信 した。今回は、展覧会は、時間指定 して入場者数を制限し事前予約制としたため 988人 の入場者とな

った。
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・ ポランティア養成育成事業では、ボランティアの登録者数は、前年度 五8人から 133人 となった。活

動回数については、3時間未満の活動者は 174回 、3時間以上は 97回、合計 271回 となり11月 以降、

スポーツセンターのボランティア活動が再開したことなどから前年度比の 9%の増となつたが、400回の

目標値には至らなかった。

・障害のある方やない方の相互理解の促進のための「障害理解促進事業」については、小学校 5校、大学

生校、堺市中堅教諭研修 4件の計、855名 に対して出前授業やプラザ内での研修を実施した。大学ではイ

ンターネットでの講義であつた。

③ 授産活動支援センター事業について

。今年度、授産活動支援センターに寄せられた相談 (企業からの業務依頼や事業所からの支援依頼等)件

数は 388件であった。 (H24:64件⇒R2:313件 )

。授産製品等に関する情報発信や営業活動は、イオンモール堺鉄砲町店で、「堺 じゆさんフェスタ」を開

催 し、パネル展示と授産製品の販売と小物雑貨づくりの体験ブースを設置 し、体験には 56名 の参加があ

った。一方マイ ドーム大阪で開催された 「大阪勧業展 2021」 に今年度も出展 し、5件の企業等から具体

的な相談を受けた。また、あべのキューズモールとの関連ではパン&スイーンフェスタやホワイ トデーの

祭事などに今年度も出品となつた。

・製品販売や役務のマッチングコーディネー ト件数は、70件であつた。

・主催するセ ミナーは、授産活動に係 る課題や活動意欲の向上を目的として、3回開催 した。新型コロナ

ウイルス感染症の影響でオンラインのみでの開催も含め 6月 には 「多忙だからこそ必要なチームマネー

ジメン ト」をテーマに、10月 には「営業活動のノウハウ」をテーマに開催 し、3月 には授産活動支援セ

ンター開設 10年記念セミナーとして「授産活動の「あゆみ」と「ミライ」」をテーマとし、市外からの参

加 も含め延べ 70人の参加があった。事業所間の連携強化や情報共有を目的 として「福祉のミライ交流会」

もオンラインも含め 3回開催 した。

・授産製品コンクールについては、今年度は食品部門を募集 し、4事業所から 4点のエン トリーを受け、

審査の結果、市長賞 1点、金賞 1点 を決定 した。

・授産活動活性化のための人材派遣事業については、広い視点で事業所を診断・指導できる中小企業診断

士を昨年度に引き続き 2事業所に派遣 した。
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2.生活リハビリテーションセンター

(1)自立訓練事業利用者の状況

①機能訓篠

A.利用者数

B.利用者の性別・年齢 (月 末時点)

C.利用者の障害種別 (月 末時点)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用契約者数 22 21 20 20 21 20 21 22 23 20 21 23 /

うち、
新規和J用 (契約) 1 0 0 0 1 0 1 2 1 0 1 2 9

退所 (契約解除) 1 1 0 0 1 0 1 0 3 0 0 1 8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男

18歳～ 4 4 4 4 4 4 5 5 5 4 4 4

30歳～ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

40歳 ～ 2 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1

50歳～ 5 5 5 5 6 6 6 6 7 7 7 8

60歳～ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3

合 計 15 14 14 14 15 14 15 16 17 16 17 18

女

18歳～ 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

30歳～ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1

40歳～ 2 2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1

50歳～ 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3

60歳～ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 7 7 6 6 6 6 6 6 6 4 4 5

合計

18歳～ 5 5 5 5 5 5 6 5 5 4 4 4

30歳～ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3

40歳～ 4 3 2 2 2 1 1 2 2 1 1 2

50歳～ 7 7 7 7 8 8 8 9 10 10 10 11

60歳～ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3

合 計 22 21 20 20 21 20 21 22 23 20 21 23

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

視覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

聴覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

肢体不自由 19 18 18 18 19 18 19 20 21 18 19 20

音声・言語障害 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

難病 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内部障害 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

合 計 22 21 20 20 2021 21 22 23 20 21 23
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D.利用の状況

E.新規利用者の契約時の状況

F.新規利用者の契約に至ったきっかけ

G.退所 (契約解除)者の訓練終了後の進路

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開所日数 21 18 22 20 21 20 21 20 20 19 18 22 242

利用者実人数 21 20 19 19 20 18 19 20 21 18 19 21 29

延利用件数 142 90 137 148 120 132 147 135 143 113 115 146 1,568

1日 平均利用者数 6.8 5.0 6.2 7.4 5.7 6.6 7.0 6.8 7.2 5,9 6.4 6.6 6.5

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

医療機関を退院 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 3

他の事業所を退所 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 3

離職 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

特別支援学校卒業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

在 宅 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1 0 0 0 1 0 1 2 1 0 1 2 9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

医療機関から紹介 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2

他の事業所から紹介 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市・相談機関から紹介 1 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 1 6

本人・家族から相談 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 0 0 0 1 0 1 2 1 0 1 2 9

他の導業所を利用 就職(復 H競)/就学 入院 入 所 在宅 その他 合計

利用者数 3 1 0 0 4 0 8
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②生活訓練

A.利用者数

B.利用者の性別・年齢

C.利用者の障害種別 (月 末時点)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用契約者数 44 40 40 39 38 39 37 38 35 35 33 32 /

うち、
新規利用 (契約 ) 2 0 2 1 2 1 0 2 1 1 2 0 14

退所 (契約解除) 4 2 2 3 0 2 1 4 1 4 1 3 27

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男

18歳～ 2 2 3 4 4 4 3 3 3 2 2 2

30歳～ 4 4 3 3 3 3 3 3 2 3 2 2

40歳～ 8 7 6 6 4 5 5 5 5 5 6 6

50歳～ 7 6 6 6 7 7 7 8 7 7 6 6

60歳～ 9 10 10 10 10 10 9 8 8 7 7

合 計 32 28 28 29 28 29 28 28 25 25 23 23

女

18歳～ 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1

30歳～ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

40歳～ 3 3 3 2 2 2 2 3 3 3 3 2

50歳～ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

60歳～ 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4

合計 12 12 12 10 10 10 9 10 10 10 10 9

合計

18歳～ 4 4 5 6 6 6 4 4 4 3 3 3

30歳～ 5 5 4 4 4 4 4 4 3 4 3 3

40歳～ 11 10 9 8 6 7 7 8 8 8 9 8

50歳～ 8 7 7 7 8 8 8 9 8 8 7 7

60歳～ 16 14 15 14 14 14 14 13 12 12 11 11

合計 44 40 40 39 38 39 37 38 35 35 33 32

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

知的障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

発達障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高次脳機能障害 43 39 39 38 37 38 36 37 34 34 31 30

難病 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

合 計 44 40 40 39 38 39 37 38 35 35 33 32
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D.利用の状況

E.新規利用者の契約時の状況

F.新規利用者の契約に至ったきっかけ

G.退所 (契約解除)者の訓練終了後の進路

H.当事者 。家族支援

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

開所 日数 21 18 22 20 21 20 21 20 20 19 18 22 242

利用者実人数 37 33 32 34 34 35 33 32 30 31 29 29 49

延利用件数 246 210 296 251 298 307 271 233 224 213 175 222 2,946

1日 平均利用者数 11.7 11.7 13.5 12.6 14.2 15.4 12.9 11.7 11.2 11,2 9.7 10.1 12.2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

医療機関を退院 1 0 2 1 2 1 0 0 0 0 1 0 8

他の事業所を退所 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

離職 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

特別支援学校卒業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

在宅 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 4

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2 0 2 1 2 1 0 2 1 1 2 0 14

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

医療機関から紹介 1 0 2 1 2 1 0 1 1 1 1 0 11

他の事業所か ら紹介 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市・相談機関から紹介 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

本人・家族から相談 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2 0 2 1 2 1 0 2 1 1 2 0 14

他の事業所を利用 就職(復職)/就学 入院 入所 在宅 その他 合計

利用者数 5 14 0 0 8 0 27

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

家族懇談会 0 5 2 0 5 6 3 8 2 31

学習懇談会 (OB交 流会 )
22 24 16 62
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(2)高次脳機能障害支援普及事業

①相談支援

A.相談支援の状況

B.相談者内訳

C.相談方法

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

新規突人数 10 8 9 12 14 19 13 9 8 14 8 7 131

継続実人数 49 59 59 44 61 58 62 48 58 51 46 55 650

実人数合計 59 67 68 56 75 77 75 57 66 65 54 62 781

延相談件数 166 165 216 189 210 278 328 269 260 185 146 200 2,612

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

本 人 30 30 47 37 47 55 50 42 41 29 16 26 450

家族 34 17 32 36 30 45 59 43 40 36 36 41 449

行政関係 12 25 18 24 26 28 25 34 39 22 14 25 292

医療関係 39 31 44 46 50 37 56 67 59 48 31 32 540

福祉関係 41 34 49 32 46 75 83 40 50 34 42 54 580

教育関係 4 6 2 1 2 0 0 3 2 2 2 2 26

就労関係 4 15 20 11 8 30 45 36 20 14 4 18 225

その他 2 7 4 2 1 8 10 4 9 0 1 2 50

合 計 166 165 216 189 210 278 328 269 260 185 146 200 2,612

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

来所相談 20 16 30 28 27 25 44 34 15 25 14 27 305

電話相談 118 113 150 129 150 188 204 185 194 116 115 126 1,788

訪問相談 6 9 14 11 8 17 23 7 10 20 4 20 149

オ ンライン 1 1 2 0 3 2 1 2 3 2 2 2 21

FAX。 電子 メー ル 21 26 20 21 22 46 56 41 38 22 11 25 349

合 計 166 165 216 189 210 278 328 269 260 185 146 200 2,612
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D.対応時間帯・対応時間

E.主な相談内容

②普及啓発 (他の機関等からの依頼対応)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

対応

時間帯

午前 68 56 72 79 66 127 126 109 99 72 63 77 1,014

年後 98 109 144 110 144 151 202 160 161 113 83 123 11598

合 計 166 165 216 189 210 278 328 269 260 185 146 200 2,612

対応

時間

30分未満 149 150 193 162 190 256 280 240 239 157 132 177 2,325

1時間未満 9 10 14 18 12 17 27 23 9 18 12 10 179

2時間未満 7 5 9 8 8 5 18 4 12 8 2 12 98

2時間以上 1 0 0 1 0 0 3 2 0 2 0 1 10

合 計 166 165 216 189 210 278 328 269 260 185 146 200 2,612

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

訓練利用 21 45 49 76 61 91 94 71 96 81 43 47 775

地域移行 87 45 75 67 67 75 153 112 120 66 79 121 1,067

健康医療 34 35 32 26 43 58 64 66 33 37 24 41 493

就 労 19 27 33 29 25 48 50 55 29 17 7 23 362

自動車運転 25 28 39 28 38 28 28 24 40 18 14 17 327

その他 13 7 8 2 2 5 5 1 6 1 1 6 57

合計 199 187 236 228 236 305 394 329 324 220 168 255 31081

開催 日 開催内容 参加者数

7月 26日
堺市中堅教諭等資質向上研修プログラム

「子どもの高次脳機能障害、 リハビリ体験等」
9

7月 29日
堺市中堅教諭等資質向上研修プログラム

「子 どもの高次脳機能障害、 リハビリ体験等」
10

11月 11日
高次脳機能障害支援拠点機関施設見学及び事業説明

(SOHOさ んあい)

1

12月 17日
高次脳機能障害支援拠点機関施設見学及び事業説明

(堺平成病院)

3

1月 17日
高次脳機能障害支援拠点機関施設視察 (主に就労支援状況)

(大阪府商工労働部雇用推進室人材育成課)

2
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③人材育成

A.セ ンター開催

参加者数開催 日 開催内容

19
5月 18日

ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン)

「相談支援において必要な情鞭」

8
6月 2日

ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン :再配信)

「相談支援において必要な情報」

19
6月 3日

大阪府立障がい者自立センター出張勉強会 (オ ンライン :再配信)

「明日から使える !片麻痺のある方への具体的な対応方法」

67
6月 16日

の「 労 ～ リワーク える支

第1回研修会 (オ ンライン)

11ほっとナビ訪問看讃ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン)

「社会的行動障害への適切な対応」
7月 21日

9
8月 6日

ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン :再配信)

「社会的行動障害への適切な対応」

47

「 もの 次

第2回研修会 (オ ンライン)

につ いて

8月 18日

9ほっとナビ訪問看護ステーシ ヨン出張勉強会 (オ ンライン)

「高次脳機能障害者のメンタルサポー ト」
9月 21日

12ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン :再配信 )

「高次脳機能障害者のメンタルサポー ト」
10月 6日

27ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン)

「介護保険と障害福祉サービスの連携」
12月 21日

9ほっとナビ訪問看護ステーシヨン出張勉強会 (オ ンライン :再配信)

「介護保険と障害福祉サービスの連携」
1月 13日

10就労移行支援事業所「リタリコ」出張勉強会 (オ ンライン)

「高次脳機能障害とは」
1月 28日

57

とその対日から え 中 の

第4回研修会 (オ ンライン)

有ヒの

2月 9日

106
3月 6日 第3回研修会 (10月 からの延期)

か た「これか の の機
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B。 他の機関等からの依頼対応

開催日 開催内容 参加者数

4月 21日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘツドウェイさかい」
3

5月 19日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

5月 21日
作業療法士による技術指導

就労継続支援B型事業所「かんぎ作業所」
2

6月 3日
理学療法士による技術指導

新檜尾台小学校
3

6月 18日
理学療法士による技術指導

住宅型有料老人ホーム「クランコー ト堺弐番館」
3

6月 23日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

7月 21日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

8月 11日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
2

9月 22日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

10月 20日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
2

11月 10日 堺市障害施策推進課インターンシップ実習 1

11月 17日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

12月 7日 大阪リハビリテーション病院職員 (OT)視察研修 1

12月 15日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
2

1月 5日
作業療法士による技術指導

就労継続支援B型事業所「かんぎ作業所」
3

1月 19日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
2

3月 14日
理学療法士による技術指導

生活介讚事業所「じょ.Sヽ ライフだいせん」
3

3月 16日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウェイさかい」
3

3月 23日
理学療法士による技術指導

就労継続支援B型事業所「すみれ共同作業所」
3
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①ネットワーク構築 (各区自立支援協議会等への参加状況)

(3)目 標 と実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

市・各区自立支援協議会 1 4 0 3 1 5 1 5 3 4 1 7 35

府コーデイネーター会議 2 2 1 2 2 2 1 1 2 1 3 1 20

医療機関との会議等 0 0 1 3 1 3 2 4 3 3 0 2 22

事業所 との会議等 4 2 5 3 3 7 5 9 3 6 2 5 54

その他 0 1 3 1 0 1 3 2 0 1 2 1 15

合 計 7 9 10 12 7 18 12 21 11 15 8 16 146

指標 目標値 実績値

自立訓練事業延べ利用回数 (稼働率)
6,500回 (90%) 4.514回 (62.2%)

自立訓練事業利用者満足度 (退所者・家族 )
85%以上 91.7%(44/48)

高次脳機能障害者等への相談支援延件数 21400イ牛 2,612イ牛

研修会・勉強会の参加者数 600人 410人
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(4)生活 リハ ビジテーションセンター総括

① 自立訓練事業

主に脳や脊髄の病気やケガが原因で生 じた後遺障害のある方々に対 して、その人らしい地域生活再開を

目的 とした身体障害及び高次脳機能障害に対するリハビジテーシヨンサービスとして自立訓練 (機能訓

練)ま たは自立訓練 (生活訓練)を実施した。機能訓練、生活訓練のいずれかのサービス種別の選択は、

利用者毎の身体障害、高次脳機能障害の障害特性に応 じて提供されるプログラム内容によつて決定した。

また、自立訓練サービス提供の他、社会保障制度や資源等の情報提供 と当事者に関係する様々な機関との

連携・調整などの支援コーディネー トにあたつた。

今年度 も昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大に伴 う緊急事態宣言が発出されるなど、様々

な制約のある中で工夫を疑らし支援の継続に取 り組んだ。高次脳機能障害に対するヅハ ビリテーション

として、今年度はテレビ会議システムを用いたオンラインでの集団認知 リハビツテーシヨンを年度当初

より実施 した。身体障害に対しては、佃別の理学療法、作業療法、言語療法の提供を行 う他、感染防止対

策を詰 じながらプラザ内のスポーツ施設を活用 してのグループ訓練も併せて行つた。さらに、言語療法に

ついては、個月1!と グループで行 うプログラムをそれぞれオンラインで実施するなど ICTの活用に積極的

に取 り組んだ。但 し、全ての利用者がインターネット機器操作に慣れていないために基本操作方法の習得

を通所訓練にて実施することや訪問訓練にて利用者宅の機器での接続 と操作を実施するなど細やかな環

境調整を必要に応 じて実施 した。

また、外出が制限される中での生活リズムの安定を図るために月曜 日から金曜 日までの毎朝、その日のサ

ー ビス利用の有無にかかわらず参加できる体操プログラムを配信することなどにも取 り組んだ。

機能訓練では、令和 3年度新規利用者 9名 を含む 30名 に対して 1,568国の訓練を提供 した。新規利用者

9名 の内 3名 が医療機関退院後の利用 とこれまでになく少ない状況となつていた。また、利用契約の契機

では、市や相談機関からの紹介の 6名 が最多となるなど、身体障害を有する市民が医療機関を退院後の

生活課題を行政や相談支援機関に相談に行つてから当センターヘ紫がるといつた状況 となつていた。

生活訓練では、令和 3年度新規和j用 者 14名 を含む 56名 に対 して 2,946回 の訓練を提供 した。生活訓練

の新規利用者 14名 のうち 8名 が医療機関退院後の利用と最も多く、さらにこの 14名 中 11名 が医療機

関か らの紹介が利用契機 となっていた。

全体的に新規利用者が少なかったが、身体障害がなく高次脳機能障害のある場合には、医療機関が支援拠

点に対 して支援の要請を行っているものの、身体障害のある場合には介護保険サー ビス利用や自宅での

訪問 リハ ビリ等が優先 されている状況が推察される。また、入院翔間中の面会禁止などの制約が大きく、

退院後の地域生活再開までの計画を十分に検討 されないまま退院 している事例が増えている状況も感 じ

られた。

サー ビス利用開始にあたっては、従来行つてきた医療機関での引継ぎのための支援者会議開催などが昨

年度以上に制約 されていた期間もあり、書面での引継ぎのみになるなどいわゆる顔の見える関係作 りの

維持には苦労を要した。

サー ビス内容 としては、機能訓練においては リハ ビリテーション計画書を作成 し、理学療法、作業療法、

言語療法などの個別訓練と集団訓練をバランス良く提供 した。また、生活訓練では高次脳機能障害のある

利用者に対 して、個別訓練計画を作成 し就労や余暇活動等それぞれの目的に応 じたプログラムを認知能

力や訓練 目的別に適切なプログラム提供を行つた。また、訓練の主たる対象が高次脳機能障害であっても

身体障害を合併する利用者には、短期間の理学療法や作業療法などの個別的な対応を行つた。その他に
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も、自由参加型の瞑想プログラムや園芸活動プログラムなど利用者間の交流促進の目的を兼ねたプログ

ラムを感染防止策を十分に諦 じたうえで実施 した。

また、今年度 も他の利用者の状況を知り自らの訓練効果の確認を行 うこと目的に実施 していた「朝の会」

「終わりの会」は感染症拡大防止の観点から引き続き実施を中止 した。

退所者は機能訓練 8名 、生活訓練 27名 の合計 35名 であつた。訓練終了後の進路の内訳を機能訓練、生

活訓練を合わせ ると、他の障害福祉サービス利用となつた「他の事業所利用」が 8名 、復職や新規就労な

ど一般就労 と復学の合計である「就職 (復職)/就学」が 15名 、「入院」、「入所」んミo名 、特に通所サー

ビスなどを利用 しない 「在宅」が 12名 であつた。

特に「在宅」となった方々については、従来通り比較的高齢の場合は定年退職後の自立した地域生活を送

られ ることが多かったが、比較的若い機能訓練利用終了者の中には、在宅生活を続けながら通院での医療

の リハ ビリテーションや自費での通所 リハ ビリテーシヨンを利用される方があつた。

また全ての退所者に対 して、地域生活における些細な課題においても相談支援を継続 して行 うことを提

案 し、既に定期的な面談などを実施している事例もある。

家族支援については、緊急事態宣言発出中は毎月の家族懇談会は中止 したものの、解除されていた期間に

9回開催 し延 31名 の参加をいただいた。また、退所者と現利用者の当事者・家族 との交流機会を目的と

した学習懇談会についても計画より 1回少ない 12月 、1月 、3月 の 3回のみとなつたが、オンライン開

催を活用 しながら延 62名 の参加をいただくことができた。特に今年度は初めて「若者・規の会」とい う

テーマで行い、訓練和1用 の対象だけでなく、継続 して相談支援を行つてきた発症当時小学生で現在中学校

在学中の当事者規子にも初めて参加いただくことができた。

②高次脳機能障害支援普及事業

相談支援においては新規相談実人数 131人、継続実人数は 650人で新規実人数と合わせた実相談人数

781人 となつた。また、延相談件数は 2,612件であつた。前年度は、新規相談実人数 156人 と継続実人

数 629人 とを合わせた実相談人数 785人に対して延相談件数 2,742件であり相談 1人当たりの相談回数

は 3.5回 であつた。同様の計算で比較すると令和 3年度の 1人当たりの相談回数は 3.3回 と前年度をや

や下回る値 となった。糸陛続的でより細やかな支援が行えるようこの値の増加するよう取 り組んでいきた

い。

支援普及研修会においては、関係団体、支援機関向け研修会を 6月 16日 、8月 18日 、2月 9日 の計 3

回、当事者・ ご家族・市民向け研修会を 3月 6日 に開催 し、延 277人の参加をいただいた。今年度も引

き続き支援者向け研修会をオンライン配信にて行 うことで感染拡大期においても計画通 りに実施できた。

また、10月 に開催予定であった堺市高次脳機能障害支援拠点機関設立から 10年 目を迎えたことをテー

マに した識演会は、感染防止策 として 3月 6日 にF堀 催延長となつたが、市広報を見て参加された市民の

方も多く、年度末開催 も相まつてこの 10年間を総括する研修会となつたと思われる。

出張型勉強会については、今年度も感染症拡大の影響もあり開催要請は少なくオンライン開催のみで 10

回、延参加者数 133名 とい う結果となつた。今年度は開催要請のあつた事業所 との打ち合わせの中で、

勤務シフ トを調整し録画 した研修内容を別日程で再配信することで、より多くの職員の参加が可能 とい

う依頼を受けたことか ら、講義本編を再配信 し質疑応答の時間のみ各回対応するといつた新たな情報提

供方法にも取 り組むことができた。

これ らの結果、センターが主催 した支援普及研修会及び出張勉強会の延参加者数は 410人 となつた。ま
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た、センター主催の研修会・勉強会の他にも大阪府支援拠点機関と共同して事務局作業を担当している損

保協会助成金事業の高次脳機能障害リハビジテーシヨン講習会として動画配信することにも取 り組んだ。

その他、生活 リハ ビリテーションセンター運営委員会については、1回 目、2回 日ともにリモー ト開催に

て各委員から意見聴取を行った。

③ 日
'際

設定 と事業結果

自立訓練事業延利用回数は、機能訓練 1,568回 、生活訓練 2,946回 の合計 4,514回で防働率は 62.2%と

年度 目標の延利用回数 6,500回 、稼働率 90%を 大きく下回り日標達成はできなかつた。この要因として

は、手洗いやマスク着用といった基本的な感染症対策に加え、密をさけるためにグループ訓練の参加人数

や昼食提供の制限などが大きかったものの、新規利用者数の減少も大きく影響 していると思われる。

利用者満足度については、聴取時期を均質化するために従来通 り利用終了時のアンケー ト調査を行つた。

今年度利用終了者は機能訓練 8名 、生活訓練 27名 の合計 35名 で、利用当事者アンケー ト35名 、また利

用者家族アンケー ト29名 の合計 64名 を対象に行つた。アンケー トの回収は利用当事者 27名 、利用者家

族 21名 の合計 48名 から回答をいただき回収率は 75,0%であつた。

その中で、利用当事者アンケー ト回答者 27名 の内「サービス利用に満足している」という設間に対して

「よくあてはまる (16)」 、「あてはまる (9)」 との回答があり、その合計が 25名 と利用に満足している

とい う結果の割合は 92.6%と なった。また利用者家族に対する「サービス利用に満足している」という

設問に対 して 「よくあてはまる (12)」 、「あてはまる (7)」 の合計 19名 から満足 しているとの回答をい

ただき、その割合は 90.5%と なった。アンケー ト回収が行えた利用者 27名 と利用者家族 21名 の合計 48

名 中 44名 か ら「利用に満足 している」との回答をいただいた結果、今年度の利用者満足度は 91,7%と 日

標の 85%以上の利用満足度を達成することができた。

高次脳機能障害者等への相談支援延件数は、2,612件 で日標の 2,400件 を上回る結果となつた。年度途中

か らとはなったが 9月 から専任の支援コーデイネーター2名体制が整い、初期応対までの時間短縮や多

面的で適切な情報発信など細やかな対応ができたように思われる。

研修会・勉強会の参加者教は、リモー ト開催 3回 と対面開催 1回の合計 4回の支援普及研修会と 10回の

出張勉強会の延 410人で目標の 600人を下回つた。支援機関に対 してオンラインでの出張勉強などの提

案 を行 うものの職場内で職員が集合することにも制限があるなど、昨年に引き続き感染症拡大の影響が

非常に大きかつた。

今年度 も幸い施設内での感染拡大事案はなかつたが、第 6波 といわれる令和 4年 1月 以降の感染拡大状

況においては、利用者や利用者家族の家庭内感染が複数発生 し欠席する利用者が一定数生 じることにな

った。また、職員においても感染者や没厚接触者となる事案が複数発生 したものの事業所 として自立訓練

や専門相談支援などのサービス提供を制限することには至らなかつた。これは、オンライン環境の活用の

ほか、 日頃か らの職員間の情報共有によつて高い職務の代替性が保たれていたことがその要因として考

えられる。今年度も感染症が事業継統に大きな影響を与えたものの、様々な支援ノウハウの蓄積の機会に

はなつた。 この経験を緊急時の事業継続以外にも事業の効率性向上など今後の支援の充実に充てていき

たい。

・67



3.施設使用状況

1.プールの使用状況

(1)専用使用 (コ ース専用含む)

(2)共用使用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

障害の
ある方

18歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18歳 以上 6 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 10

小計 6 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 10

介護者 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

障害の

ない方

18歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18歳以上 2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5

小 計 2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5

合 計

18歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18歳 以上 8 0 0 6 0 0 0 0 3 0 0 0 17

合 計 8 0 0 6 0 0 0 0 3 0 0 0 17

使用数 2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5

稼働率 1.9% 0.0% 0.0路 1.9X 0.0% 0,0% 0,0% 0,0% 1.4% 0,0% 0.0% 0.0% 0.5%

権働与率 (夜側 の利用停止枠を除く) 2.4% 0.0% 0,0% 2.5% 0.0% 0.0% 2.1%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

障害の

ある方

18歳未満 24 0 11 72 9 0 38 32 34 31 27 36 314

18歳 以上 736 0 251 870 25 0 880 994 981 936 900 1,010 7,583

小 計 760 0 262 942 34 0 918 1,026 1,015 967 927 1,046 7.897

介護者 217 0 80 335 17 0 301 342 866 331 315 360 21664

障害の
ない方

18歳未満 110 0 51 292 21 0 118 115 103 100 86 190 1,186

18歳以上 351 0 121 472 21 0 392 447 318 302 232 326 31032

′Iヽ言十 461 0 172 764 42 0 510 562 421 402 368 516 4.218

18

合 計 18 以 上

計

134 0 62 364 30 0 156 147 137 131 113 226 1,500

1,304 0 452 1〕 677 63 0 1,573 11783 1,665 1,569 1,497 1,696 13.279

1,438 0 514 21041 93 0 1,729 1,930 11802 11700 1,610 1,922 14,779
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2.体育室の使用状況

(1)専用使用

(2)共用使用

レー ニン の 況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

障害の
ある方

18歳未満 30 0 0 48 0 0 37 29 12 38 6 152 352

18歳以上 142 0 24 162 5 0 190 192 175 189 121 452 1,652

小計 172 0 24 210 5 0 227 221 187 227 127 604 2,004

介護者 31 0 0 46 0 0 41 29 26 26 17 127 343

障害の
ない方

18歳未満 83 0 17 111 0 0 108 78 107 61 58 94 717

18歳以上 153 0 23 173 0 0 206 203 208 217 140 431 1,754

小 計 236 0 40 284 0 0 314 281 315 278 198 525 2.471

合 計

18 113 0 17 159 0 0 145 107 119 99 64 246 1,069

18歳以上 326 0 47 381 5 0 437 424 409 432 278 1,010 3,749

合 計 439 0 64 540 5 0 582 531 528 531 342 1,256 4,818

使用枠数 55 0 8 54 2 0 93 82 73 78 68 77 590

稼働率 52.9% 0.0% 8.0% 50,0% 50.0% 0.0% 861% 82.0% 76.0% 81.3% 70.8% 77.0,` 64.7%

稼l動耳(夜「Dη の利用停止↑|を 除く, 65.5% 0.0% 33.3% 66.7% 66.7% 0.0% 62.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

障害の
ある方

18歳未満 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 3

18歳以上 25 0 8 24 0 0 28 29 19 27 29 26 215

小計 25 0 8 25 0 0 28 30 20 27 29 26 218

介護者 5 0 0 3 0 0 2 5 2 1 3 0 21

障害の
ない方

18歳未満 4 0 0 0 0 0 4 1 0 4 4 11 28

18歳以上 12 0 2 O 0 0 0 7 0 1 3 1 26

小 計 16 0 2 0 0 0 4 8 0 5 7 12 54

合 計

18歳未 満 4 0 0 1 0 0 4 2 1 4 4 11 31

18歳以上 42 0 10 27 0 0 30 41 21 29 35 27 262

合 計 46 0 10 28 0 0 34 43 22 33 39 38 293

11月 12月 1月 2月 3月 合 計8月 9月 10月4月 5月 6月 7月

1 4 2 5 1618歳未満 0 0 2 01 0 0 1

697 674 732 5,75918歳以上 0 747 699 695601 0 205 683 26

701 676 737749 699 696 51775

障害の
ある方

小 計 602 0 205 684 26 0

204229 253 237 218 226 11801介護者 178 197 7 00 52

0 2 4 2 1 1118歳未満 0 1 0 0 10 0

194 186 219 1148218歳以上 0 163 191 184149 0 30 159 7

188 220164 191 186 198 1,49a

障害の
ない方

小計 149 0 30 160 7 0

40 3 8 6 2718 1 2 00 30 0

1,143 1,116 1,109 11064 11177 9,04218歳以上 1,039 40 0 11139928 0 287

1.119 1,117 1,068 11183 9,069合 計 40 0 1,142 11143

合 計

929 0 237 1,041

-69 -



4.研修室等の使用状況

(1)大研修室の専用使用状況

(2)研修室Aの利用状況

(3)研修室Bの利用状況

(4)研修室Cの 利用状況

(5)研修室Dの 利用状況

(6)クッキングルームの利用状況

(7)クラフトルームの利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 51 0 18 45 1 0 54 75 57 64 43 58 466

使用者数 432 0 69 137 2 0 414 614 510 386 197 444 3,205

稼 1動率 53.1% 0.0% 45,0% 36.3% 25。 0% 0,0% 43.5% 62.5% 50.9% 57.1% 38.4% 46.8% 38.2%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

使用数 36 0 12 40 0 0 41 57 44 58 53 63 404

使用者数 138 0 41 158 0 0 165 209 252 225 173 272 1,633

稼働率 37.5% 0,0% 30,0% 32.3% 0.0% 0,0% 33。 1% 47.5% 39.3% 51.8% 47.3'` 50.8% 30.8%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 27 0 9 23 0 0 35 63 48 34 35 50 324

使用者数 62 0 14 70 0 0 89 166 128 93 114 158 894

稼働率 28.1% 0.0% 22.5% 18.5% 0.0% 0.0% 28.2% 52.5% 42.9'6 30.4% 31.3% 40.3% 24.6'6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 27 0 13 15 0 0 33 59 44 33 31 44 299

使用者数 52 0 31 39 0 0 85 117 99 79 75 113 690

稼働率 28.1% 0.0% 32.5% 12.1% 0.0% 0.0% 26.6% 49.2% 39.3% 29.5% 27.7% 35.5% 23.4,も

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

使用数 23 0 8 30 0 0 47 56 52 44 51 55 366

使用者数 76 0 29 111 0 0 154 190 164 132 204 201 1,261

稼働率 24.0% 0.0% 20.0% 24.2% 0.0% 0.0% 37.9% 46,7% 46.4% 39.3% 45.5% 44.4境 27.4%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

使用数 1 0 0 0 0 0 0 6 6 3 9 6 31

使用者数 4 0 0 0 0 0 0 16 17 7 23 13 80

稼働率 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.4% 2,7% 8.0% 4.8% 2.2,も

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 16 0 8 16 0 0 32 69 56 44 40 43 324

使用者数 52 0 17 55 0 0 92 194 183 138 120 118 969

稼働率 16。 7% 0.0路 20.0% 12.9% 00% 0,0% 25,8% 57.5% 50.0'も 39,3% 35,7% 34.7% 24.4%

-70-



(3)大研修室、研修室A～ D、 クッキングルーム、クラフトルーム諸室全体の利用状況

※9月 、緊急事態宣言のため使用なし

(9)諸室新規団体の利用状況

5。 目標と実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 181 0 68 169 1 0 242 385 307 280 262 319 21214

使用者数 816 0 201 570 2 0 999 1,506 1,353 1,060 906 11319 8,732

稼働率 26.9% 0.0% 24.3% 19.5% 3.6% 0.0% 27.9% 45,8% 39。 2% 35.7% 33.4% 36.8% 24.4%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用数 1 0 0 2 0 0 1 1 1 0 0 0 6

指標 目t票 1直 実績値

施設使用者数 1141000人 37,708人
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6。 施設使用状況の総括

・スポーツセンターの利用者数は 28,976人 (前年比 88%)

内訳は、以下の とお りである。

プール団体利用   17人 (昨年比 ll%)

プール共用使用  14,779人 (昨年 91%)

体育室専用使用 4,818人 (昨年比 79%)

休育室共用使用  293人 (昨年比 120%)

トレーニング室  9,069人 (前年比 89%)

施設利用者数は、昨年度比 88%と なつた。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月 25日 ～

6月 20日 、8月 2日 ～9月 30ま で施設利用停止中止。10月 から施設の利用を再開、■ 月からプール

夜間利用を再開 した。再開にあたつてすべての施設の定員を定め、事前予約制で再開することにより利

用数減に大きく影響 した。

12月 13日 より施設利用定員数を緩和 プール 40人⇒50人  トレーニング室 15人⇒20人 体育室

50人=⇒70人

。大研修室、研修室 A・ B・ C,D、 クノキングルーム、クラフ トルームの利用者数は 8,732人 (前年比

88%)

内訳は以下の とお りである。

大研修室   3,205人 (前年比 100%)

研修室 A  l,633人 (前年比 107%)

研修室 B    894人  (前年比 71%)

研修室 C    690人 (前年比 74%)

研修室 D   l,201人 (前年比 90%)

クッキングルーム 80人 (前年比 39%)

クラフ トルーム 1,201人 (前年比 68%)

・施設使用者数では、37,708人 (前年比 88%)であつた。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

4月 25日 ～6月 20日 、 8月 2日 ～9月 30ま で施設利用停止。それ以外の期間も利用定員の減員や

すべての施設で事前予約での利用 とした。一方、会議などオンラインで開催することが多くネット環境

の整つている大研修室や研修室 Aの利用人数は増えている。この利用人数にはネット先人数は含まれ

ていないことからもつと多くの方が利用いただいていることとなる。
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4.指定管理者の目標の達成及び自己評価並びに管理業務の総括

(1)目 標の達成状況

指標・目標 実績

適正な管理運営の確保※ 事故の件数 0件
3件 (う ち l件は指定

管理者の責によるもの

ではない)

利用者 サー ビスの向上ヘ

の取 り組み

利用者アンケート調査の満足度回答者の

85%以上が『 とても良い』『良い』
84.7%

各センターの事業成果

(市民交流センター)

交流イベン トの参加者数

年間 2,500人 以上
470人

文化芸術・レクリエーション教室の

延参加者数 年間 1,000人以上
398人

各センターの事業成果

(生活リハビリテーションセンター)

センター利用者の満足度 85%以上 91.7%

センター訓練和↓用者数 6,600回以上 4,514回

収支の実績 収支計画からの支出削減 1%
収支計画からの

支出削減 4%

(2)自 己評価並びに管理業務の総括

①適正な管理運営の確保について

O評価に至った具体的な理由 (成果と課題)

。令和 3年度の施設管理や事業運営については、堺市立健康福祉プラザ指定管理業務仕様書及び共

同事業体が提案 した基本事業計画書や令和 3年度事業計画書に基づき実施するとともに、利用者

のみなさまには、安全 。安心に利用 していただけるよう努めた。また、施設の保守点検等により、

設備・備品の破損箇所がないかを確認する等、利用者のみなさまの安全を最優先に施設維持管理

に努めた。

・事故件数は、3件で日標は達成できなかつた。事故の内容は特に個人情報に関する事故が 2件、

前年度 も同様の事故があり全体研修を行つたが、今年度 も同様の事故が発生させて しまった。

(H24:0件⇒H29:0件⇒H30:上 件⇒Rl:0件⇒R2:6件⇒R3:3件 )

。施設使用者数 (共用使用・専用使用)は 37,708人 で、令和 3年度の目標の ■4,000人を達するこ

とができなかった。これは新型 コロナウイルス感染症の感染防止のため施設の利用停止や制限を

したことによるものである。 (H24:72,440人 ⇒Rl:104,067人⇒ R2:42,783人 )

・施設維持管理業務に関しては、来館者が安全かつ安心 して利用できるよう「予防保全」を基本と

して、管理基準をもとに市民交流センターが、全体業務のコン トローラーとなり、第二者委託業

者に業務を担わせ、効率的かつ効果的に施設維持管理を行つた。

・緊急事態宣言時には施設利用を中止 したが、まん延防止等重点措置時には、利用者のみなさまに

は、手洗い、手指消毒、マスク若用や 3密を避けるなど感染予防対策を守っていただき利用いた

だいた。
。また、引き続きエネルギー使用量・光熱水費の低減に取り組んだ。

O課題への対応策等

・常に利用者目線での施設運営に心がけるとともに、職員の資質、専門性の向上を図るべく研修に

取 り組む。特に個人情報に係る研修は職員全員が同 じ方向で、個人情報保護の重要性や漏洩によ
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る重大性 など重点研修として取り組む必要がある。また、健康福祉プラザ運営協議会や共同防火

管理協議会の開催や合同消防訓練の実施等を通じて、プラザ全体の危機管理・安全管理体制の維

持・向上を図る。

・引き続 き、全職員が一九となつてプラザ全体で安全管理に取り組むことにより、当共同事業体の

責にサ品すべき事故等の発生を防止する。

・過去 10年間の実績やノウハウ等を活か し、事業の充実や適切な施設維持管理に務める。

・エネルギー使用量の低減については、新型コロナウイルス感染症の関係で施設の利用中止や制限

を行つたため前年度比、電気 :1%、 上下水道 :11%と 減の一方、ガスは 3%の増となつた。使用

料金では、前年度比 :ガスはほぼ棋ばい、上下水道それぞれ 10%程度の減毎となつたが電気料金

が燃料の高騰などを受け 7%の増額なり光熱水費全体では 4%の増額となつた。春・秋においては、

新型 コロナ ウイルス感染症予防で館内の換気が必要なことから空気調和設備の停止はできないた

め各セ ンターに昼休み中の消灯など節電をお願いした。

・平成 28年 4月 から「障害者差別解消法」と平成 29年 4月 から「堺市手話言語とコミュニケーシ

ョン条例」が施行された。引き統き当施設の設置目的や役割等から、障害のある方 とない方が効

果的に相互理解、障害者理解を深められるよう求められているなか、合理的配慮として、令和元

年度か ら 1階玄関に音声案内機を設置 し、利用者の方々に 1階エン トランスホールの催 し物の案

内やそれ以外にも新型コロナウイルス感染症の拡大防止による施設の利用停止等のお知らせなど

を行つている。今後はそれに加え、総合受付などにタブレットを配置し、 ICTを 活用 し障害の

状況に応 じ対応を図る。

②利用者サービスの向上への取 り組みについて

O評価に至 った具体的な理由 (成果と課題)

・プラザ全体の利用者満足度の目標値は 85%以上で、令和 3年度の利用者アンケー ト調査の結果は、

満足度 84.7%で前年度 (84.9%)を 0.2ポイン ト下回 り引き続き日標値には至らなかつた。

。今後 とも利用者満足度調査、文化・芸術・スポーツ教室等の参加者アンケー ト、利用者からの苦

情・要望等から利用者ユーズや課題等を把握 し改善に取 り組む。特に今年度は和↓用者満足度調査

をインターネッ トでも回答もできるようにしたが、周知も十分ではなく、回答いただいた方が少

なかつた。できるだけ多くの利用者に回答いただけるよう取り組む必要がある。

O課題への対応策等
。利用者アンケー ト実施の際は、積極的な周知に努めるとともに、ホームページにも意見箱を設置

し、プラザ全体のニーズ把握並びに施設運営の改善に役立てる。また、利用者 との日頃からのコ

ミュニケーションを通 じて、生の声をお伺いすることを重視 し、引き続き利用者ユーズの把握に

努める。

・利用者増加に向けた取組を進めると同時に、利用者満足度調査では職員の接通の好感度は 90%と

前年度 より3ポイン ト上がっているが、1人の方が『やや悪い」との評価 「やや悪い」「悪い」ゼ

ロを目標に、今後もまず「あいさつ」等の基本を徹底するとともに、満足いただけるよう取 り組

むため、研修等を通じて、職員の専門性や支援技術等の向上に努め、業務改善 。事業等の充実に

積極的に取り組んでいく。また、日頃から親切、T寧な対応を心掛け、公平・公正な施設運営に

努めるとともに、よりきめれEやかなサービスの提供に向け、プラザで一九となつて取 り組んでい

く。

・苦情や要望等を申し出しやすいよう、来館、電話、FAX、 電子メール、意見箱 (ホームページ含む。)

の投書等の様々な方法により受け付ける。

・苦情解決総括責任者及び苦情解決責任者で構成する共同事業体専門委員会の一つである「苦情解

決委員会」において、常に苦情内容を共有 し、速やかにその原因分析を行つた うえで、対応方針

を検討す る。また、苦情内容や新たな対応方法等を各センターの会議等を通 じて、プラザの全職

員に周知することにより、当共同事業体職員が一九となつて再発を防止 し、サー ビスの向上に取

り組んでいく。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中で、プラザを安心 して利用いただくため従来からの大
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研修室や研修室 Aに加え、研修室 B、 C、 Dも インターネットが利用できるよう環境を整えた。多

くの利用者のみなさまにオンライン会議などでご利用いただくなど今後もIT環境整備を進めて

いく。
・共同事業体の広報委員会を中心に、ビデオコンテンツの充実、イベントや教室などの募集情報や

結果報告を、ホームページやしINEで効率的に発信していき、プラザの認知度を高めていく。

③収支の実績について

O評価に至った具体的な理由 (成果と課題 )

。令和 3年度事業費の支出額は、前年度に続き新型コロすウイルス感染症関係で全国障害者スポー

ツ大会の中止や視覚・聴覚障害者センターや市民交流センターの計座や教室の中止や縮小などに

よる事業費、さらにプール等一部施設利用を中止や制限したための新型コロナウイルス感染症拡

大前 と比べ光熟水費が肖1減 となる一方、特に生活 リハビツテーションセンターでは、利用者の延
べ回数の減による訓練等の給付費収入が前年度以上の減となつた。このため各センターの協定料

の収入を新型コロナウイルス感染症に係る影響額をもとに再調整を行つた。年度当初に策定 した

収支計画対比で約 4%削減となり、年度 目標の 1%を 上回つたが、共同事業体として約 4,800千 円

のマイナス決算になつた。

令和 4年度も新型コロナウイルス感染症の関係が収支に影響を与えることと思われ、令和 3年度

と同様の調整を図る必要性も生 じる。また、令和 3年度は全国障害者スポーツ大会が中止なり、

その事業費などを収入減となつた生活 ヅハビジテーションセンターの訓練等給付費へ補填した。

令和 4年度は全国障害者スポーツ大会が開催されることを望むものであり、結果として新型コロ

ナ ウイルス感染症の影響も考慮 し、収入増はもちろんだが、経費削減にも取り組み、利用者が安

全 。安心に利用できるような施設のネ田守等を図る。

O課題への対応策等
・新型 コロナウイルスの関係の影響を早い段階から把握を行い、共同事業体全体で適切な事業りt行

を行 うものとする。
・第 3期指定管理期間も基本計画書及び年度事業計画書に基づき、これまでの実績やノウハウを活

か しながら、啄可用者サービスの向上」と「安定的な事業運営」に重点を置き、適切かつ効率的な

事業運営に取り組む。
・利用者の快適な利用空間を確保 しながら、積極的に節電・節水・省エネルギーに取組むことによ

り、使用量及び光熱水費の節減に努める。なお、空調管理については、設定温度の一元化を基本

としつつ、利用者や職員にとつて、快適に過ごせる環境となるよう柔軟な対応を行 う。
・堺市 とも協議 ,検討 しながら、機器類のメンテナンスを計画的に実施することにより、施設維持

における耐用年数の伸長に取り組む。

④その他

O新型 コロナタイルス感染症拡大防止への対応
・閉館 令和 3年 4月 25日 から6月 20日 、令和 3年 8月 2日 から9月 30日
。イベン ト等中止 令和 3年 4月 5日 から 10月 31日

・施設の利用停止 令和 3年 4月 25日 から6月 20日 、令和 3年 8月 2日 から9月 30日

・施設の利用制限 令和元年 3月 2日 から令和 4年 3月 31日 (継続中)

緊急事態宣言 :堺市域 令和 3年 4月 25日 から6月 20日 、令和 3年 8月 2日 から9月 30日

まん延防止等重点措置 :堺市域 令和 3年 4月 5日 から4月 24日 、令和 3年 6月 21日 から8月 1

日、令和 4年 1月 27日 から3月 21日

○新型 コロナウイルス感染症の影響

健康福祉プラザとしても主催のイベン ト等の中止や施設の利用停止、制限などを行つてきた。各プ

ール、体育室、 トレーェング室、研修室など定員を減員 して利用 していただいている。利用者のみ

なさまにはご不便をおかけしているが、今後 とも感染防止に努め、安心・安全にご利用いただき、

新型 コロナウィルス感染症の感染が終虐、するのを望むものである。
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社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業皿

事業・拠点  [1000:堺 市社会福祉事業団]

資金収支計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第 1様式

(単位 :円 )

予算 (A) 次
L算 くB) 2自写亀(A)― (B)

事
業

活
動

に
よ

る
収
支

収

　

入

障害福祉サービス等事業収入

経常経費寄附企収入
受取利起、配当金収入
その他の収入

1,512,521,000

300,000

1141000

11513,602,034

300,000

375

853,888

-1,0811034

-375
-1091888

事業活動収入計 (1) 1.513.265.000 1.511,756,297 -1,491.297

支

　

出

人件費支出
事業費支出
可F務費支出
支払利息、支出

1,044,458,000
244,122,000
336,567,000

318,000

11011,427,671

233,828169タ

326,766,138
313,481

331030,329

10,293,308

9,800,862
41519

事業活動支出計 (2) 11625,165,000 l.572.335,982 53,1291018

電「業活動資金W又支葬額 (3)=て 1)― (2) -112,200,000 -57.579.685 -51,6201315

施
設
整

備
等

に
よ

る
収
支

収

入 施設整備等収入計 (4)

支

　

　

出

固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

5,2131000

1,0541000

5,212,130

4,052,551 l

870
149

施設整備等支出計(5) 91267.000 91264,681 2,319

:設整備等資金収支差額 (6)=(4)― (3)
-9.267.000 -9,264,681 -2.319

そ

の
他

の
活
動

に
よ
る
収
支

収

入

18.612,000 24,200,361 -5.588.361

その他の活動収入計 (7) 18,6121000 24.200,361 -5.588 361

支

　

　

出

積立資産支出
その他の活動による文出

24,367,000
850,000

24,197,222
742,720

169,778

107,280

その他の活動支出計 (8) 25.217.000 24,939,942 277.058

|の他の活動資金収支差額 (9)=(7)― (8)
-6.605,000 -739,581 -5,865.419

予備費支出 (10)

当 十
-128,072,000 -67.583,947 -60,488,053

740.595,006 -67401595.00012)
673.Oll.059 -601488,059612.523100011)十 て12)

‐76‐



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

資金収支内訳表
(自 )令不日3年 4月 1日  (至)令不口4年 3月 31日

第1号第3様式

(単位 :円 )

‘
ミ
『

‐

1,

300,000

375

1,011,127,671
233,S28,692
326,766,138

313.481
1,572,335,982
-57.579.68S

5,212,130

4,052,551

24,200,361

24,197,222

742,720

-67.583,947

-60,911,00Q_

-60,911,000

計

1,513,602,034
300,000

375

1,011,427,671
233,828,692

326,766,138

313.481

5,212,130

4,052,551

24,200,361
60,911,000

24,197,222

60,911,000

742,720

459,

400

043

155,80S.499
53,6441569

247,268J588

466,718,656
3.278,392

380,000

000

41832,120

2,698,000

-7.150,120

-3.871,723

おおそら

000

738

`18,630,280
2.612.493

10,979,131

621221,904
-7.496.166

5,622,783

l.174,586 1

2,430,000

2.01S,197
-5,477,9Q9

第 2もす 国

834,597

150,000

001

287.03g

241.339,450
68,990,587

13,781,441

20.207

324,131,685
弓 7,042,087

251.953

948,637

l,862,996

17,985,000

糾
-58,198,399

`羅司

272,881,534

50,000

245.066

600

194,319,491
27,3■3,185

18,027.670
62.549

240.252,895

1,216,603

277,000

2.525,994 1

14.5101000

712,720

714

1も‐
第 2つぼみ日

206,211,848
30,000

105,610

206,370,458

153,2■ 0,164
44,477,396

10,495,581

20 207

208,233.348
-1,862,890

251,953

-251,953

6,4331019

5,275,

11,035,000

筑 1つ :=み 瞳l

233,116,407
50,000

188、 755

233,355,162
175,755,929
86.260,462

19,660,221

20.205

261,955

-251,955

10,488,922

lo 488.922

7,369,870

12,253,000

-7,727.558

法 人本 部

375

4と ,318

41,693
42.

6.5531506

5,212,

2,080,087

7,292,217_
-7.292.

9

60,911,000

1,156,627

1 lS6.627

59.754,373

3.423,172

経常経費等附金収入

貴取和「懲配当全収入

事業,そ女出
事務費支出

ファイナンス・ リーフ、債務の返済支出

積立資産取崩収入
絋どミ区分間繰入金収入

拠点区分開繰入金支出

その他の活動による支出

収

　

入

支

　

出

支

　

　

出

収

入

支

　

　

出

事
業
活

動

に
よ

る
収
支

施
設
整
俯
等
に
よ
る
収
支
そ

の
他

の
活
動

に
よ
る
収
支

|

673,011,05弓

50,020,905

46 149.177
11.642,903

9,164.9ζ4_62.097.322
095

35,169, 121

47 110.974

14



事業・拠点  [oOol:法 人本部]

法人木都拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

予算 (A) 決算(B) | i異 (A)― (8)

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

　

入

受取利窟、配当金収入

受取利′巳、配当金収入
その他の収入

雑収入

25

25

000

000

375

375

41,318

41,318

-375

-375
-16,318

-16,318

)
25,000 411693 -16.693

支

出

人件費支出

役員報酬支出
職員給料支出
職員賞与支出

非常勤職員給与支出
非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
可f務費支出

福利厚生費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出

印用1製本費支出
修繕費支出
通信運搬贄支出
業務委託費支出
手数料支出
保険料支出

賃借料支出
土地・匙(物賃借料支出
租税公課支出
保守料支出

渉外費支出
諸会費支出
車輌費支出

雑支出
支払利起、支出

支払利虐、支出

14,852,000

419201000

20,223,000

61960,000

61608,000

5,010,000

1,568,000

267,000

267,000

51874,000

8,418,000

2531000

30,000

300,000

800,000

62,000

432,000

145,000

21037,000

460,000

574,000

86,000

2,499,000

23,000

467,000

19,000

731000

123,000

60,000

191,000

19

42,386,858

4,673,400

19,042,566

6,219,133

6,489,358

4,958,300

1,531,058

2671000

267,000

5,645,101

6,553,506

156,673

18,600

176,552

748,946

48,400

121,550

62・ 700

1,2931128

345,330

501,745

68,384

21332,517

11,000

466,360

10,000

73,000

55,621

60,000

190,313

313l

2,515,112

246,600

1, 180,434

740,567

118,642

81,700

36,912

228,899

11894,494

96,327

11,400

123,448

51,051

13,600

310,450

82,300

743,872

114,670

69,255

17,616

166,483

12,000

640

91000

72,379

687

687

53,491,000 49,080,677 4,110,323

子業活動資金ll又 支葬循 (3)=(1 |― (2)
-53.466.000 -49,038,984 -4.427.016

施
設
整
備
等

に
よ

る
収
支

収

入

支

　

　

出

固定資産取得支出
器具及び備品取得支出
その他の取得支出

ファイナンス・ リース償務の返済支出
ファイナンス・ リース債務の

'E済
支出

5,213,000

4,641,000

572,000

2,081,000

2,081,000

5,212,130

4,640,130

572,000

2,080,087

2,080,087

870

870

913

913

7`294.000 7,292,217 1.783

献 墜備 等 資金 ll又 支差ガど買(6)=| 4)― (5)
-7.2941000 -7.292.217 -1,783

そ

の
他

の
活
動

に

収

　

　

入

拠点区分問繰入金収入
拠点区分問繰入金収入

第 1つばみ闘拠点区分繰入金収入

第 2つばみ固拠点区分繰入金収入

第 1もず園拠点区分繰入金収入

第 2も ず囲亨処1点区分繰入金収入

おおでら拠点区分繰入金収入

健康福祉ガラナ'挺た点区分繰入金収入

60,911,000
601911,000

12,253,000

11,035,000

141510,000

17,985,000

2,430,000

2,698,000

60,911,000

60,911,000

12,253,000

11,035,000

14,510,000

17,985,000

2,430,000

21698,000
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事業・拠点  [0001:法 人本部]

法人本部拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単イ立:円 )

~~予
算(A)_ 決算 (B) 差異 (A)― (B)

601911,000 60,911,000
よ

る
収
支

支

出
積立/資 産支出

退職給付引当資産支出

11157,000

1,157,000

1,156,627

1,1561627

373

373

1.157.000 1,156,627 373
-373

Iσ)仙め活動資金ll又支差額 (9)=(7)― 59,754,000 59,754,3;

l

当 函匿更轟額合計(11)=(3)+(6)+(9)― | 10)
-1,006,000 3,423,172 -1,429,172

-12238916681122389j668,000
-4,429,294398,091,294388〕 662,90012)

79



事業・拠点 〔ooo2:第 1つぽみ図〕

第 1つばみ園拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

233,116,407

18,666,188

18,666,188

593,087

39,812,132

37,198,062

2,644,070

174,015,000

173,698,000

3と 7,000

50,000

50,000

188,755

98,280

475

-79,407

-1,838,188
-1,838,188

-184,087

2,011,868

2,331,938
-317,070
-72,00o

-72,00o

-57,755

-17,280

475

233,037,000
16,828,000

16,828,000

409,000

41,857,000
39,530,000
2,327,000

173,943,000

173,698,000
０

　
０

０

０

　
０

０

障害児施設給付費収入
障害児通所給付費収入

利用者負担金収入
診療所収入

診療報酬収入
診療所利用者負担金収入

その他の事業収入

協定料・収入

受託事業収入 (公 費)

経常経費寄附金収入
経常経費寄附金収入

その他の収入

受入研修費 II又 入

ビ ス 入

|[又

入

000233 21 35 16223 -137 162

4,355,071

410〕 514
637.187

1,434,044
957,991

476,053

78

78

l,8731248

1,361,538

19,000

11,035
54,999

1,236
136,862

200,950

7,500
883,858

26,00o

10,825

9,273
746,779

105,606

1,282

58,830

132,660

48,663

136,160

59,214

22,000

49,668

69,715

10,200

5 200

l,481

活

動

|こ

よ

る

!侠

支

事

　

　

　

業

支

出

180,111,000

81,6221000
27,767,000
36,706,000
24,431,000
12,275,000

11,223,000

10,333,000
890,000

22,793,000
37,622,000
2,398,000

608,000
780,000

196,000

867,000
7,929,000

259,000
24,456,000

28,000

311000

70,000

20,407,000
979,000
77,000

85,000
257,000
415,000
460,000
972,000
134,000

11,180,000
359,000
665,000
56,000

4,070,000
000

175,755,929

81,21と ,486
27,129,813
351271,956
23,473,009
11,798,947

11,222,922

10,332,922

890,000

20,919,752
36,260,462
2,379,000

596,965

725,001

194,764

730,138

7,728,050
251,500

23,572,142
2,000

20,175

60,727

19,660,221

873,394
75,718

26,170

124,340

366,337

323,840

912,786
112,000

11,130,332
289,285
654,800
56,000

4,068,519
3 800

職員給料支出

職員賞与支出
非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職金支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

給食費支出
医薬品費支出
診療・療養等材料費支出
保健術生費支出
保育材料費支出
水道光熱費支出
保険料支出

賃借料支出

教育指導費支出
車輌費支出
雑支出

事務費支出
福利厚生費支出
職員被月及費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
修繕費支出
通信運搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手′J致料支出

賃借料支出
租税公課支出
保守料支出

人

出
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事業・拠点  [0002:第 1つ ぽみ園]

第 1つばみ園拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単イ立:円 )

支払利泡、支出

生

予算 (A) 決算 (B) 2と ,監 (A)― (B)

320,000
21,000

21,000

273,900
20,205

20,205

46,100
795

79

238,161,000 231,696,817_ 6,464.183

-4.9131000 1,658,345 -6,601,345

施
設
整

備
等

に
よ

る
収
支

収

入

支

　

　

出

ファイナンス・ リース償務の返済支出

ファイナンス・ リース債務の返済支出

25

25

2,

2,

00

00

0

0

251,955
251,955

45

45

252,000 251,955 45

-252,000 -251,955 -45

10,488,000

10,332,000
156,000

10,488,922
10,332,922

156,000

-922
-922そ

の
他

の
活
動
に
よ
る
収
支

収

　

入

退職給付引当資薩取崩収入

の σ)
10,488,000 10,488,922 -922

支

　

　

出

退職給付引当資産支出

自主事業積立資産支出

拠点区分問繰入金支出

拠点区分間繰入金支出

7,370,000
7,091,000

279,000

12,253,000

12,253,000
12.253,000

7,369,8701
7,090,870

279,000
12,253,000
12,253,000
12,253,000

130

130

その他の活動 :
19,6231000 19,622,870 130

そ の の
-9,135,000 -91138,948 -1,052

予 出 (10)

442
当期 |

I金 ll又 支 葬 額 合 計 (11 十 十
-141330,000 -7,727,558

-7268,037,07268,037,0吐
;| 1 -6,602,51460,309,514531707,000

11)十 1 12)
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社会福祉法人名 社会編祉法人 堺市社会福祉事業趾

事業・拠点  [ooo3:第 2つぽみ岡]

第2つばみ園拠点区分資金収支計算書
(自 )令不日3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

4,501,152

4,437,702

4,437,702
63,450

40 390

10,390

210,716,000

131,295,000

131,295,000

1,449,000

77,972,000

77,972,000

501000

50,000

116,000

96,000

50 000

206,214,848

126,857,298

126,357,298

1,385,550

77,972,000

77,972,000
50,000

50,000

105,610

96,000

9 610

障害児施設給付費収入

障害児通所給付費収入
利用者負担金収入
その他の事業I収入

協定料収入

経常経費寄附金収入

経常経費寄附金収入
その他の収入

受入研 t多 費収入

サー ビス

541 542206 370

!侃

入

2 912 0001

153,240,164

79,416,766
27,279,376
191765,311

78,000

19,687,311

7,512,519
6,311,019
1,201,500

19,266,192

44,477,396
3,840,309

111,739

937,366
4,022,018

131,l18

35,377,106

11,640

46,100

10,495,581
847,762
20,412
35,730

41,140
95,985
525,902
190,151

112,000

5,839,141
234,625
37,295

26,200
2,421,238

68,000

20 207

20,207

4,677,836
1,412,234

1,313,624

995,689

18,000

977,689

34,481

981

33,500

921,808

2,026,604
130,691

261

3,634
104,982

5,882
1,753,894

17,000

6,360

3,900
595,419

147,238

9,588
29,270

84,860

61,015

119,098

12,849

22,000

25,859

45,375

12,705

4,800

762

20,000

793

793

157,918,000

80,829,000
28,593,000
20,76と ,000

96,000

20,665,000
7.547,000
6,3121000
1,235,000

20,188,000
46,504,000
3,971,000

112,000

941,000

4,127,000
137,000

37,131,000
17,000

18,000

50,000

11,091,000
995,000

30,000

65,000

126,000

157,000

615,000
203,000

134,000

5,865,000
280,000

50,000

31,000

2,422,000
68,000

20,000

21,000

21 000

職員給料支出
職員賞与支出
非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職金支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

給食費支出
保健術生費支出
保育材料費支出
水道光熱ユそ支出
保険料支出
賃借料支出
教育指導費支出
車輌費支出
雑支出

事務費支出
福利厚生費支出
職員被服費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
修繕費支出
通信運搬費支出
広報費支出
業務委託ユキ支出
手数料支出
賃借料支出
租税公識t支出
保守料支出
諸会費支出
雑支出

支払利泡、文出

人 出

支
233 348 6527 321 53

支

出

-2 759 110―l 890-4 000

事

業

活

動

収

　

　

　

支

に

よ

る

1
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事業・拠点  [0003:第 2つぼみ囲〕

第2つばみ園拠点区分資金収支計算書

(白 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

予算 (A) 決算 ( ≧禦

`(A)―

(B)

設
整

備

等

に

よ

る
収
支

入

支

　

　

出

ファイナンス 。リース償務の返済支出

ファイナンス・ リース債務の返済支出

252,000

252,000

251,953

251,953

47

47

252,000 251,953 47

4)― |

-252,000 -251,953 -47

そ

の
他

の
活

動

に
よ

る
収
支

収

　

入

積立資産取崩収入

退職給付引当資産取崩収入

白主事業績立資産取崩収

6,483,000
6,311,000

172,000

6,483,019
6,311,019

172,000

-19

-19

出

退職給付引当資産支出

自主事業積立資産支出

拠点区分問繰入金支出

拠点区分問繰入金支出

本部拠点区分繰入金支

6.483,000 6,483,019 -19

5,276,000
4,989,000

287,000

11,035,000

11,035,000

11,035,000

5,275,029
4,988,029

287,000

11,035,000

11,035,000

11,035,000

971

971
支

　

　

出

の (″)
16.311,000 16,310,029 971

の 19)=| 7
-9,328,00o -91827,010 -990

-2 7 147
I冷・賀又支 葬 額 合 計 (11 =(3)十 1 6 十

-14,702,000 -11,941,853

2647,110,97447.lll,000
金 l -2,760,121351 169,12132,409109壁ll + l

‐83-



社会編祉法人名 社会福祉法人 堺市社会樋社韮業団

事業・拠点 [0004:第 1も ず固]

第 1もず園拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

予

269,663,000

23,606,000

32,933,000

2,190,000

210,445,000

210,199,000

246,000

50,000

50,000

50,000

000

272,881,534
27,529,352
9,931,521
17,597,831

514,561

34,410,118
32,111,248
2,298,870

210,427,500
210,199,000

228,500

50,000

50,000
245,066

551000
190 066

-3,218,534

-3,923,352
-397,521

-3,525,831

-25,564

712,882

321,752
-108,870

171500

-195,066

-55,000

-1 066

17,500

障害児施設給付費収入
障害児通所給付費収入

障害児相談支援給付費収入

利用者負担金収入
診療所収入

診療報酬収入
診療所利用者負担企収入

その他の事業収入

協定料収入

受託事業収入 (公費)

経常経費寄附金収入
経常経費寄附金収入

その他の収入

受入研修費収入

ビ ス ibと 入

27 l 600 600

収

入

0002691

支

出

202,932,000

112,599,000

401576,000

20,150,000

8,698,000
111452,000

1,280,000

1,280,000
28,327,000

29,542,000
1,722,000

321,000

2,455,000

517,000

643,000

6,294,000
334,000

16,610,000
36,000

63,000

467,000

80,000

19,429,000

1,036,000

50,000

185,000

214,000

704,000

1,000

1,473,000
1,146.000

134,000

9,810,000
455,000

330,000

5 000

194,319,491

1101980,354
38,359,647
18,698,626
7,963,335
10,735,291

1,246,000
1,246,000

25,034,864
27,843,185
1,721,573
256,819

2,163,142
188,198

622,353
6,293,252

330,620
15,703,027

3,000
44,301

467,000
49,900

18,027,670
838,681
15,480

50,170
85,240

425,050

1,324,963
997,602
112,000

9,709,118
295,215
328,840

1 300

8,612,509

1,618,646

2,216,353

1,451,374
734,665

716,709

34,000

34,000

3,292,136

1,698,815

427
64i181

291,858

328,802

20,647

748

3,380
906,973

33,000

18,699

30,loo

l,401,330

197,319

34,520

134,830

128,760
278,950

1,000
148,037

148,398

22,000

100,882

159,785

1,160

700

事

業

に

よ

る

ll又

支

活

　

　

　

動

職員給料支出
職員賞与支出
非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職共済掛金支出

法定福利ユ1支出
事業費支出

給食費支出
医薬品費支出
診療・療養等材料費支出
保健術生費支出
保育材料費支出
水道光熱費支出
保険料支出
賃借料支出

教育指導費支出
車中閥費支出
報償費支出
雑支出

事務費支出
福利厚生〕Jミ・支出
職員被服費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品▼寺支出
燃料費支出
修繕費支出
通信連搬費支出
広報費支出

業務委託費支出
手数料支出

賃借料支出

出

人件費

84



事業・拠点  [0004:第 1もず国]

第 1もず園拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至 )令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

予算 (A)_ とす監(A)― (B)

保守料支出

諸会費支出

雑支出

支払利息支出

支払利泡、文出

3,418,000

398,000
20,000

64,000

64,000

3,416,2111
377,800

62,549

62,549

1,789
20,200
20,000
1,451

1,451

出
251,967,000_ 2401252,895 11,714,105

)― (2) 17,796,000 32,923,7Q生 -15,127,705

施

設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収

入

支

　

　

出

ファイナンス 。リース債務の返済支出

ファイナンス・ リース債務の返済支出

1,217,000

1,217,000

1,216,603

1,216,603

397

397

)
1,217,000 11216,603 397

-1,217,000 -1,216,603 -397
方互設整備等資金収丁

そ

の
他

の
活
動

に
よ
る
収
支

収

入

収 入
277,000
277,000

277,000
277, 000

その他の活 !

277,000 277,000

支

　

　

出

積 出

退職給付引当資産支出

自主事業積立資産支出

拠点区分間繰入金支出

拠点区分問線入金支出

本部拠点区分繰入金支出

その他の活動による支出
の活動 にの

2.527,000
2,148,000

379,000
14,510,000

14,510,000
14,510,000

8501000
000

2,525,994
2,146,994

379,000
14,510,000
14,510,000

14,510,000
742,720
7 720

1,006

1,006

107,280
107 280

の
17,887,000 17.778,714 108,286

そ の て7)
-17.610,000 -17,501,71生 -108.286

1

14.205,388 -15 236 388
と金収支差額合計 十11)=(3)十 1 十

―と,031,000

-30952,824,30952.824,0002 -15,236,69767,029,69751,793,9堕
111)十 (12)i(
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事業・拠点 〔0005:第 2もず園〕

第2もず園拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 二月 1日 (至)令和 4午 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

286,834,597

186,869,551

186,869,551

2,2261016

97,739,000

97,739,000

150,000

150,000

105,001

105,000

1

-3,075,551

-3,075,551

-54,046

-55,001

-105,000

-3,129, 7

999

283,705,000

183,7941000

1831794,000

2,1721000

97,7391000

97,739,000

150,000

150,000

50,000

000

障害児施設給付費収入

障害児通所給付賞収入

利用者負担金収入

その他の事業収入

協定料収入

経常経費寄附金収入

経常経費寄附金収入

その他の収入

受入研修費収入

ビ ス 収入

287 598-3 1000

収

　

　

　

入

10,480,550

1,830,794

3,912,859

3,276,719

420
3,276,329

863

363

500

1,159,285

3,738,413

363,920

158,400

62,975

826

2,176

3,061,233

3,000

17,169

68,714

2,360,559

180,991

3,225

83,520

231,360

8と ,142
5,000

1,083,145

40,133

22,000

808
132,880

1,198

3,800

150,757

241,339,450

1321354,206

41,767.141

33,558,251

5,9431580

27,614,671

2,450,137

2,637

2,417,500

31,209,715

68,990,587

6.550,080
6,600

2,318,025

4,557,174

304,824

54,834,767

34,000

73,831

311,236

13,7811441

1,3421009

25,775

26,480

60,640

713,858

731,555

744,567

112,000

5,602,192

707,120

737,802

26,200

2,876,243

75,000

20,207

207

251,820,000

134,185,000

45,680,000

361835,000

5,944,000

30,891,000

2,451,000

3,000

2,448,000

32,669,000

72,729,000

6,914,000

165,000

2〕 381,000

4,558,000

307,000

57,896,000

37,000

91,000

380,000

16,142,000

1,523,000
291000

110,000

292,000

795,000

5,000

1,815,000

785,000

134,000

5,603,000
００

００

００

００

００

21 000

3401000

21,000

職員給料支出

職員賞与支出

非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職金支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

給食費支出
保健術生費支出
保育材料費支出
水道光熱費支出
保険料支出

賃借料支出

教育指導費支出
車輌費支出

雑支出

事務費支出
福利厚生費支出

職員被服費支出

旅費交通費支出
研修切F究費支出
事務消耗品費支出
燃料費支出

修繕費支出

通信運搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手数料支出

賃借料支出

租税公課支出

保守料支出
諸会費支出

雑支出
支払利息支出

人

l 580 31571 000 685

支

出

-37 042 087 9 764,913000

事

　

　

　

業

　

　

　

活

支

動

に

よ

る

収

47000 251 953の

設

― スナンスフ
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事業・拠点  [0005,第 2も ず医l〕

第2もず園拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

~~予
算(A)_ 決算 (8) 差異 (A)― (B)

備
等

に

よ

る
収

支

支

　

　

出

ファイナンス・ リース 252,000 251,953 47

施設整備 等支 !

000 251,953 17

方
-252,000 -251,953 -47

916,000

9461000

948,637

2,637

946,000

-2,637

-2,637そ

の
他

の
活
動

に
よ
る
収
支

収

　

入

積 資 収入

退職給付引当資産取崩収入

自主事業甜立資産取崩収入

そ
916,OQQ 948,637 -21637

2,026,000

1,012,000

1,014,000

17.985,000

17,985,000

171985,000

1,862,996

11011,996

851,000

17,985,000

17,985,000

17,985,000

163,004

4

163,000
支

　

　

出

産 出

退職給付引当資産支出
自主事業積立資産支出

拠点区分問繰入金支出
拠点区分間繰入金支出

その他の 2010111000_ 19,847,996 163,004

-191065,000 -18,899,3写 9 -165.641

-1 601

`】

Ulセ金 ll |=(3)+(6)+十
-76,124,000 -56.19e1399

279l18,290,721_118,291,000
1一印 -191930,322621097,32242.167,00011)+(12)Ｍ

〓
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事業・拠,点  [oo07:お おぞら〕

おおぞら拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4午 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

目 予算 (A) 決算 (8)| :夕路(A)― (B)

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

　

入

障害福祉サー ビス等事業ll又 入

その他の事業収入

協定料収入
その山の収入

雑 It又 入

54,705,000

54,705,000

54,705,000

51,705,000

54,705,000

54,705,000

20,738

20,738

-20,738
-20,738

事業活動収入計 (1) 51,705,000 54,725,738 -20,738

支

出

人件費支出

職員給料支出
職員賞与支出
非常勤職員給与支出

短期契約職員給与支出
退職給付支出

退職金支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

水道光熱費支出
保険料支出
教育指導費支出
車輌費支出

事務費支出
福利厚生費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
燃料費支出
修繕費支出
通信運搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手数料支出
賃借料支出
租税公課支出
保守料支出

50,019,000
26,181,000
9,807,000
2,429,000

2,429,000

5,897,000
5,585,000

312,000

5,705,000
2,682,000
1,889,000

598,000

112,000

53,000

11,320,000
164,000

109,000

101,000

876,000
9,000

3,353,000
410,000
671,000

3,398,000
160,000

384,000
24,000

66 0001

48,630,280

25,935,180

9,011,013

2,238,272

2,238,272

5,807,283

5,584,783

222,500

5,635,502
2,612,493

1,840,089

597,635

138,185

36,584

10,979,131

141,170
55,290

48,400

873,666
7,815

3,351,538
399,266

665,214

3,331,137

91,355

354,763

659 517l

1,388,720

245,820
792,957

190,728

190,728

89,717
217

89,500
69,498
69,507
48,911

365
3,815
16,416

340,869

221830
53,710
52,600
2,334
1,185
1,■ 62

10,734

5,786
66,863
68,645
29,237
24,000

1 483

事業活動支出計 (2) 641021,000 62.221.904 1,799,096

「業活動資金収支差額 (3)=(1)― (2)
-9,316,000 -7,496,166 -1.819.834

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収

入 施設整備等収入計 (4)

支

　

　

出

施設整備等支出計 (5)

]設整備等資金収支差額 (6)=(4)― (5)

そ

の
他

の
活
動

に

収

　

入

積立資産取崩収入
退職給付引当資産取崩収入

自主事業釉立資産取崩収入

38,000

38,000

5,622,783
5,584,783

38,000

-5,584,783
-5,584,783

の他の活動 ll又 入計 (7) 38.000 5,622,783 -5,584,783

支

積立資産支出
退職給付引当資産支出
自主事業紺立答産支出

1,175,000
と,108,000

67,000

1,174,586

1,107,586

67,000

414

414

88



事業・拠点  [0007:お おぞら〕

ぉおぞら拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 !円 )

予算 (A) 決算 (8) 差異 (A)― (B)

出

拠点区分問繰入金支出

区

2,430,000
2,430,000
2,430,000

2,430,000
2,430,000
2.430,000

よ

る
収
支

出

その他の活動 3,605,000 3,604,586 414

そ の 8) -3.567,000 2,018,197 -5,585,197

出 (1

Ｍ
〓 1 =(3)十 (6)+(9)― | 10) -12.S83,000 -5,477,969 -7,405,031

97141642,90314,643100012 -7,404,9349,164,9341,760,000十 12)11

89



事業・拠点  [0008:健 康福祉プラザ]

健康福祉プラザ拠点区分資金収支計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

815,352

120,464

420,461

117,298

28,970

278,620

80

278,540
-105,400

-100,100

10,000
-1 000

460,695,000

35,958,000

35,958,000

3,5871000

30,000

421,120,000

420,706,000

414,000

42,000

459,849,648

35,537,536

351537,586

3,469,702

1,030

120,811,380

420,705,920
135,460

147,400

100,400

7 000

自立支援給付費収入

訓練等給付費収入

利用者負担企収入
特定費用収入

その他の事業収入

協定料収入

その他の事業収入
そのl也 の収入

受入研修費収入

講師派遣収入

ビ ス

952

収

入

737 000 997 048

1,000,501

5821612

23,836

313,411

68,100

245,311

31,500

34,500

46.142

1,398,431

222,948

31,521

179,804

379, 133

2,120

8,260

54,000

197,495

2,549

320,301

2,461,413

151,295

5,000

47,800

19,230

618,462

18,600

10,187

58,360

214,658

47,466

78,965

6,640

78,768

6,550

141916

1,078,715

800

156,806,000

82,045,000

271711,000

24,905,000

610731000

18,832,000

1,681,000
０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

６８‐
，

４６４
，

０４３
，

６０２
，

‐２０

，

８３４
，

０５２
，

３３
，

‐３６
，

‐２０
，

４４０
，

‐５６
，

５５０
，

249,730,000

641,000

5,000

186,000

80,000

2,726,000

341000

4,600,000

2,245,000

1,058,000

35,409,000

1,0821000

112,000

2,606,000

62,000

10,996,000

187,813,000

000

155:805,499

81,462,388

27,687.164

24,S91,589

61004,900

18,5861689

1,646.500

1,646,500

20,117,858

53,644,569

379,052

88,479

654,196

49,672,867
30,580

1,127,740

661000

242,505

153,451

1,229,699

247.268,588

489,705

138,200

60,770

2,107.538

15,400

41589,813

2, 186,640

843,342

35,361,534

1,003,035

135,360

2,527,232

55,450

10,981,084

186,731,285

39 200

職員給料支出
職員賞与支出

非常勤職員給与支出
ヴF常勤職員給与支出
短期契約Ti‖文員給与支出

退職給付支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

給食費支出
保処術生貨支出
教養娯楽費支出
水道光烈ヽ費支出
消耗器具備品費支出
保険料支出

賃借料支出
教育指導費支出
車輌費支出

報償μtl支出
事務費支出

福利厚生費支出
職員被服費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
印刷製本費支出
修繕費支出
通信運搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手 J/文料支出

保険料支出

賃借料支出
租税公課支出
保守料支出
配分金支出

人 出

45 7 656 344

支

出

461
1 342 000

事

　

　

　

業

　

　

　

活

収

　

　

　

支

lpl

に

よ

る

1

設

-90‐



事業 ,I込 点  [0008:健康福祉プラザ〕

健康福祉プラザ拠点区分資金収支計算書

(自 )令和 3年 二月 1日 (至)令和 4年 3月 3と 日

第 1号第4様式

(単位 :円 )

~~予
算(A)_ 決算 (B) 差異 (lヽ l― (3)

備
等

に
よ
る
収
支

支

　

　

出

そ

の
他

の
活
動

に
よ
る
収
支

収

入

収入
380,000

380,000

3801000

380,000

その他のユ苦
‐
り,収 入計十 380,000 380,000

支

　

　

出

退職給付引当資産支出

拠点区分間繰入金支出

拠点区分間繰入金支出

本部拠点区分繰入金支出

4,836,000

4,836,000

2,698,000

2,698,000

2,6981000

4,832,120

418321120

2,698,000

2,698,000

2,698,000

3,

3,

880

880

7,53をと,00廷 7.530,120 3 880
-3,880

の 9)= :7)―
-7.154,000 -7,150,12Q_

1

-4, 2
ェ収支差額合計 (11)=(3)+ 6)十 1 9)― | 10)

-71996,000 -3,871,728_

9550,020,90C_50.021,000
-4,124,177461149,17712.025,000_

11)上(12)

‐91‐



社会福祉法人名 社会福祉法人 ナ甲.市社会福祉■麹璧

事業・拠点 [1000:堺市社会福祉事業団〕

事業活動計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4午 3月 31日

第 2号第 1様式

(単位 :円 )

当年度決算 (A)li 班当j克 (A)― (8)

サ
ー

ビ

ス
活
動
増
減

の
部

収

益
障害福祉サービス等事業収益
経常経費寄附金収益

1,513,602,034

300,000
l,533,310,075 -19,708,041

300,000

ビ ス 1.513,902.034 1,533,310,075 -19,408,041

費

　

用

人件費
事業費
事務費
減価償却費
徴収不能額

1,018,859,532

233,8281692
326,766.138
10,522,609

978,118,546
213,279,075

323,944,964
9,886,748

141655

40,740,986

20,549,617

2,821,174
635,861
-14,655

サービス活動 1,589,976,971 1.525,243,988 64,732.983

■トー ビス活動増減差
―

(3)=| 1)―
-76.074,937 8,066,087 -84,141,024

サ
ー

ビ

ス
活
動
外
増
減

の
部

収

益
受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益

375

853.888

2,888

9,066.627

-2,513

-8,212,739

サー ビス活蟹)lタ 4 854,263 9,069,515 -8,215,252

費

　

　

用

支払利虐、 313,481 413,488 -100,007

サー ビス活 frl)Jタ・咎 用 313,481 113.488 -100,007

ス 540,782 8.656,027 ―S,li5,245

経 + -75.534.155 16,722,114 -92,256.269

特
別
増
減

の
部

収

益

費

用
固定資産売去『損・処分損
その他の特別損失

2

742,720

4 -2

742,720

742,722 4 742,71S

)― (9
-742,722 -4 -742,718

切浬誕 十
-76.276.877 16,722,110 -92,998,987

繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

l 689,505,762 672.346.652 17,159,l10

買(13 + 613,228,885 689,068,762 -75j839,877

】墓:ラ
の 15) 1、 969.000 11676,000 293.000

の 1.863,000 l.239.000 624,000

17)= 13)十 (14)十 1 15)― (16) 613.334,885 689.505,762 -76,170,877

‐92‐



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福社事業団

事業活動内訳表
(自 )令下日3年-4月  1日  (至)令和 4寄i3月 31日

第 2号第 3様式

(単位 :円 )

，
Ｏ
ω

‐

1,513,602,034
300,000

I S13

1,018,859,532
233,828,692
326,766,138

10,S22,609

37わ

833,88S

313,481

2

7■2,720

742,722

鞘

糾

-60,911,000
-60 911.000

-60,911.000

-60 911.000

計

034

000

1,018,859,532
233,828,692
3261766,133

10,322,609

313,181

91

2

60,911.000
742.720

-742,722

159,

161,960.619
53.611,569

217,268,588
601,141

117.400

2.698,000

2 698 000
-2,698,09叱

78.869
1

35,3Vl,(

おおイら  1
51,7031000

14,3T2.083
2.612,193

lo,979,131

20,738

2,430,000

000

903

6.676,934

宙 2ヽ】す 幽

286,834.597
150,000

244,133.809
68,990,587
13,781,141

2S■ .8SO

105,001

20,207

-40.091,326

17,985,000

7

榊

瑞

~ 43,172,559

272,881,534
50.000

197.743.485
27.843,185

18,027.670
11222,SCO

215,066

62,549

14.510,000
742,720

1

l

第 1航 2つ ばみ国

206,214,348
50,000

171

44,177,396

10,495,581
25■ ,380

105,610

20,207

l

11.035,000

乳 925,338

000

詞
「

 23,310,358

篤 1つぽ み 団

233,116,407
50,000

172,667,877

36,260,162

191660,221
254.879

188,755

20,205

12,253,000

1  12,253,00生
1   -12.253.

000

49.743,7

法 人 本 部

44,213,485

6,553,506
?,931.270

375

41,318

190,313

糾
60 911.000

2

2

9

402,414,824

402 414,824

奮  料  自

障g福祉サービス年手来収益

部宿経牲需

“

け全収益

人件資
著来費
事務子t
減 価 償 却 費

子の他のサービス活動外lⅨ 益       _

十

“

)

tス 本」?ホ                _

拠点区分聞繰八全費用

そ

ス

収

益

費

　

用

空
収
益

費

　

　

用

」
御

用

期 缶

サ
ー

ビ

ス
活

動

増
減

の
部|

サ
ー

ビ

ス
活

動

外
増
滅

の
部

|

特
別
増
減

の
部

越
活

動

増

減

差
額

の



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

事業・拠点 [0001:法人本部〕

法人木都拠点区分事業活動計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第2号第4様式

(単位 :円 )

当年度決算 (A)li
「年度決算 (B)|' 減 | A)― (B)

サ

|

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

収

益 サービス活動収益計 ( 1)

用

費

人件費
役員報酬
職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入
非常

“

力職員給与
非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事務費

福利厚生費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
印刷親本み♂t'
修繕費
通信運搬費
業務委託費
手数料
保険料
貨借料
土地・建物賃借料
租税公課
保守料
渉外費
諸会費
車輌費
雑費

減価償却費
減価償却費

44,243,485
4,673,400

19,042,566

4,696,133
21519,000

6,489,358
41958,300
1,531,058

1,423,627

267,000

1,156,627

5,399,101

6,553,506
156,673

18,600

176,552
748,946
48,400

121,550
62,700

1,293,128
345,330
504,745

68,384

2,332,517
11,000

466,360
10,000

73,000

55,621

60,000

7,931,270
931 2707 928

39,533,568

4,759,320

151563,312

3,861,548

1,7691000

7.360,044

11146,720
3,213,324

1,114,851

133.500

981,351

5,105,493

7,201,667

225,470

11,000

17,000

881,389

68,772

561,000
99,883

1,350,328

326,610

567,600

141,043

2,323,469

12,400

435,573

73,000

27,130

80,000

7,094,928

7 342

4,709,917
-85,920

3,479,254

834,885

750,00o
-870,686

811,580
-1,682,266

308,776

133,500

175,276

293,608
-648,161

-68,797

7,600
159,552

-132,443
-20,372

-439,450
-37,183

-57,200

18,720
-62,855

-72,659

9,048
-1,400

30,787

10,000

28,491
-20,00o

836,342

― ビス 58.728.261 53.8301163 4,8981098

トー ビス活動増減差額 (3)= 1)― (2) -58,728,261 -53.830.163 -4,898,098

サ
ー

ビ

ス
活
動
外
増
減

の
部

収

　

益

受取利息配当金収益
受取利息配当金収益

その他のサー ビス活動外収益

雑収益

375

375

41,318

41,318

21888

2,888

242,389
242,389

-2,513

-2,513

-201,o71

-201,071

― ビス 411693 245,277 -203.584

費

　

用

支払利迄、

支払利虐、

190,313

190,313

249,353

249,353

-59,040

-59,01o

サー ビス活動外費用十I卜 (5) 190,313 249,353 -59.040

― ビス -148,620 -4,076 -141,514

経 † 3 + -58,876.881 -53.834.239 -5,042.642

特

　

別

収

拠点区分問繰入金収益
拠点区分間繰入金収益

第 1つばみ園拠点区分繰入金収益

第 2つばみ園拠点区分繰入金収益

60,911,000
60,911,000
12,253,000

11,035,000

60,780,000
60,780,000
13,235,000

9,774,000

13と ,00o
131,00o

-982,000

1,261,000

‐94



事業・拠点  [0001:法人本部〕

法人本部拠点区分事業活動計算書

(白 )令和 3午 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

日 当年度決算 (A)| 前年度決算 (B) 増減 (A)― (B)

増

　

減

　

の
　

部

益

第 1も ず園拠を点区分繰入金収益

第 2もず固拠点区分繰入金収益

おおぞら拠点区分繰入金収益

健康福祉フ・ラナ'拠点区分繰入金収益

14,510,000

17,985,000

2,430,000

2,698,000

15,059,000

17,490,000
2,430,000
2,792,000

-519,000

495,000

-94,000

60,911,000 601780,000 131,000

費

　

用

車輌運搬具売却損・処分損

2

2

4

2

2

-2

-2

2 4 -2

60,910,99e 60,779,996 131,002
雫

ユ

〓 1 7)+I 21034,117 6,945,757 -1,911,640

繰
越

活
動
増
減
差
額

の
部

同II 繰繊活動増 12 400,410,7吐 393,464,950 6,945,757

当 亨 l + 1 402,444,824 400,410,707 2,034,117

σ) θ) 15)

の (7) 斑16)

2 034 117
1 + 14)十 (15)― (16 402,444,824 400,410,707

‐95‐



事業・拠点  [ooo2:第 1つぼみ国]

第 1つばみ園拠点区分事業活動計算書
(白 )令和 3年 4月 1日 (至 )令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

240,679,294

15,779,357

15,779,357

504,381

42,089,056
381862,036

31227,020
182,306,500

182,174,000
132,500

-7,562,887

2,886,831

2,386,831

88,706
-2,246,924
-1,663,974

-582,950

-8,291,500
-8,476,Oo0

184,500

50,ooo

000

233,116,407

181666, 188

18,666,188

593,087

39,842,132
37,198,062
2,644,070

174,015,000

173,698,000

317,000
50,000

000

障害児施設給付費収益

障害児通所給付費収益

利用者負担金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の事業収益

協定料収益

受託事業 il又 益 (公費)

経常経費寄附金収益

サービス等

2 166 407 -7 512 887

収

益

― ビス

172,667,877

81,211,486
191011,813

10,545,000

34,441,956
22,643,009
11,798,947

7,980,870
890,000

7,090,870
19,476,752

36,260,462
2,379,000

596,965
725,001

194,764

730,138
7,728,050

251,500

23,572,142
2,000

20,175
60,727

19,660,221

873,394
75,718
26,170
124,340

366,337
3231840
912,786
112,000

11,130,332

289,285
654,800
56,000

4,068,519
372,800
273,900

878

166,255,216

81,655,801

19,617,856

10,391,000

32,482,199
21,892,577
10,589,622

2,470,580
801,000

1,669,580

191637,780

33,989,791
2,232,543

598,166
966,956
135,149

887,936
7,054,234

251,500

21,783,155
8,000

14,398

57,754
19,850,698

885,498
60,953
41,320

52,160

410, 145

705,980
977,318
117,150

11,312,397
270,036
638,451

43,400
3,963,090

372,800

878

6,412,661
-444,315
-606,043

154,000

1,959,757
750,432

1,209,325

5,510,290
89,00o

5,421,290
-161,028

2,270,671

146,457
-1,201

-241,955

591615
-157,798

673,816

1,788,987
-6,000

5,777

2,973
-190,477
-12,104

14,765
-15,150

72, 180
-43,808

-382,140
-64,532

-5,150

-182,065

19,249

16,349

12,600

105,429

273,900

活

　

　

　

動

増
　
　
　
減

　

　

　

の

サ

ビ

ス

部

費

用

職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入

非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事業費

給食費
医薬品費
診療・療養等材料費
保健術生費
保育材料費
水道光熱費
保険料

賃借料
教育指導費
車輌費

雑費
事務費

福利厚生費
職員被服費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費

業務委託費
手数料

賃借料

租税公課

保守料

諸会費

雑費
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事業・拠点  [0002:第 1つぽみ固]

第1つばみ園拠点区分事業活動計算書

(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

当年度決算 )― (B)

減価償却 |

254,878 254,878

サービス 228,843,138_ 220,350,583 8

― ビス 1 4,322,969 20,328,711 -1 005 742

―

ビ

ス
活
動
外
増
減

の

収

　

益

そ のサー ス

受入研修費収益

益

188,755

98,280

90,4■

1,727,235

93,000

1,634,235

-1,538,480

5,280

54 760

サー ビス活壺 188,755 1,727,23o_ -1.538,480

費

　

用

支払利虐、

支払利追、

20,205

20,205

26 697

69726

-6,492

-6,192

サー ビス活日
20,29E_ 26.697 -6,492

ビ ス ・増溺 5) 168,550 l,700,538 -1,531,988

成差額 (7)=(3 十 4,491,51生 22.029,249 -17,5371730

特
別
増
減

の
部

収

益 特別収 |

費

　

用

拠点区分問繰入金費用
拠点区分問繰入金費用

本部拠点区分繰入金■歩μr用

12.253,000

12,253,000

12,253,0吐

13,235,000
13,235,000
13,235,000

-982〕 000
-982,000
-982,000

121253,009_ 13.235,000 -982,000
9)

1
-121253,000 -13,235,00Q_ 982.000

当 11 7)十 1 10)
-71761,481 8,794,249 -16,555,730

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
都

前
57,628,2坐 48,825,990 8,802,249

11)+ 12) 49,866,758_ 57.620,239 -7,753,481

基 テ 4

そ の (7)
156,000 164,000 -8,000

156,000 164,000 -8,000
I

の エ マ l
279,000 1561000 123,000

279,000 156,000 123,000

次 夢 1 十 キ 49,743,758 57〕 628,239 -7,884,481
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社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

事業・亨た七点 [0003:第 2つぼみ園〕

第2つばみ園拠点区分事業活動計算書
(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

年度決算 IA) i年度決算 (8)|ナ 減 (A)― | B)

サ

ビ

ス

活

動

増

減

の

都

収

　

　

益

障害福祉サービス等事業収益
障害児施設給付費収益
障害児通所給付費収益

利用者負担金収益
その他の事業収益
協定料収益

経常経費寄附金収益
経常経費寄お付金収益

206,214,848

126,857,298

126,857,298

1,3S5,550

771972,000

771972,000

50,000

50,000

197,374,198

110,935,880

110,935,880

1,423,318

85,015,000

85,015,000

000

8,840,650
15,921,418

15,921,418
-37,768

-7,043,000
-7〕 043,Ooo

50,00o

5

― ビス 206.264,848 197,374,198 890 6508

費

用

人件費

職員給料

職員賞与

賞与引当金繰入

非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用

退職共済樹金ヽ

退職給付引当金繰入
法定福利費

事業費
給食費
保健術生費
保育材料費
水道光熱費
保険料

賃借料
車輌費
雑費

事務費
福利厚生費
職員被服費
旅費Ⅲ交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費

業務委託費
手数料

賃借料
租税公課
保守料
諸会費

減価償却費
減価償却費

153,238,174

79,416,766

18,653,376

111338,000

19,765,311

78,000

19,687,311

6,189,529

1,201,500

4,988,029

17,875,192

44,477,396
3,840,309

111,739
937,366

4,022,018

131,118

351377,106
11,640

46,100

10,495,581

847,762
20,412

35,730

41,140

95,985

525,902

190,151

112,000

5,839,141

234,625

37,295

26,200

2,421,238
68,000

254,880

880

147,792,901

79,965,848

19,697,456

10,017,000

17,349,783

108,000

17.241,783

8,125,447

1,112,500

2,012,917

17,637,367

41,016,604
3,627,589

38,689

962,995

3,671,334
131,118

32,576,573
8,306

10,976,303

887,295
17,910

24,370
37,800
130,184

819,110
231,715

117,150

6,009,800
216,430
35,021

38,000
2,343,518

68,000
254,880

880

5,415,273
-549,082

-1,044,080

1,321,000

21415,528
-30,ooo

21445,528
3,064,082

89,00o

2,975,082
237,825

3,460,792
212,720

73,050
-25〕 629
350,684

2,800,533

3,334

46,100
-480,722

-39,533

2,502

11,360

3,340
-34,199

-293,208
-41,564

-5,150

-170,659

18,195

2,271
-ll,800

77,720

サー ビス活動費用計 (2 208.466,031 200,040,688 8,425,343

― ビス 1 |― (2) -2,201,183 -2.666.490 465,307

サ
ー

ビ

ス
活

収

　

益

その他のサー ビス活動外収益

受入研修費収益
雑収益

105,610

96,000

9,610

872,384
102,000

770,384

-766,774

-6,000

-760,774

サービス 105,610 872,384 -766,774

20,207 26,694 -6.487
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事業・拠点  [0003:第 2つぼみ囲〕

第2つばみ園拠点区分事業活動計算書

(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

目 当年度決算(A)||
ど習減 (A)一 (B)

動
外
増
減

の
部

費

　

用

支払利息
20,207 26,694 -6,487

20,207 26,694 -6,487
― ビス ヨ言ト

― ビス ,動 外ナ曽減差額 |6)= 85,403 845,690 -760,287

十
-2,115,780 -11820,800 -294,980

経

特
別
増
減

の
部

収

益

費

　

用

拠点区分問繰入金費用

拠点区分問繰入金費用

本部拠点区分繰入⌒ 審 用

11,035,000

11,035,000

11,035, 000

9,774,000
9,774,000
9,774,000

1,261,000

1,261,000

1,261,000

111035,000 9,7741000 11261,000

1
-11,035,000 -9,7741000 -1,261,000

+ 1 |

-13,150,780 -111594,哩 -1,555,980

371076,138 48,687,988 -11,611,800

越

活
動
増
減
差
額

の

1 + 1

1

(7) の

23,925,35e__ 37.093,138 -13,167,780

172.000 155,000 17,000

172,000 1551000 17,000

θ) の 16
287,000 172,000 115,000

】主事業お
287,000 172,000 l15,000

1 1 十 1 + 1 23,8101358 37,076,lE坐 -131265,780

‐99‐



事業・拠点 [ooo4:第 1もず園]

第1もず園拠点区分事業活動計算書
(自 )令不Π3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第2号第4様式

(単位 :円 )

265,206,716

28,482, 105

12,805,937

15,676,168

621,688

36,136,923

33,5431173

2,593,450

199,9661000

199,727,000

239,000

7,674,818
-952,753

-2,8741416

1,921,663
-107,124

-1,726,805
-1,432,225

-294,580

10,461,500

10,472,000
-10,500

50,00o

000

272,881,534

27,529,352

9,931,521

17,597,831

514,564

34,410,l18

32,111,248

2,298,870

210,427,500

210,199,000

223,500

50,000

50,000

障害児施設給付費収益
障害児通所給付費収益
障害児相談支援給付費収益

利用者負担金収益
診療所収益

診療報』‖収益
診療所利用者負担金収益

その他の事業収益
協定料収益
受託事業収益 (公費)

経常経費寄附金収益

― ビス

7 724 8182 931 531 716265

収

益

サービス 1

208,812,109
117,874,557

28,208,529

13,873,000

17,341,723

71872,101

9,469,622
6,356,689
1,201,500

5,155,189

25,157,611

24,911,324
1,403,844

315,946

1,614,203

109,821

584,827

5,543,206
334,135

14,490,215

4,000

44,127

467,000

17,445,499
867,910
33〕 930

72,230

100,640

503,763

664,496

997,571

117,150

9,507,726
229,167

306,896
50,600

3,326,026
377 800

-11,068,624
-6,894,203
-1,518,882

1,277,000
1,079,9o3
-185,766

1,265,669
-2,963,695

44,500
-3,008,195
-21048,747

2,93と ,861
317,729
-59,127

548,939
78,377

37,526

750,046
-3,515

1,212,812
-1,000

174

49,900
582, 171
-29,229
-18,450

-22,060
-15,400
-78,713

660,167

31
-5,150

201,392

66,048
21,944

700

90,185

費

用

197,743,485

110,980,354

26,689,647

15,150,000

18,421,626

7,686,335

10,735,291
3,392,994

1,246,000

2,116,994

23,108,864
27,843,185

1,721,573
256,819

2,163,142

188,198

622,353

6,293,252

330,620

15,703,027

3,000

44,301

467,000

49,900

18,027,670

838,6Sl

15,480

50,170

85,240

425,050

1,324,963

997,602

112,000

9,709,118
295,215

328,840

51,300

3,416,211

377 800

動
　
　
　
増
　
　
　
減

の
　
　
　
　
部

サ

ビ

ス

活

職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入

非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事業費

給食費
医薬品費
診療・療養等材料費
保健術生費
保育材料費
水道光熱費
保険料

賃借料

教育指導費
車輌費
報償費

雑費
事務費

福利厚生費
職員被服費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料

賃借料
租税公課
保守料

人

‐100-



事業・拠点  [0004:第 ともず園]

第 1もず園拠点区分事業活動計算書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至 )令和 4午 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

打年度決算 (3)1士 湧究(A)― (B)

減価償却費

ビ ス

1サ ー ビス

1〕 222,560

1,222,里

289,594

1,222,560

11222,560

-289,594

244,836,900 252.391,492 -7.554,592

281094,634 121815,22生 15,279,410

サ
ー

ビ

ス
活

動

外

増

減

の
部

収

　

益

そ σ) ス

受入研修費収益

― ビス

245,066

55,000

190, 066

1,515,596
45,280

1,470,316

-1,270,530

9,720
-1,280,250

245,066 1,515,59生 -1 270

費

　

用

支払利虐、

支払利息

62,549

62:549

84,050

84,050

-21,501

-21,501

― ビス 5)
62,549 84,050 …21,501

1,431154⊆ -1,249,029
ビ ス 宅残

182,517

+ 28,277,吐 141246,770 14,030,381
経 〒

特

別

増
減

の
部

収

費

　

用

用

拠点区分聞繰入金費用

本部拠点区分線入金費用

その他の特別損失

そ の の

14,510,0001
14,510,000

14,510,000
742,720

742,720

15,059,000
15,0591000
15,059,000

-549,000
-549,000
-549,000

742,720

742,720

15,252,720 15.059,000 193,720

卜別増減差額 (10
-15,252,720 -15,059,00Q_

当 11 十 1
13102414生 -812,230 13,886,661

繰
越

活
動
増
減
差
額

の
都

前 タ 12 )
38,889,950_ 391392,180 -502,230

1 11 + l 51,914,381 38,579,9豊 13,334,431

4
277,000 5871000 -310,000

そ の

277,000 587,0咀 -310,000

379,000 277,000 102,000

379,000 277,000 102,000

2 431
次 歩月繰越活動増減 |

17)=| 十 1 十 5 1 51,812,381_ 38.8891950

‐101‐



事業・拠点  [ooo5:第 2も ず園〕

第2もず園拠点区分事業活動計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

当年度決算 (A) 前年度決算(3) 増 減 ム)― (B)

サ

|

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

収

　

　

益

障害福祉サービス等事業収益

障害児施設給付費収益
障害児通所給付費収益

利用者負担金収益
その他の事業収益

協定料収益

経常経費寄附金収益
経常経費寄附金H又林

286,834,597

186,869,551

186,869,551

2,226,046

97!739,000
97,739,000

150,000

150,000

326,989,336

160,986,101

160,9861101

2,046.235

163,957,000

163,957,000

-40,154,739

25,883,450
25,883,450

179,811
-661218,000
-66,218,000

150

150

000

000

サービス活動収益計 11) 286,984,597 326.989.336 739

費

用

人件費
職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常覚
'J職

員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金

退職給付引当金繰入
法定福利費

事業費
給食費
保健術生費
保育材料費
水道光黙費
保険料

賃借料
教育指導費
車輌費
雑費

事務費
福利厚生費
職員被服費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
賃借料

租税公課
保守料
諸会費
雑費

減価償却費
減価償却費

244,133,809

132,354,206

27,560,141

181604,000

33,281,251

5,666.580
27,614,671

3,459,196
2,447,500

1,011,996

281874,715
68,990,587
6,550,080

6,600

2,318.025

4,557,174
304,824

54,834,767
34,000
73,831

311,286
13,781,141

1,342,009

25,775

26,480
60,640

713,858

731,555
744,567

112,000

5,602,192
707,120

737,802
26,200

2,876,243
75,000

254,880
25 880

226,929,118

117,755,120

25,301,993

16,819,000

36,773,695

5,336,600

31,437,095

3,451,167

2,002,500

1,448,967

261827,843

68,997.303
6,531,853

215,972

1,824,212

4,014,049

304,824

55,922,837

61,436

122,120

13,880,822

1,386,236

29,520

31,980

162,880

544,487

1,169,046

724,243

117,150

5,327,985
752,072

758,563

2S,000
2,775,526

63,000
13,134

254,880

880

17,204,691

141599,086

2,258,148

1,785,000
-3,492,444

329,980
-3,822,424

8,029
445,00o

-436,971

2,046,872
-6,716

18,227
-209,372

493,813

543,125

-1,088,070

34,000

12,395

189, 166
-99,381

-44,227

-3,745

-5,500

-102,240

169,371
-437,491

20,324
-5, 150

274,207
-44,952

-20,761

1,200
100,717

12,000
-13,134

サー ビス活動費用計 十12) 327,160,717 310.062,123 17,098.594
→ ビ ス 1)― (2) -40.176.120 16,927,213 -57,103,333

サ
ー

ビ

収

　

益

その他のサー ビス活動タト収益

受入研修費収益

雑収益

105,001

105,000

1

4,087,988
83,000

4,0041988

-3,982,987

22,000
-4,004・ 987

‐102‐



事業・拠点  [0005:第 2も ず園]

第 2もず園拠点区分事業活動計算書

(自 )令和 3午 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 :円 )

i年度決算(A) 暫減 IA)― (8)

ス
活
動
外
増
減

の
部

サービス 力外収益計 1)
105,001 4.087,988 987

費

　

用

支払利迄、

支払利泡、

20,207

20,207

26,694
26,694

-6,487
-6,487

サービス 20,207 26,694 -6,187

サー ビス活壺 1差額 (6)= 1)― (5 84,794 41061,294 -31976,500

経 ↑
'曽

+
-40,091,326 201988,507 -61.079,333

特
別
増
減

の
部

収

益 特別 1

費

　

用

拠 区分間 入

拠点区分間繰入金費用

点区 用

17,985,000

17,985,000

17,985,OQ些

17,490,000

17,4901000

171490,000

195,000
495,000
495,000

1用 計 (9)
171985,000 17,490,Q吐 495,000

10
-17,985,000 -171490,000 -495 000

l 574 833
当 | 11 10+

-58,076,32壁 3,498,507

繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

日11 12 101,453,885 97,926,37弘 3.527,507

当夢 1 + 431377,559 101,424,885 -58,047,326

14

の
946,000 625,000 321,000

946,000 625,000 321,000

の 1
851,000 596,000 255,000

851,000 5961000 255,000

γ久期繰越活動
'

1 1 )十 (14 十 1 43.472.559 101,453,885 7 981 326

‐103‐



事業・拠点  [0007:お おぞら〕

おおぞら拠点区分事業活動計算書
(自 )令和 3午 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第4様式

(単位 !円 )

当年度決算 | 前年度決算(B)

'曽

M曳 (A)― |8)

サ

|

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

収

　

益

障害福祉サービス等事業収益

その他の事業収益
協定料収益

54,705,000

54,705,000
54,705,000

52,487,000

52,487,000

52.487,000

2,218,000
2,218,000

000

サービス 1 54,705,000 521487,000 218 000

費

用

人件費
職員給料

職員賞与

賞与引当金繰入

非常勤職員給与

非常動職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用

退職共済掛金

退職給付引当金繰入

法定福利費
事業費

水道光熱費
保険料
教育指導費
車輌費

事務費
福利厚生費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
燃料費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料

賃借料

租税公課
保守料

44,872,083
25,935,180
7,491,048
2,488,000

2,238,272

2,238,272
1,330,086

222,500
1,107,586

5,389,502
2,612,493

1,840,089

597,635

138,185

36,584

10,979,131
141,170

55,290

48,400
873,666

7,815

3,351,538
399,266

665,214
3,331,137

91,355

354,763

51761

35,240,552

16,775,631

1,652,133

11769.000

6,097,866

3,8411920

2,255,916

937,073

133,500

803,573

5,008,849
2.337,557

1,679,646

597,430

25,000

35,481

10,755,169

111,360

42,490

521500

1,063,608

8,800

4,008,195

455,172

181,346

2,718,593
13と ,361
335,995

200

2491

9163と ,531
9,159,549
2,838,910

719,00o
-3,859,591
-3,841,920

-17,674

393,013

89,000

304,013

380,653

274,936

160,143

205

113,185

1,103
223,962

29,810

12,800
-4,100

-189,942
-985

-656,957

-55,906

483,868

612,544
-40,006

18,768
-200

14 268

サービス活 |
58.463,707 48,333,278 10,130.429

→トー ビス活動増減鬼 1 -3,758,707 4.153.722 -7,912,429

サ
ー

ビ

ス
活
動
外
増
減

の
部

収

益
その他のサービス活動外収益

雑収益

20,738

20,738

31,135

311135

-10,397
-10,397

サービス 20,738 31,135 -10,397

費

　

　

用

サー ビス活雹

サー ビス 差 額 (6)=(4)一 ( 201738 31,135 -10,397

経 或差額 (7)=(3)+(6 -3,737.969 4,184,857 -7,922,826

特
別
増
減

の

収
益 特別収益計十8)
費

　

用

拠点区分聞繰入金費用
拠点区分間繰入金費用

本部)処点区分繰入金費用

2,430,000
2,430,000

2,430,000

2,430,000
2,430,000

2,430,000
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事業・拠点  [0007:おおぞら]

おおぞら拠点区分事業活動計算書

(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第2号第4様式

(単位 :円 )

勘 家 当年度決算(A) 前年度決算(,ユ_ ,曽 》支(A)― (B)

部
2,430,哩 21430,000

-21430,000 -2,430,0吐

出
〓 11 =(7 十 l

-6.167,969 11754,857 -7,922,826

繰
越

活
動
増
減
差
額

の
部

1
12,873,903 11,132,o生 1,741,857

〕チ (13 =(11)キ 1 61705,934 12,886,903 -6,180,969

コ里gラ 〔金取崩額 | 14

の l
38,000 25,000 13,000

38,000 25,000 13,000
|

の
67,000 38,000 29,000

:

67,000 38,000 29,000

蟄帯 差 額 1 十 1 十 16 61676,934 12,873,903 -6.1961969

‐105‐



事業・拠点  [0008:健 康福祉プラザ]

健康福祉プラザ拠点区分事業活動計算書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第 4様式

(単位 :円 )

9,276,117
-1,937.149
-1,937,119

-583,441
-12,610

11,809,320

111862,920
-53 600

450,573,531
37,474,685
37,174,685
4,053,146

13,640

409,0321060
403,843,000

060

459,819,648
35,537.536

35j537,536

3,469,702

1,030

4201841,380
420,705,920

460

自立支援給付費収益
訓練等給付費収益

利用者負担金収益
特定費用収益
その他の事業収益

協定料収益

ス

の (7)

l179531

収

　

　

益

648サービス

450,O16
-642,388

1,3231000

4,226,752
-65,200

4,291,952

2,523,458
-133,500

2,656,958

521,699

11,618,073
-541,261

-86,327

-226,386

12,523,146

30,580
-17,480

11,000
-15,342

28,146
-58,003

3,433,782
-83,195

-10,454

-36,340

25,410

823,994

151400

926,724

375,855
-214,732

113,230
-164,017

-5,774

25,713

2,450

134,754

1,504,764

8,40 537

-1 655

-200,481

-200,481
-11,655

153j555,082
81,012,372

19,703,552

10,017,000

20,364,837
6,070,100
14,294,737

3・ 955,162
1,780,000

2,175,162
181502i159

421026,496
920,313
174,806

と,145,220
55,000

287,847
125,305

1,287,702
243,834,806

572,900
10,454

174,540

3,663,089
1,810,785
11058,074

35,248,304
1,167,052

141,134
2,501,519

53,000
10,846,330

185,2291521
39,200

804,622
804,622
14,655

655

161,960,619

81,462,388
19,061,164

11,340,000

24,591,589

6,004,900

18,586.689

6,178,620

1,646:500

4,832,120

19,026,858

53,644,569

379,052
88,479

654,196
49,672,867

30,580

1,127,740

66,000

242.505

153,451

1,229,699

247,268,588
489,705

138j200

60,770

2,107,538
15,400

1,589,813
2,186,640

843,342
35,361,534
1,003,035

135,360

2,527,232
55,450

101981,084

186,734,285

39,200

604,141

604,141

職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常

“

ザ〕職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事業費

給食費
保健術生費
教養娯楽費
水道光獄ヽ費
消耗器具備品費
保険料
貨借料
教育指導費
車輌費
報使費

事務費
福利厚生費
職員被服費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
印刷靭本費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
保険料
賃借料
租税公課
保守料
配分金
諸会費

減価償却費
滅価償却費

徴収不能額

人

不
23 242 256661

費

用

46 477 917ス

66 139628 2 0 337 870

サ

活

　

　

　

動

減

部

|

ビ

ス

増

― ビス

-106‐



事業・拠点  [0008:健康福祉プラザ〕

健康福祉プラザ拠点区分事業活動計算書

(自 )令希Π3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

第 2号第 4様式

(単位 :円 )

ヨ 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)― (B)

サ
ー

ビ

ス
活
動
外
増
減

の
部

収

　

益

の他のサー ビス

受入研 ,多費収益

講師派造収益

117,400

100,400

47,000

589,900

33,240

10,000

546, 660

-412,500

67,160
-10,000

-199.660

ス
147,400 589,900 -142.500

費

　

用

サー ビス

ス 4)一 147,400 589,900 -442,500

経 宇,増 +
-3,480,86生 10,927,770 -11,4081639

特
別
増
減

の
部

収

益 特男嘔II又 荘干i

費

　

用

拠点区分間繰入金費用
用

2,6981000
2,698,000
2,698,09生

2,792,000
2,7921000
2.792,000

-94,000
-94,000
-94,000

特卿1費用 i

2.6981000 2,7921000 -94,000

1
-2,698,000 -2,792,000 94.000

工
〓 11 十

-6,178,869 8,135,趾 -14,3141639

繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

言Fr, 41,172,94Q_ 32,917,170 8,255,770

十 341994,071 41,052,940 -6,058,869

1

1
380,000 120,000 260j000

ヨ 380,000 120,000 260.000

次 1差客質(17)= キ + 1 35,374,071 41,172,940 -5,798,869

‐107-



社会福祉法人名 社会福祉法人 ナ′卜市社会福祉事業団

事業・拠点  [1000:堺 市社会福社事業団]

貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第 1様式

(単位 :円 )

Ｐ
Ｏ
∞

市

ナ曽   減

30.563.421
23,282,079

-2SO,877

43,679

181,140
68,255
18,600

94,235
-21,600

7,329,000
-3,993,369
-4,096,230

102,861

26.570,052

の

274,000
-380,000

-76,170,877
-76,170,877
-92,998,987

-106,000

-76,276,877

-49,706,825

前年度 末

131,604.172
53,352,827

2,263,314
4,111,556

6.656,975
1,401,932
2,617,300
2,637,243

64,500
64,655,000
91.345,222
10,045,955

81.299.267
222,949,394

5,000,000

5,000,000

120,955,000

686,000
37,000,000
81,000,000

1,889】 000

380,000

689,505,762
689,505,762
16.722,1ユ 0

815,460,762

1,038,410,156

の

年度末
162,167,593
77,134,906

2,012,437
4,155,235

6,838,115
1,470,187
2,636,400

2,731,528

42,900

71.984,000
87,351,853
5,949,725

81,402,123
249.5191446

613,334,885
613,334,885
-76,276,877

5,000,000

5,000,000

120,849,000

686,000
37,000,000

81,000,000

2,163,000

739,183,885

33

事業未払金

その他の来払金
1年以内返済予定 リース債務

職員預 り金

源泉所得税預 り金

住民税預 り金

社会保険料預 り金

前受金

賞与引当金

定負笹

リース債務

退職給付引当金

十

基本企

基本金

その他の積立金

設備整備積立金

法人運営積立金

経営安定化積立金

自主事業頼立金

事業研究積立金

次期繰越活動増減差額

次翔繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減葬須 )

計

こ産の都合計

部合藍の |

F

の

増   減

-44,393,205

11,643,121

38,270
309

24,014,529
-12,409,987
-54,849,327

-4,925,529
-ll,037,545

-38,886,253
-5,823

-888,501

-292,675
-5,313,620

-5,313,620

-696,244

-37,769

-4,099,198
-477,270

102,861

274,000
-380,000

-49,706,825

前年度末

803,432,622
662,629,597

107,900

268,717

649,842,993

12,409,987

127,853,248

14,650,086

64,973,121

48,230,041
5,823

9,980,316

2,963,638

234,977,534

5,000,000
5,000,000

229,977,534

2,668,941

9,892,892
13,884,604

1,276,830

81】 299,267

686,000

37,000,000
81,000,000
1,389,000

380,000

1.038,4101156

当年度末

759,039,417
674,272,718

146,170

269,026

673,857,522

73,003,921

9,724,557

53,935,576

9,343,788

9,091,815

2,670,963

2291663,914

5,000,000

5,000,000

224,663,914

1,972,697

9,855,123
9,785,406

799,560

81,402,128

686,000

37,000,000
81,000,000
2,163,000

988.703,331

流動資産

現金預金

現金

小日現金

普通預金

定期預金

事業未収金

診療所利用料未収金

通所利用料未収金

その他の事業未収金

未収金
立替金

定期預金        __
の固定資産

器具及び備品

有形 ノース資産

ンフ トウエア

退職給付引当資産

設備整備積立資産

法人運営積立資産

経営安定化積立資産

自主事業積立資産

事

産 の



貸借対照表内訳表
令和 4年 3月 31日 現在

第3号第3様式

(単位 :円 )

2つぼみ囲 I l 12平】J革 囲
議91 定  キ 87,418,957

68 57,246,380 84,591,31

40,523,957
1,430

311087

401491,440

16,603,490

1615441534

53,956

l18,933

74,740,589

41,606

74,698,983

9,538,067

1,678,724

4,798,387
60,956

312,714

62,859,582

48.500

62,811,032

21,288,888

24,2791261

9,627

270,487

746

現企子ヌ金

現金
小口現金
普通預金

事業未収金
診療所利用料未収金
通所利用料未収金
その他の事業未収企

立替金
前払金
拠点区分問貸付企

本部拠点区分貸付金

第 1つぽみ園拠点区分貸付金

第 2つ ばみ囲拠点区分貸付金

第 1も
'4圏

拠点区分貸付金

第 2も ず囲拠点区分貸付金
おおぞら拠点区分貸付金
,と康福祉 7'ラチ'拠点区分貸付金

336,000,714

49,010

335195と ,704

412.935

65,268,089

10,721,719

8,999,830

12,237,117

151345,734

2,825,839

15,137,850

80,563,

26,838

80,536,347

7,812,342

5,045,333

2.684,677
81,832

237,018

000

の l 829 l 523.991 13,15916聖 28,334,849 16,016,746

車輌理搬具
器具及び俯品

有形 リース資産
ンフ トウェア
退職給付引当資産
設備整備概立資産
法人運営樹立資産
経営安定化科I立資産
自主事業徹立資産

11972,696
9,290.230

51280,000
799,560

4,753,313

37,000,000

81.000,000

615,958

10,286,036
343.000

279.000

615,962

1119131657
343,000

287.000

2,657,524

25,298,325

379,000

615,962 1

14,279,784

l,151,000

13,25Q,293 33.673,872 950 41,184.243

その他の未払金
1年以内返済予定リース債務
職員預り金

源泉所得税預り企

住民税預 り金
社会保険料預り金

前受金
拠点区分間借入金

本部拠点区分借入金
おおぞら拠点区分借入金

金

1,746,884

2,140,849

6,838,115

t.470.187

2,686,400

2,731,528

5,145

5,445

2,519,000

17.581,812

258,607

10,721,719

10,721,719

10,545,00曽

13,077,429

258,613

81

8,

999, 830

S30990,

ll.338,000

556

1,238,553

12,237

12,237

l17

117

000

9,975,901

258.613

15,345,734

15,345,734

000

143 12,291,769 26.784・

378,l12

11,913.657

11486.287

25,29Si 325

378,112

14,279,784― ス 3,329,107

1,753,343

負償の モヽlg十 21,3豊 型 49 l 15,965,641 60,734,豊ユ

基本金
基本金

その他の積立金
設備整備積立金
法人運営積立金
経営安定化

'1立

企
自主事業積立金

次期繰越活動増減差額
次期繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減差額)

5,000,000

5.000,000

1181000,000

37,000,000
81,0001000

402,144,824
402,411,824

2,034,117

622,000

343,000

279,000

49,743,753

491743,758
76 481

6301000

343,000

287.000

23,810,358

23,810,358
-13,1501780

379,000

379,000
511812,381

51,812,381

3819

1,151,000

li 151,000

43,472,559

43,172,559

559

産の都合計 546.777,567 100,137,039 70.105,999 112 219 103.465,703

109



貸借対照表内訳表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第 3様式

(単位 :円 )

働 厄 科 置 お おて ら  I 福 祉 プ ラ ザ 内 部 取 引 Υ向去 事 業 区 分 合 計

而 動資産 19,587.607 85,173.854 -65 273 534 759,039.417

男金預金

現企
小日現金
普通預金

事業未収金
診療所利用料未収金
通所利用料未収金
その他の事業未収金

立誉金
前払金
拠点区分問貸付金

本部拠点区分貸付金
第 1つぼみ岡拠

`魚
区分貸付企

第 2つ ぼみ園拠点区分貸付金
第 1もず園拠点区分貸付金
第 2も ず蠅拠点区分貸付金
おおぞら拠点区分貸付金
雄t康福社7'テサ'拠点区分貸付金

18,945,171

45,754

18,899,717

11,265

4と ,265

595,l126

5.115

5,445

60,63S,720

141,740

26.231

60,467,749

14,719,869

5,62S,717

9,091,152

9,091,815

723,450
-65,273,531

-5,145

-10,721,719

-8,999,830

-121237.117

-15,345,734

-2,825,S39

-15,137,850

6741272,7と 8

116,170

2691026

673,857,522

73,003,921

9,724.557

53,935,576

9,343,788

9,091,815

2,670,963

固定資産 2,757.768 12 745.109 229 663 914

基本財 歴 5,0001000

定チ切預金 5 000.000

その f巳 の 固 定Fr産 2.757.763 121745,109 221.663.914

頚輌運

“

投具
器具及び備品
有形 ツース資産
ノフ トウェア
退職給付引当資産
設備整備積立資産
法人運営叡立資産
経営安定化積立資産
自主事業,l立資産

21690,768

67,000

l

564,893

12.180,215

l,972,697

9,855,123
9,785,406

799,560

81,402,128
686,000

37,000,000

81,000,000
2,163.000

資産の都合計 221345,37S 97.918.963 -651273.534 988.703.331

流 動 負 領 12.9101673 50,364,677 -65.273.534 162.167,593

事業未払金
その他の未払金
1年以内返済予定リース債務
撃哉員預 り金

源泉所得税預り金
とと民税預り金
社会保険料預り金

前受金
拠点区分問借入金

本部拠点区分借入金
おおぞら拠点区分借入金

賞与引当金

7.596,834

2,825,839

21825,839

2.4881000

21,831,490

21012,437

42,900

15,137,850

15,137,850

11,340,000

-65,2731534

-65,268,089
-5,145

77,134,906

2,012,437

4,155,235
6,83S,115
1,470,187

2,636,400
2,731,528

42,900

71,984,000

固定負債 2,690,768 12,180.215 87.351,853

ツース質オ秀
退職給付引当金 2,690,768 12.1801215

5,949,725
81,102,128

負債の部合計 15,601,441 62 544.892 -65,2731534 249 519.446

基本金
基本金

その他の積立金
設備整備積立企
法人運営積立金
経皆安定化積立企
白主事業積立金

次
'切

繰越活動増減差額
次期繰越活動増減差額
(う ち当翔活動増減差額)

67,000

67,000
6,676,934

6.676,934
-6.167,969

35,374,071

35,374,071
-6 178.869

5,000,000
5,000,000

120,849,000

686,000
37,000,000
81,000,000
2,163,000

613,334,885
613,334,885
-76 276.877

浄し資産の都合計 6,743,934 35,374,071 739,183,885

負償及び純資産の都合計 22,345,375 97.918.963 -65,273.534 988 703.331

‐110‐



別紙 1

計 圭
日 I る注記

(法人全体)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

車両運搬具、器具及び備品、ンフトウエア

定額法による。

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を春とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

衛便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福社医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及び対

応する社会保険料の額を計上 している。

2.法人で採用する退職給付制度

独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 している。

3.法人が作成する計算書類等と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになつている。

(1)法人全体の計算書類 (第 1号第 1様式、第 2号第 1様式、第 3号第 1様式)

(2)社会福祉事業における拠点区分別内訳表 (第 1号第 3様式、第 2号第 3様式、第 3号第 3様式)

(3)事業区分別内訳表並びに公益事業及び収益事業における拠点区分別内訳表は事業区分が社会福祉事業のみの

ため省略する。

(4)各拠点区分におけるサービス区分の内容

① 法人本部拠点区分

② 第1つぽみ園拠点区分

ア 児童発達支援事業サービス区分

③ 第2つばみ園拠点区分

ア 児童発達支援事業サービス区分

④ 第1も ず園拠点区分

ア 児童発達支援事業サービス区分

イ 障害児相談支援事業サービス区分

⑤ 第2も ず園拠点区分

ア 児童発達支援事業サービス区分

⑦ おおぞら拠点区分

③ 健康福祉プラザ拠点区分

‐
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ア 身体障害者福祉センター事業サービス区分

イ 障害福祉サービス事業サービス区分

4.基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとお りである。

(単位 :円 )

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000

△
計 5,000,000 0 0 5,000,000

5.基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別樹立金の取崩 し

該当な し

6.担保に供 している資産

該当なし

7.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとお りである。

(単位 :円 )

8.満 期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該 当な し

9.関連当事者 との取引の内容

該当なし

10.重 要な偶発債務

該当なし

11.重 要な後発事象

該当なし

取得価額 減価償却

果計額

当期末残高

車両運搬具

器具及び備品

有形 リース資産

3,108,869

39,432,181

20,496,000

1,136,172

29,577,058

10,710,594

l:972,697

9,855,123

9,785,406

△
計 631037,050 41,423,824 21,613,226
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12.合 併及び事業の譲渡若 しくは事業の譲受け

該当なし

13。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負横及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

リース取引に関する注記

所有権移転タトファイナンス・ヅース取引

リース資産の内容 (有形 リース資産)

事業運営用サーパ機器一式、及び医事システムー式である
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社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

事業・拠点  [00011法 人本部]

法人本部拠′点区分貸借対照表
令和 1年 3月 31日 現在

第 3号第 4様式

(単位 :円 )

，

Ｐ
牌
ド

‐

の

ナ曽    減
580.340

-417,007

60,762
181,140

68,255
18,600
94,285
5,445
5,445

750,000
-934.222

-2,140,849

1.156.627
-403.882

の

2,034,117

2,034,117
-4,911,640

2,034,117

1,630,235

前年 度 末

12.669,953
2,163,891

2,080,087
6,656,975

1,401,932
2,617,800
2,637,243

1,769,000

9,066,672
5,469,956

3,596,716

21,736,625

5,000,000
5,000,000

118,000,000
37,000,000

81,000,000

400,410,707
400,410,707

6,945,757

523.410,707

545,147,332

当年 度 末

13,250,293
1,746,884

2,140,849
6,838,115

1,470,187
2,636,400
2,731,528

5,445

5,445

2,519,000

8,082,450
3,329,107

1,753,343
21.332,743

5,000,000

5,000,000
118,000,000
37,000,000

81,000,000

402,444,824
402,444,824

2,034,117

525,444,824

546,777,567

流 コl力 負 1賛

事業未払金

1年以内返済予定 リース債務

職員預 り金

源泉所得税預 り金

住民税予貝り金

社会保険料預 り金

拠点区分問借入金

おおぞ ら拠点区分借入金

賞与引当金

固定負償

ツース債務

退職給付引当金

負債の音L合計

浄[

基本企

基本金

その他の積立金

法人運営積立金

経営安定化積立金

次翔繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減差額 )

産の部合計

び純資産の部食三と_負債及

の

増   減

3,192,750
5,480,159

-690

17,890,836
-12,409,987

-2,287,409
-1,222,319

-1,593,020

-2,210,238

-619,387

279,695

3,077,860
-1,562,515

-1,562,515
-696,244

471,332
-2,112,000

-382,230

1,156,627

1,630,235

前年度末

398,488,988
330,520,555

49,700
318,060,868

12,409,987

412,935
67,555,498

11,944,038
10,592,850

14,447,355

15j965,121

2,546,144

12,059.990

146.658.344
5,000,000

5,000.000

141,658,344
2,668,940

8,818,898

7,392,000

1,181,790

3,596,716
37,000,000

81,000,000

545,147,332

当年度末

401.681.738
336,000,714

49,010
335,951,704

412,935
65,268,089

10,721,719
8,999,830

12,237,117

15,345,734
2,825,839

15,137,850
145,095,829

5,000,000
5.000,000

140.095,829
1,972,696
9,290,230

5,280,000

799,560

4,753,343
37,000,000

81,000,000

546,777,567

流動資産

小口現金

普通預金

定期預金

前払金

拠点区分問貸付金

第 1つぼみ園拠点区分貸付金

第 2つ ぼみ園拠点区分貸付金

第 1もず園拠点区分貸付金

第 2も ず園拠点区分貸付金

おおぞら拠点区分貸付金

ラナ
゛
拠点

定期預金         __
その他の固定資産

器具及び備品

有形リース資産

ンフ トウエア

退職給付引当資産

法人運営積立資産

定



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福社事業団

事業・拠点 [0002:第 1つぼみ園]

第1つぼみ園拠′煮区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第4様式

(単位 :円 )

‐
岸
Ｐ
９

‐

の

208 646 9 898 492

10,960,159 1
6,652

-1,222,319
-1,222,319

154,000
-6,044,147

-258,607
-5,785,540

3,854,345

の

123,000 1

123,000
-7,884,481
-7,884,481

-16,555, 730
-7,761,4壁上
-3,907,!36

6,621,653
251,955

11,944,038
11,944,038

10,391,000

16,708,290

686,714
16,071,576
451916,986

499,000

343,000

156,000

57,628,239

57,628,239

8,794,249

58,127,239

104,044,175

17,581,8121
258,607

10,721,719

10,721,719

10,545,000

10,664,143
378,107

10,286,036

49,771,281

622,000

343,000

279,000

49,743,758

49,743,758
-7,761, 481

50,365,7o生

100,137,9&9_

事業未
1年以内返済予定リース債務

拠点区分間借入金

本部拠点区分借入金

与 号 金

リース

退職給付引当金

その他の 立 金

設備整備積立金

自主事業積立金

次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

ち

の

の

の

16,679,288
9,755

16,669,533
-14,654,524
-2,990,029

-613,743

-11,050,752
-14,482

-5,917,418

-5,917,418

-254,878

-5,785,540

123,000

907 186

63,884,397

17,083

63,867,314

22,466,866

8,035,862

3,298,420

11,132,584
251,500

17,441,412

17,441,412
870,836

16,071,576

343,000

156,000

Ю4,044,1■

80,563,686

26,838

80,536,847

7,812,342

5,045,833

2,684,677

81,882

237,018

11,523,994

11,523,994
615,958

10,286,036

343,000

279,000

100,137!039

有形リース資産

退職給付引当資産

設備整備積立資産

自主事業積立資産

小日現金

普通預金

事業未収金

診療所利用料未収金

通所利用料未収全

その他の事業未収金



社会福祉法人名 社会福祉法人 すが「市社会福祉事業団

事業・拠点  [0003:第 2つぼみ園]

第 2つばみ園拠′煮区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第4様式

(単位 :円 )

，

干
μ
ω

・

の

増   減

5,652,229
5,917,589

6,660
-1,593,020
-1,598,020

1,321,000
-1,581,603

-258,613
-1,322,990

4,070,626
の

115,000

115,000
-13,265,780
-13,265,780
-1,555,980

-13,150,780
-9,080,154

前年 度 末

28,021,643
7,159,840

251,953

10,592,850

10,592,850

10.017,000

13,873,372

636,725

13.236.647

41,895,015

515,000

343,000

172,000

37,076,138
37,076,138

-11,594,800

37,591,138

79,486,153

当年 度 末

33,673,872

13,077,429
258,613

8,999,830

8,999,830

11,338,000

12,291.769

378,112

11,913,657

451965,641

630,000

348,000

287,000

23,810,358

23,810,358
-13,150,780

24,440,358

70,405,999

〔

事業未払金
1年メ内返済予定 リース償務

拠′点区分間借入金

本都拠点区分借入金

賞与引当金

r

リース債務
退職給付引当金

その他の積立金

設備整備積立金

自主事業積立金

次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減差額)____

責及び純資産の都合計

流 動 負́′

固定負1

ε

産   の

増   減

-7,617,284

1,548,998
1,430

-16,883

1,564,451
-9,144,019

-4,001,290

-5,142,729

-22,263

-1,462,870

-1,462,870
-254,880

-1,322,990

115,000

-9,080,154

前年度末

64,863,664

38,974,959

47,970

38,926,989

25,747,509

20,545,824

5,201,685

141,196

14,622,489

14,622,489

870,842

13,286,647

343,000

172,000

791486,153

当年 度 末

57,246,380

40,523,957
1,430

31,087

40,491,440

16,603,490

16,544,534

58,956

118,933

13,159,619

13,159,619
615,962

11,913,657

343,000

287,000

70,405,999

と産

現金預全

現金

小日現企

普通預金

事業未収金

通所利用料未収金

その他の事業未収金

前払金
と,自雪

その他の固定資産

有形 リース資産

退職給付引当資産

設備整備積立資産

自主事業積立資産

の

流 動

固定

`



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

事業・拠点 [0004:第 1も ず園〕

第 1もず園拠v点 区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第4様式

(単位 :円 )

・
μ
岸
Ｎ
‐

623
-2,522,330

-37,055
-2,210,238
-2,210,238

1,277,000
51,435

-1,179,548

1,230,983

の 60 838 64 176 026 -3 441 188

の

379,000

379,000

51,812,381

51,812,381

277,000

277,000

38,889,950

38,889,959

102,000

102,000

12,922,431

12,922,431

その他 金

自主事業積立金

次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

うち 13 024 431 -81 230 l 836 661

の 52 191 381 3 950 1 431

9,583,243

37 849

7,846,886
1,275,608

14,447,355

14,447,355
13,873,000

26,733,177

2,665,835

24,067,342

103,342,9τ Q_

当

33 950 226

5,324,556
1,238,553

12,237,117
12,237,117
15,150,000

26,784,612

1,486,287

25,298,32生

112,926,219

1年以内返済予定 リース債務

拠点区分間借入金

本部拠点区分借入金

当金

固

リース 務

金

債 産の 計

の

増  減

9,472,820

22,054,592
-2,752

22,057,344
-12,562,366
-1,935,500

80,957
-10,707,823

-1,500

-17 906

110,423

110,423
-1,222,560

1,230,983

102,000

2439,58

前年度末
75,118,550

52,685,997

44,358

52,641,639

22,100,433
6,614,224

4,717,430

10,768,779
1,500

330,620

28,224,42生

28,224,426

3,880,084

24,067,342
277,000

103 976

当年度末

74,740,589

41,606

74,698,983

9,538,067

4,678,724

4,798,387

60,956

312,714

28 849

849
の の

ジーヌ 2,657,524

25,298,325

379,000
退職給付引当資産

自主事業積立資産

計 112 926 219

小口現金

普通預金

事業未収全

診療所利用料未収金

通所和」用料未収金

その他の事業未収金

未収金

前払金



社会福社法人名 社会福祉法人 ナガド市社会福祉事業団

事業・挫点  [0005:第 2も ず因]

第 2もず園拠υ点区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第 4様式

(単位 :円 )

‐

岸
岸
∞

・

ヽ

チ曽    減
141.484

-1,030,789

6,660
-619,387
-619,387

1,785,000
2.084,875
-258,613

2,343,488
2.226.359

の

-95,000
-95,000

-57,981,326
-57,981,326
-61,574,833

-58,076,326

-55,349,967

前年度末

44.042.764

11,006,690
251,953

15,965,121
15,965,121
16.819,000
121573,021

686,725

11,936,296
56,615,785

1,246,000
1,246,000

101,453,885

101,453,885
3,498,507

102,699,885
159.315,670

の

当年度末

44,184,248

9,975,901
258,613

15,345,734
15,345,734
18.604.000

14,657,896
378,112

141279,784
58.842.144

1,151,000
1,151,000

43,472,559

43,472,559
-58.076,326

44.623.559

1031465,703

流動負債

事業未払金
1年以内返済予定 ツース償務

拠点区分問借入金

本部拠点区分借入金

賞与引当金

固定負債

リース債務

退職給付引当金
負債の都合計

その他の頼立金

自主事業積立金

次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減差額 )

純資産の部合計  __
負債及び純資産の都合計

:L

増  減
-57.843.575

-42,682,683

3,460
-42,686,143
-15,112,154
-5,199,251

-9,921,903
-4,323

-44,415

1,993,608

1,993,608
-254,880

2,343,488
-95,000

-55,849,967

前年度末

145,262,532

105,542,265
45,040

105,497,225
39,401,042
29,469,512

9,931,530
4,323

314,902

14,053,138
14,053,138

870,842

11,936,296

1,246,000

159,315,670

の

当年度末

871418.957

270,487

62,859,582
48,500

62,811,082
24,288,888
24,279,261

9,627

16,046,746

16,046,746
615,962

14,279,784

1,151,000

103,465,703

流動資産

小口現金

普通預金

事業未収金

通所和J用料未収金

その他の事業未収金

未収金

その他の固定資産

形 リース 産

退職給付引当資産

自主事業積立資産



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

事業・拠点  [0007:お おぞら〕

おおぞら拠′点区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第4様式

(単位 :円 )

・
μ
岸
Φ

‐

郡

増   減

7,302,486
6,303,791

279,695

279,695
719,000

-2,705,唖
-2,705,056

4,597,430

の

29,000
29,000

-6,196,969
-6,196,969

-7,922,826
-6,167,969

-1,570,539

前年度末

1,293,043
2,546,144

2,546,144
1,769,000
5,395,824
5,395,824_
11,004,011_

38,000 1

38,000

12,873,903
12,873,903
1,754,851_

12,911,903
23,915,914

負 債 の i

末

12 91 673

7,596,834
2,825,839

2,825,839
2,488,000
2,690,768
2,690,768

15,601,441

67,000
67,000

6,676,934

6,676,934
-61167,969

6,743,934

22 345 375

事業未払金

拠点区分間借入金

本部処点区分借入金

金

当金

計負債の

そ の

自主事業積立金

次期繰越活動増減差額

次期繰越活動増減差額

ち 当

σ♪

の

増  減

1,061,016
-4,246

1,065,262

41,265

41,265
-2,209

5,445

5,445
-2,676,056

-2,676,056
-2,705,056

29,000

-1,570,539_

前年度末

18,482,090
と7,884,455

50,000

17,834,455

597,635

5,4331824

5,433,8牲
5,395,824

38,000

23,915,吐

の

年度末

19,587,607
18,945,471

45,754

18,899,717
41,265

41,265
595,426

5,445

5,445
|

2,757,768

の 資 757 768

当資 2,690,768
67,000

自主事業積立資産

22 345 375

小日現金

普通預金

事業未収金

その他の事業未収金

前払金

拠点区分間貸付金



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福れと事業団

事業 `拠点 [0008:健 康福祉プラザ]

健康福祉プラザ拠点区分貸借対照表
令和 4年 3月 31日 現在

第 3号第 4様式

(単位 :円 )

‐

Ｐ
Ｎ
Ｏ

‥

:Б

増  減

8.199,049

4,070,666
-250,877

-21,600

3,077,860

3,077,860

1,323,000

5,185,349

5,185,349

13,384,398

-380,000
-380,000

-5,798,869

-5,798,869

-14,314,639
-61178,869

7,205,529

前年麿末

42.165.628

17,760,824
2,263,314

64,500

12,059,990

12,059,990

10,017,000

6.994.866

6,994,866

49,160,494

380,000
380,000

41,172,940

41,172,940

8,135,770

41,552,940

90,713,434

の

当年度末

50,364,677

21,831,490
2,012,437

42,900

15,137,850

15,137,850

11,340,000

12,180,215

12,180,215

62,544,892
の

35,374,071

35,374,071
-6,178,869

35,374,071

97.918,963

流助負債

事業未払金
その他の未払金

前受金

拠点区分問借入金

本部υとし点区分借入金

賞与引当金

固定負債

退職給付引当金

負債の都合計

和

その他の積立金

事業研究積立金

次期繰越活動増滅差額

次期繰越活動増減差額

(う ち当期活動増減差額 )

償

の

増   減

3.004,321

7,501,7Sl
36,840

11,665

7,453,246
-3,417,529

-1,313,218

-2,104,311

-888,501

-191,400

4,201,208

4.201,208

-509,101

-95,040

5,185,349
-380,000

7,205,529

前年度末

82,169,533

53,136,969
107,900

14,566

53,014,503

18,137,398

6,941,935

11,195,463

9,980,316

914,850

8,543,901

8,543`901
l

l,073,994

95,040

6,994,866

380,000

90,713,434

当年度末

85,173,854

60,638,720
144,740

26,231

60,467,749
14,719,869

5,628,717

9,091,152

9,091,815

723,450

12,745,109

12,745,109
1

564,893

12,180,215

97,918,963

流動資産

現金預金

現金

小 口現金

普通預金

事業未収金

通所利用料未収金

その他の事業未収金

立替金

前払

の固定資産

器具及び備品

ソフ トウェア

退職給付引当資産

産



別紙 2

計算書類に対する注記

(法人本部)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

車両運搬具、器具及び備品、ソフトウェア

定額法による。

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2 .採用す る退職綸付制度

独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 してい る。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)法人木都拠点計算書類 (第 1号第 4様式、第2号第4様式、第 3号第4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準月可紙 3(①))はサービス区分が 1つのil処 点区分のため省H各する。

4.基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位 :円 )

5.基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000

△ 計 5,000,000 0 0 5,000,000

該当な し
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6。 担保に供 している資産

該当なし

7.有形固定資産の取得価額、減価償去口累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償去,累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8.満期保有 目的の債券の内訳並びにll長簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9。 重要な後発事象

該当な し

10。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

リース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容 (有形リース資産 )

事業運営用サーバ機器一式である

取得価額 減価償却

累計額

当期末残高

車両運搬具

器具及び備品

有形 リース資産

2,784,980

30,963,810

10,560,000

812,284

21,673,580

5,280,000

1,972,696

9,290,230

5,280,000

八
ロ 計 44,308,790 27,765,864 16,542,926
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別紙 2

(第 1つぼみ園拠点区分)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の兄積額のうち当該会計年度までに負担すべ

=額

及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2.採用す る退職給付制度

独立行政法人福祉医療機樹の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 してい る。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)第 1つばみ園拠点計算書類 (第 1号第4様式、第 2号第 4様式、第 3号第 4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 3(①))はサービス区分が 1つの拠点区分のため省‖各する。

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

5 基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩 し

該当な し

6.担保に供 している資産

該当なし

ア
」
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7.有形固定資産の取得価額、減価償去「累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8.満期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当な し

9.重要な後発事象

該当な し

10。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態 を明らかにするために必要な事項

(1)リ ース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容 (有形リース資産 )

事業運営用サーバ機器一式である

取得価額 減価償去,

累計額

当期末残高

有形 リース資産 1,274,392 658,434 615,958

△
口 副

‐ 1,274,392 658,434 615,958
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別紙 2

(第 2つばみ園1'左L点区分)

1,重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給須から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2.採用す る退職給付制度

独立行政法人福祉医療機柑の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採 用 してい る。

3.拠点が作成する計算書類等とサー ビス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)第2つぼみ国拠点計算書類 (第 1号第4様式、第 2号第 4様式、第 3号第 4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準月∬紙 3(①))はサービス区分が 1つの拠点区分のため省略する。

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

5 基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩 し

該 当な し

6.担保に供 している資産

該当なし
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取得価額 減価償却

累計額

当期末残高

有形 リース資産 1,274,402 658,440 615,962

△
ロ 計 1,274,402 658,440 615,962

7.有形固定資産の取得価額、減価償去,累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8.満期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし          t

9.重要な後発事象

該当なし

10。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態 を明らかにするために必要な事項

リース取引に関する注記

所有権移転タトファイナンス・リース取引

リース資産の内容 (有形リース資産)

事業運営用サーバ機器一式である

‐126‐



別紙 2

言寸
お る 記ヒ

(第 1も ず園拠点区分 )

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2 .採用す る退職給付制度

独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 してい る。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)第 1も ず園拠点計算書類 (第 1号第 4様式、第 2号第 4様式、第 3号第 4様式)

(2)拠点区分資金収支明細菩 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 3(①))

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

5,基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩 し

該当な し

6.担保に供 している資産

該当なし
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取得価額 減価償却

累計額

当期末残高

有形 リース資産 6,112,804 8,455,280 2,657,524

△
ロ 計 6,112,804 3,455,280 2,657,524

7。 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8.満期保有 目的の債券の内訳並びに1辰簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9.重要な後発事象

該当なし

10,そ の他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態 を明らかにするために必要な事項

(1)リ ース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容 (有形リース資産 )

事業運営用サーバ機器一式、及び医事システムー式である
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別紙 2

|こ

(第 2も ず園拠点区分)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

有形 リース資産

デース翔間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職貝退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2 採用J~る 退職給付制度

独立行政法人福祉医療機特の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 している。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)第2も ず園拠点計算書類(第 1号第4様式、第 2号第 4様式、第 3号第4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 3(①))はサービス区分が 1つの拠点区分のため省略する。

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

5.基本金又は固定資産の売去,若 しくは処分に係る国庫補助金等特別不貢立金の取崩 し

該当な し

6.担保 に供 している資産

該当な し
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取得価額 減価償却

累計額

当期末残高

有形 リース資産 1,274,402 658,440 615,962

△
口

“ユ
ロ 1,274,402 658,440 615,962

7,有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8.満期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9.重要な後発事象

該当な し

10。 その他社会福祉法人の資金収支及 び純資産増減の状況並びに資産、負債及び

純資産の状態 を明らかにするために必要な事項

(1)り rス取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース資産の内容 (有形リース資産 )

事業運営用サーバ機器一式である
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別紙 2

に

(おおぞら拠点区分)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

器具及び備品

定額法による。

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を春とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

鰤便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2.採用す る退職給付制度

独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 している。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)お おぞら拠点計算書類(第 1号第 4様式、第2号第 4様式、第 3号第4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 3(①))はサービス区分が 1つの拠点区分のため省略する。

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

5.基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当な し

6.担保に供 している資産

該当なし
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7。 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとお りである。

該当なし

8。 満期保有 目的の債券の内訳並びにI限締価額、時価及び評価損益

該当なし

9。 重要な後発事象

該当なし

10。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負イ費及び

純資産の状態を明らかにするために必要な事項

該当なし
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別紙 2

計算書類に対する注記

(健康福祉プラザ拠点区分)

1.重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却の方法

車両運搬具、器具及び備品、ツフ トクェア

定額法による。

有形 リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

(2)引 当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人

福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上している。

2.採用す る退職給付制度

独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用 してい る。

3.拠点が作成する計算書類等とサービス区分

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになつている。

(1)健康福祉プラザ拠点計算書類 (第 1号第4様式、第 2号第 4様式、第 3号第 4様式)

(2)拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙 3(⑩))は省略する。

(3)拠点区分事業活動明細書 (会計基準別紙 3(①))

4.基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

基本金又は固定資産の売却若 しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
5

該当な し

6.担保に供 している資産

該当なし
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7.有形固定資産の取得価額、減価償去,累 計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位 :円 )

8,満期保有 目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

9.重要な後発事象

該当なし

10。 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負償及び

純資産の状態 を明らかにするために必要な事項

該当なし

取得価額 減価償却

累計額

当期末残高

車両運搬具

器具及び備品

323,889

8,468,371

323,888

7,903!478

1

564,893

△
ロ 訂

‐ 8,792,260 8,227,366 564,894
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寄 附 金 収 益 明 細 書

H 令和 3午 1月 1ロ

ヱ 令和 1`F3月 31H

lr姿柄4「淮人′イ 争に会杯lL准 入 よ■lf社会ゝ Fll,判 イ史岡

件 放 猾 附 拉 獨R うちA4ミ律rhハ all W
遷丘顎キ

子 の 他
1 50,000

″I紙 3(の )

(H｀位 :μ l)

うち卜不盆報ハ

“

I奮 障I tt Aテ 1

法人本部 第 1

一
そのに吐
その他

盈 市

…
100,000

瓢 雷

うち祭卒盈糾人
'fl

衛 附 皆 の И‖ Fh′′) 件 数 イf附 イ″‖1

第 1も J・ 四

SC O00

第 2も ■・囲
51,.000

SO,000

SO,000

100,000

_300,000
0ヽ.000

ぷ蛋tiπ
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事業区分間及び拠′点区分間繰入金日月細書

自 令和 3年 4月 1日

至 令和 4年 3月 31日

別紙3(① )

2

‐

μ
∞
ω

‐

法人運営経費及び指定管理経費として

法人運営経費及び指定管理経費 として

法人運営経費及び1旨定管理経費 として

1葉I用 目的等

法人運営経費及び指定管理経費 として

法人運営経費及び指定管理経費として

法人運営経費及び指定管理経費 として

11,035,000

14,510,000

17 985.000

2,430.000

2.698.000

金 額

12,253,000

繰入金の財源

障害福祉すいと'ス等事業収入

障害福祉サーと'ス等事業収入

障害福祉サーヒ'ス等事業収入

障害福祉サーヒ
・ス等事業収入

障害福祉サードス等事業収入

障害福祉サーと'ス等事業収入

繰入先

法人本部

法人本部

法人本部

法人本部

法人本部

法人本部

繰入元

第2つばみ園

第 1〈 )ず園

おおぞら

健度福祉プラザ

第1つぼみ園



令和 4年 3月 31日 現在

別紙3(⑤ )

)

2 拠 点 金 (

‐

Ｐ
ω
ミ

‐

広報

与3月

与 3月

他3

的等

53427365

6 534273

1 850137

445

1 734345

8392

830999

11723712

71972O

おぞら

ザ

も

tゴ

つばみ

おぞら

法

長

期

短

期



F_分並びに祉入れ及び
側1!とIしの期f山

台   汁

法 人木イト 筑 1つ IFみm 卵 2つtFみ固 第 1ヽぅ可
｀
固

5,0001000 5 000.000

5,000,000 5 000.000

弗

一
号
基
本
（

当 ,りIWえ ,,V頌

弟
ニ
オ
本
本
企

」1期収 lbitti

第
二
号
匹
本
金

当朋 ll又 肘〕仙

5 000 000 5.000,000

S,000, 5,000,000

社会柄伯L法人イl ‖:会柄 hに法 人 'V「 市社会 lr tll:41喪 FI__

基 本 金 明 細 書

白 令和 31F l月 1日

至 令和 4(F3月 3t日

μl紙 3(⑥ )

ほ分並びにイ〔l入れ及び

取脱 しの判ド山

合  'ト 点区分 こ との問

第2も J・岡 おおぞら &″d〔静lllヒフラザ

5 000 000

5 000 000

卵

一
号
米
木
今

当

'Wlb〔 'D壻

飩

卵
二
号
迷
木
金

当 ,引 翼k,DIπ t

卵
三
号
番
木
わ

当llJl取 ,Di観

5.000,000
S 000 000

‐138‐



社会福社法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

肌点区′ヵ`

の の

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日

別紙3(③ )

(単位 :円 )

岸
∞
Φ

柄要

川
継
―
鰐

1丘癬辮

0

0

5,213,000

5,243,OQ吐
49,551,790

19,SSl,790
0

19 6SI ?90

置̀蒟
lA鄭

|:1厳 t・ )

1丘ゑ躍辮

0

0

0

0

0

0

4,113,110
4.143,140

32,209.301

32.209,301
0

4' .209 804

川末俊行価報

(卜A+Bく ―D)

1丘之畢冴撃

0

0

0

0

0

0

799,560

709.560

17,312.1吐
i? 342 ■86

0

1? $′12 186

当翔〉女夕
‐
Jl(り ,

1乱え写辮

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

2

l

0

0

9す。1.230
951,230

7,931,270

7 931 270

0

7 931 270

0

0

0

0

0

0

572.000

5?2,000

5,212,い 0
5 212 130

0

0

0

0

0

0

0

!日,879,S上

1.隠 l,790

1,硝1,?90

20.061,628

20 061.628

0

20 061.628

資逆の租顔及 び名称

将来人往サだり硬瑾■

“

りJ笠 〔

カ 弓|



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

約几占戻′芥    筆 1っ Iギみ聞

宜 ★ 日チ荏 弔 7ヾ券 イれ 闇 々 容 荏 r有彰 .錘平//岡 々 容 確翁 日日索mEとの の の

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日

別紙3(⑤ )

(単位 :円 )

‐

μ
卜
〇

‥

柄要

,瞬禾駅I′′″撤

(S=EttF)

1丘み黒辮

0

1,274.39Z

t 彦71 3(J2

K■紙!,キ ,lMl｀

'

1愕′ネ星冴錦

0

658.434

658,131

658 13′ 〕

朋刀翻t程仙釈

停AttB◆DI寄
I漁躍腎鞘

C

0

0

615 958

0

61亀 OSA

監枡I天少」`ltり ,

1稼!漁星卿

0

0

0

0

′
〕婦く振S〕 翫0

1乱鬼零曽線

0

0

254 878

251.378

当翔追加顧(al

1丘み写辮
0

0

0

0

0

0

翔F後 静詢胡(ヽl

laを黒郷

0

0

0

R76 R38

870 836

資産の種類及び名称

その他の間圧rt産 (れ

壬      |



社会福祉法人お 社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

加点区分 第 つぽみ園

箕 ★ ロナ諄 の イ:竹 の 岡 々 答

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日

rォ彰 .空丑杉 岡 士 答 諄 ゝ 日日索阿1ヨ≧の弔 rく券

別紙3(① )

(単位 :円 )

摘要

J舛末収得嫁価

(い隣Fl

1鯰黒冴器

O

0

0

1,274.402

1,274,102

11271,402

l_2?4 102

Aゝ張■却曜ぢ:駁 (F,

1孟漁恩唇撃

O

0

0

0

658.110

658,110

658.110

658 110

溜響け
1丘れ黒卿

0

0

0

0

0

615,962

615,962

615,962

61S 962

彗lい減少額lDl

laぇ畢珊

0

0

0

0

0

0

当撤
′
石,日韻0

1丘え棚
0

0

0

0

251.880

0

254.880

当切増

'mttlB,

0

資産の種類及び名称

‐

μ
卜
μ

ｉ



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福社事業団

机古戻今    鎮 1羊、ず開

び の の の真 太 ロメ
‐
藷 骨 み イれ 日 常 答 藩 r右杉 。征 杉 田 市 答 諄 Ⅲ 日日糸m逗≧

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日

別紙3(③ )

(単位 :円 )

牌
卜
や

‐

柄 要

州末lは 1争腺領

(C=EttIつ

1品み写辮

0

0

G l12.Sl14

6 112 801

貢̀●『
澤無:艦0

1品み写督縮

0

0

3,155,Z30

3_155 280

州末utFrf嵐 散

(E=A+B―C―D)

1丘み星借鞘

0

O2 6S7 324

雪研減少融(D)

|ふみ理冴絡

0

0

0

0

ヨ月ど〔η願耳撃に,

1丘乏恩雰縦
0

0

0

1,2221560

1 ク22 GF】 0

ヨ翔l留瀑」ll薔 ,

1乱急景辮

0

0

0

0

0

0

用E敬秘l角 激(Al

1岳!み写瑠

O

0

3.380 084

3.880.081

3,880,084

3 880 084

資近の孤額及び名称

:密正 )!‖

1令 の額

芥



社会福社法人名 社会福祉法人 球市社会福祉事業団

凱 点瞬′コ` 筑 |、 で園

基本財産及びその他の固定資産(有形・無形固定資産)の明細書
自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31日

別紙3(③)

(単位 :円 )

ｔ
岸
卜
ω

‐

す|(要(C=ど■I)

110 102

0
0

658 110

),lttgi海 1五額
(卜A+R■ -0)

1燃靱

0

0

0

615 962

当燭藪夕紙lbl

1寄!泳恩辮

0

0

0

0

当用薇石FBf』0

1孟患景曽銀

0254 3800白?0 812

査距の手五頚及び名称



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉事業国

机点灰今    律廃撤 Lプ ラザ

革 大 ロナ諄 示brドみ イれ 岡 士 答 諄 r方彰 .征杉 岡 々 容 諄 ヽ 日日索mヨ≧の の の

自 令和 3年 4月 1日 至 令和 4年 3月 31日

別紙3(⑥)

(単位 :円 )

‐

ド
ふ
卜

‐

†lて要

l'lポ lⅨ l子泳m
件隣DI丘

み母弘鞘

0

0

0

8 792 260

S18 100

F色伍
"キ '1取

l・ l

1乱卑写卿

0

0518.100

0

,初禾り1,lylol 」`1

い B―C―lD)1綜
写辮

0

0

う64.894

0

361 894

0

561 891

ヨ用解クut(り ,

I丘逸尋卿

0

0

0

0

0

0

0

甍Я伝●田!'IRlt,

1乱漁写卿

0

0

0

0

509 101

95 019

604 111

SCコ  1イ11

当,,lttЛ l習 l(ど

'

la魚星曽撃

9

0

0

0

0

0

0

刀
「

歿静伽1lW

19〕豫景辮

0

0

0

0

0

1

1 073 995

95.010

95 010

1 169 035

資産の種類及び名称

fその他の閻定奮涯 〔石形固定資産)1

ツフトウェア

その他の固定資産 (無形固定質服)計___~~~~再
巨D他め固定資産計

D[J、財 l丁ェ及びその他の固定資圧計



当

'‖

llil加 顧 当 少 額 lu末残‖i
lH要

目的 lた,n その他

避職 紺 fi引 当イと 3.596,716 1,156.627

( )
( 〕

1,753,343

τて1刃 I当 命
賞与引当金 (耳脱風

1,769,000 2,188,000

〔 〕

1,769,000

( )

2,488,000

31,000

( )
)

`

31

冊 5,365,716 3,675,62?

`

)

1,769,000
〔 )

7,272.313

lL金襦祉法人ネ ネl:=ム l▼ 趾法人 iV卜 市‖:会 福祉「ヽ業国
拠点I工 分    法人本和1        ___

社会 liF争卜法人名 |に会栴社法 人 lV卜 市IL会編伯田〔菜団

iЖ点区分    昴 とつぼみ田

,と職綸付引当企における当川減少額その他に対するIL記

呉丁,lに よる
'と

職給付〕I当 金の減少

引 当 金 明 細 書

白 令れ13年 1月 1日

至 令和 1年 3月 31H

引 当 金 明 細 書

白 令下n3fF l月 1日

歪 令和 1lF 3)131H

デ,1陣(3(◎ )

(11位 :円 )

別紙 3(⑨ )

(1卜位 :日 )

~~当
,‖

'W)】

i額 当
′♭簡 ,W水残而 価 要

目的使用 その他

遺 慨 綸 ITけ 1当 盆 16,071,576 7,090,870
)(

tO,332,922 2,543.488

2.543.188)(

101286,036

9,127.000 9,3211,000

( )

9,127,000
( )

91321,000

961,000 1,190,000

( )

9611,000

( )

1・ 190,000

31,000

( )
t )

31,000

円 26.162.576 17.635, 870

`

)

2017231922 2,S43,`188

2.513.lSB)(

20,831,036

‐145‐



社会lltiれ 佐法人名 社会続M:法人 ツr刊子社会柄祉朝1楽 HI

l巡 点区分    舛 2つばみm

,とは綸付引ⅢVl金における当
'u減

少額その阻に対する注肥
異動による選殿給イJ引 当金のか央少

引 当 金 明 細 書

白 令11341=1月  1日

重 令和 41F3月 31H

引 当 金 明 細 書

自 令和 3111月 lΠ

至 令和 1年 3月 3t H

◎

田

３

位

紙

単

別

く

科   日 lVl百殻 .,l 当llllltl',ll預 当 少 細 州末残再 Flq要

目的 lt上 用 その胆

逃 IP配給 lヽ「 引 当企 13,236,617 1,988.029

)(

6,31t,019
( )

11,913,657

Tギ与引当命
甘与BI当 盆(朧 n

10.017,000 11.189,000

)(

10,017,000

( )

tl.180.000

コ〔与引当命
rt与 引当金 (短則

119,000

)

`
`

〕

119,000

i:「 23,2ヽ 3,6117 16,326,0'9
( 〕

16.328,019
( 〕

23.251.657

別紙3(③ )

(叫1位 :卜 1)

科   R lll甘浸両 当llザ

'9夕

lll融 当 llJ 少 額

"I末

残高 価 要

目的 使用 その阻

避職給 付引 当金 21,067,342 2.116,991
【 )

916,OH
9160H)(

2馬 ,298,325

rt与 引当企
rt与 引当金(戚 貝

13,SSI,000 11,919,000
( )

131551,000
( )

14,919,000

2・(与 引当全
rt与 引当企(非 JT

322,000 171,000
( )

322,000
( 〕

[71,000

11与 BI当 盆
よt与 引当企 (短期

60,000

( ) ( )

60,000

,「 37,910,I112 17.296,991
( )

13.873.000 916,OH
916011)

`

10,118,325
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科   悧 朋 百残 両 当lttluttI額 当〕り〕V~~~日
的使用 貯

lul水 残前 lW要

退職締 f■引 当全 11,936,296 l 2,637
)(

11,279,781

1ギ与引当命
貧与引当金(職m

16,197.000 18,026.000

( )

16.197.000
( )

181026,000

322,000 311,000
)(

322.000
( ,

311,000

Tt与 引 当企
で十年引 彗令 〔厘 Wi

237,000

( )
)(

237.000

講[ 28,755,296 20,9ヽ 0,125

1^331 120)
`

16,S?1,637
( )

i12.883`78′ I

l処点区分    第 2t】 ず開

社会怖祁:法 人名 J:会 絲祉法人 IVよ 市村:会 編れと事業国

l俎点IE分    おおでら

引 当 金 明 細 書

白 金れ13年 1月  1日

至 令和 1年 $月 31H

引 当 金 明 細 書―i

自 令和 3年 1月 1日

至 令れ11年 3月 31M

別紙3(⑨ )

(喘1位 :円 )

別紙3(⑨ )

(1卜位 :円 )

~~百
)llllu加額 当 lVIB

′♭獅 州末残高

“

要ヽ

目的使用 その胆 ___
選 職 緒 F'引 当 /虚 5,395,821 2.879,727

1,772.111と(

5,581,783
( )

2,600.768

1・ イ69,000 2,1881000
( )

1,769,000
( )

2,188,000

計 7.16イ1,82イ 1 5,867,727
1.772,!11)(

7,353,783

`

)

5,178,768
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引 当 金 明 細 書

1」  令和 311i,1月  [日

至 令和 1年 3月 31日

別紙3(⑨ )

(11位 :円 )

千1   日 ll,l古 残蘭 当 lり ll｀ l川1瀬 当

'lJI

′レ獅 lll木万堤高 価 要

日r日 使,H その他

退駐 結 付 引 当企 S,991,866 5,185,319
3S3 229)( ( )

12.180,2t5

賞与 引 当企

rt与 引 当分(職 員

10,017,Ooo 11.1901000

( )

10.017,000
( )

tti 190,000

質与 りI当 企

rt与 引 当金 (短則

150,000

( ) ( )

150,000

“
1 17.011i866 IS,52S,3`19

353,229)(

t01017.000

`

〕

231320,2tS
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社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉迎

事業・拠点  [0004:第 1もず園]

第 1もず園拠点区分事業活動明細書

(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 81日

別紙3(① )

(単位 :円 )

27,529,352
9,931,521
17,597,831

514,564
341410,l18

32,111,248
2,298,870

210,427,500

210,199,000
228,500

1,

27.5291352
9,931,521

17,597.831

514,564

34,410,l18
32,111,248
2,298,870

210,4271500

210,199,000
228,600
50,000

881,534

50

17.597,831

17,597,831

13,483,000

13,183,000

31, 83と

9,9311521

9,931,521

514,564

34,410,118

32,tili 248

2,298,870

196,944,500

196,716,000
228,500

50,000

241,800,

000

障害児施設給付費収益
障害児週所給付押 l又益

障害児相談支援給付費収益

利用者負担金収益

診療所収益
診療辛RFll収 益

診療所利用者負担徒収益

その他の事業収益

協定料収益

受誕事業W叉益 (公狩)

経常経多lt寄附企収益

ス

2 9319313703ス

‖又

益

197,743,485

110,980,354
26,6891647
15,150,000

18,421,626
7.686,335
10,735,291
3,392,991
1,246,000
2,146,994
23,108,864
27,843,185
1,721,573

256,819
2,163,142

188,198
622,353

6.293,252
330,620

15,703,027
3,000

44,301
467,000
49,900

18,027,670
838,681
15,480
50,170
85,210

425,050
1,324,963
997,602
112,000

9,709,i18
295,215
3281840
51,300

3,416,211
377,800

1,222,560

110,980,354
26,689,647
15,1501000
18,421,626
7.686,335

10,735,291

3,392,991
1,246,000

2,146,994
23.108,864
27,343,185
1,7211573

256,819
2,163,142

188,198

622,353

6,293,252
330,620

15,703,027

838,681
15,480
50,170
85,240

425,050
1,324,963
997,602
112,000

917091118
295,215
328,840
51,300

3,416.211
377,800

1,222.560

０００

３０‐

０００

９００

６７０

３

４４

４６７

４９

０２７

222 560

743,485

20,026,698

4,903,205

3,109,000

619,800

6191800

4321842

222,500

210,342

3,761,712
170,990

26i579

880

32, 257

194,374

108,505

351906

638,158

105,000

30,910

311240

96,685

129,967

8,185

6,901

29,896
5,000

254,880

90,953,656

21,786.442

12,0411000

17,301,826

7,686.335

10,i15,491

2,9601152
1,023,500

1,936,652

19,347,152

27.672,195

1,721,573

256,819

2,163,142
188,198

622.353

6.184,747
291,714

15,703,027

3,000

17,722

467,000

49,900
17,3891512

733,681

15,480

191260

54,000

328,365
1,3241963

803,228

112,000

9,579,151
2871030
321,939

51,300

3,386,315
3721800
967,680

161,8901

職員給料
職員賞与

賞与引当金繰入

非常菫l,l職員給与

非常勤職員給与
短期契約触員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利賛
事業費

給食貨
医薬品費
診療・療養等材料費
保腱術生費
保育材料費
水道光熱子Jと

保険料

賃借料
教育指導費
車柄費
報償費

雑費
事務費

福利厚生資
職員被服費
旅費交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費

業務委誕究
手数料

賃借料
租税公課

保守料
詣会〕t

減価値却 7・

l〔I

900836917 285615― ビス

贄

用

63428634836931

活

動

増

減

の

部

サ

ビ

ス

ビ ス

55,

066
000
066

245,066
55,000

134,000

000066

111,066

55,000
スそ

受入研修費収益

益 066066111 066ス

益

62519

―

ビ

ス

‐149‐



社会福祉法人名 社会福祉法人 堺市社会福祉喜麹菫

事業・拠点  [0004第 1も ず園]

第 1もず園拠点区分事業活動明細書
(自 )令和 3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

別紙3(① )

(単位 :円 )

定  千ヽ 合   計 内 部 及 引 泊 去

動
外
増
減

の
部

費

　

用

支払利息 42,342 201207 62,549 62,549

計 (5) 42,312 20,207 62.549 62.549

トー ビス酒 68,724 113,793 1821517 192.517

+ 30,9991812 -217221661 28.277,151 28,277.151
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社会福祉法人名 社会福祉法人 ナ′ド市社会福祉韮麹國

事業・拠点  [0008:健康福祉プラザ]

健康福祉プラザ拠点区分事業活動明細書

(自 )令不R3年 4月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

別紙3(① )

(単イ立:円 )

135

648

536

536

702

030

380

920

460

35,537,

35,537,

3,469,

1,

4201841,

420,705,

６４８

５３６

５３６

７０２

０３０

３８０

９２０

４６０

５３７
，

５３７
，

４６９
，
Ｉ

８４‐
，

７０５
，

３５
，
転

３
，

　

４２０
，

４２０
，

83,

35,537,536
35,537,536
2,159,152

1,030

45,810,038
45,810,038

376.341,

l,310,550

375,031,342

374,895,882

自立支援給付貨収益

訓れて等給付賛収益

利用者負担企lt又 益

特定費用 ll又 益
その他の事業収益

協定料収益

― ビス

そのイ也の 益 45849
1 507

収

　

　

益

ビ ス

8と ,462,388
19,061,164
11,340,000
24.591,589
6,004,900

18,586,689
6,478,620
1,646,500
4,832,120
19,026,858
53,644,569

379,052
88,479

654,196
49,672,867

30,580
と,127,710

66,000
242,505
153,451

1,229,699
247,268,588

■89,705
138,200

60,770
2,107,538

15,400

4,589,813
21 186,640

843,342
35,361,534
1,003,035

135,360
2,527,232

55,450
10,9811084

186,734,285
39,200

604,141

1611 619

141

161,960,619
81,462,388
19,06と ,164

11,340,000

24,5911589
6,004,900

16,586,689
6,478,620
1,646.500
4,832,120
191026,858
53,644,569

379,052
8S,479
654,196

491672,867
30,580

1,127,740
66,000
242,505
153,151

1,2291699
247,268,588

489,705
138,200
60,770

2,107.538
15,400

4,589,813
2,186,640

843,342
35,361,534

1,003,035
135,360

2,527,232
55,450

10,981,084
186,734,285

39,200
604,141
604

82,099,268
43,9551704

10,041,747

6,306,000

9,415,351

336,000

9,079,351

2,277,651

578,500

1,699,151

lo,1021815

1,026,783

379,052

88,479

217,407

3,678,848
305,245
59,150

16,220

170,292

15,400

388

８０

６０

　

　

０５

３０

６８

　

　

４２

514,926
173,127

180,162

293,675

965,725
1,400

963,526

20j000
380,388

37・ 506.684

9,019,417
5,034,000

15,176,238

5,66S,900

9,507,338
4,200,969
1,068,000

3,132,969
8,9241043
521617,786

654,196
49,672,867

l,058,980

66,000

153,451

1,012,292

243,589,710
181,460

79,050
441550

1,937,246

4,589,813
1,671,714

6701215

35,181,372
709,360
135,360

1,561i507

54,050

lo1 017,558

186,734,285
19,200

223,753
753

79,86と ,

職員給料
職員賞与

ケ、ヤi与 引当金繰入

非常動職員給与

非常勤職員給与

短)明 契約職員給与

退職給付llt用

退職共湾掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事業費

給食貨
保処術生資
教養娯楽費
水道光理ヽイオ
消耗器具1,品 ″lt

保険料
貨借料
教育指導子t
車柄費
報償費

事務賀
福利厚生費
旅賞交通貨
研修研究費
事務消耗品費

印 Flll興 本費
修繕費
通信運搬費
広報貨
業務委託費
手数料
保険料

1驚借料
租税公課

保守料
配分企

詰会費
減価償却費

人

477 179174292 630 185
― ビス

資

用

-32691-3 6
ス

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

サ

4

147.400
100,400

47 000
100,100
1471100,400

100,400

17

471000

受入研修費収益

ス

7 400400 147000
ス

益

ス

―

ビ

ス
活
動
外
増
減

費

　

用
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事業・拠点  [00o8:健康福祉プラザ〕

健康福祉プラザ拠点区分事業活動明細書
(自 )令和 3年 1月 1日 (至)令和 4年 3月 31日

別紙3(① )

(単位 :円 )

即l 定 目 身体l暉看協世t′ タター手員 ビ 合    計 内部取引消去 拠点区分合計

部 I サー ビス活動外
'凸

書減 i (6)=(4)― (5) 47,000 100,400 147,100 147 400

+ 96.262 -3.577.131 -3,480,869 -3.480`869
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区    分 nVWI末 段前 当l切 ,」 加 4頁  _ 当WI激少″l )A末残商 柄 憂

法人延甘引立金
37 000.000

37.000,000

オと鷲安定fヒ

'1■

盆
000

81,000,000

房ト

lt8 000.000
118 000.000

階t主匡今     法 人木 t“

積立金・積立資産明細1書

1ヨ  令れ13れi4月  1日

至 令和 1lF 3月 31日

軸立金・積立資産明細書

臼 令イn3ti二 1月  1日

至 令和 1年 3月 31日

別紙3(⑫ )

(Hl位 :田 )

別紙3(0)
(li位 :側 )

Fと    分 当

"l'榊

力‖訂l 当

"1波

少瓶 __ llЛ末残高 歯   要

避職船 付引当資虚
3 596.716 16.21L6,10 IS,OSS.013 イ1,753,3旦 i■兼給 fi卜弓I当 金に対応

法 人巡 営積 立資距

37.000.000
37.0001000

社営安定化fl立責
81000.r,00

al ooo o00

i:I

121.596.イ 16_ 162H610 15 05S.013 122.753.313

区    分
当Wi減少瀬 llЛ末残高 胡    要

設 研1整側千ュ■立全
313.000 _

343,000

白±4f衆破立金
15S,000 279,000 136,000 279,000

語「

199000 270,000 IS6,000 622,000

区    分 出イI:りIЯミア掟苗 当wi〕 u,II額 晰町1ぷ■少れrl llJlラに夢養前 続    要

4は綸付引 当食越
lfⅢ 071.576 7.090,870 12,A?6.110 〔0 2ヽ 6.036 :[醍餘卜,引 当金に対応

設‖F惟∬1嶺立賃産
313.600 318,000 313,000

白±11業 T〔 立資lI
2791000 ISS.000 279,000

斜

16 5701576 71712,870_ 13 37S ll10 lo 003.03S
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積立金・積立資産明細書

白 令和 3`Fl月 lH

重 令れ1 1lF 3月 31Π

1に会柄祉法人名 社会柄祉Vi人 堺市社会柄祉軒f業国
ll迅点区分    窮″つtFみ「」¬

別紙3(O)
(1と位 :円 )

区    分 前期末茂商 当 WI増力

“

‡H 当

"I減

少領 lu末残高 怖    И

設 鮒整帥積 立企

313 0110 3131000

日主刊FttFt立盆
172.000 2S7 000 172.000 287 000

呂r

S15 000 2A? 000 172 000 630,000

積立金・穀立資産明細書

白  令fn at「 1ナ 1 1日

至  令平11 1イ ト 3月 命la

1に会都 ‖:法 人名 社会柄‖法人 撃市社会補 Ⅲ:剌ド莱日I

処点区分   立 1も 1・岡
別紙3(⑫ )

(111立 :田 )

区    分 ‖1川末残高 当 llJl,憎 加Iぬ1 当lu減少れFl 〕u末残 高 縮    琢

H■ lll死 椒ヱ′立
277.000 370 000 277.000 370 000

計

277 000 379.000 277_000 370,000

区    /サ ) 肺 llЛ 丈 ,隻 高 当 llサ l↑l加額 当lu減少細 切1丈,い 脇 柄    褒

遺破給 f可 引 当倉産

211.067.312 2.1116 99・ 1 916.011 25 208.325 猟駐給 F,引 彗企 に対応

日主刊「栞

't Fr資

眈

277.000 370 000 277.000 370 000

汁

2`13Ⅲ 13112 2.525.99′ [ 1 103 011 2島 677 32S

ば    分 n常

“

I末飛常 当lllll↑ l加瀬 当

“

13ユ 少
'ぉ
ll 期末残高 柄   lぅスF

避 穀 給 Hけ I当 ?F腫
13.236.6.17 1 9SR 029 6.3tt,019 11 913.657 Itrt.!鈴 卜「RI当 金 に対応

設 鮒糖∬‖fli立 公 l'上

313 000 313.000 311, 000 313.000

日 主 J喫 租 立質 順

172.000 237 000 172.000 287 000

lII

18 7馬 1 617 S.61S.029 6 826 019 12.543.657
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区    分 市打lu太 残高 当,u減少 hFl
j明末残ドヽ 柄    要

日主 1「楽 打t立命

1.216.Ol10 sSt,C00__ 916.000 l tSt.000

干r

1 216.000 SSt,000 91S,000 1,15t.000__

社会編社VI人名 社会編れと法人 弊市lL会 簡祉判F棠皿
胆点区分    窮 2ヽ】J判働

社会編祉法人イ・‐ ■会編柏十法人 叫市社会 h¬ ll十 ∬fttEiR

題点 1【 分    おおぞ ら

積立企・積立資産明細書

H 令れ,3年 1月  lH
歪 令和 1年 3月 31日

積立金・積立資産明細書

山  令れ1 34「‐ lJl l日

至 令和 1年 3月 3[R

別紙3(⑫ )

(囀 lf立 :円 )

別紙3(⑫ )

(1卜位 :円 )

rr ′′〉 ntllll来 残高 当lllliu'llitrl 当

"I減

少M lll木牧 i■ 11将   要

i11歳船 付引 当資腫
t1 936 296 23イ 16.125 2.637 11.279,78′ t 遺載給I↓引当企に対吐___

自主‖手業 徴立 貧肛

t.216.000 SSl1 000 _ 916,oo堕 t iSl.000

“

il

in 182.296 3.197.12S tJ13.637 IS,1130,7811

区    分 当)ultlヵΠ領 当

"I減

少hrl _ llJI末 ,■由 l占    憂

ね■lr共積立企
38.000 67.000 38,000 67,000

轟I

3S000 67.000 38.000 67.000

区    分 nttllJl末 残 高 当朗ll｀ l川 1『l 当
"Iか

父少Fl ll,l末

'文

前 簡   要

,と職綸付引当資麗
2_8?9 727 岳 馬81.783 2.690,763

白■1「来段立資産
67,000 33,000 67.000

Rト

5 433.82イ l 2,916.?27 5,622.783 2^7馬 7 768
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積立金・積立資産明細審

肖 令和 3年 1月 lR

至 令和 1li 3月 31日

社会稲 m:法 人名 社会柄祉ユと‐人 嘩1,社会柄社Wr染団
処点区分    よとヽ康郁和:プ ラザ

川紙3(⑫ )

(単位 :円 )

区    ケ) litlul末 ヌ,高 当Will〕 加観 当llJl減少額 01夫弛廊 1“   褒

R「楽れ,「究■〔立盆
3801000 380 000

,I

380 000 380.000

区    分 n“

"I末

,Jと 高 当別拌l)‖ I頼 当llJl)'少 価 WI丈 ,二席 簡    要

避 軽結 側 91当 資腫

6.99イ 1,866 S185.319 12180.215 激朧郷 :「 引 彗企 |こ 対応

4「楽研究積立奮匝
380.000 3SO.000

i,十

, A7′1 866 5185.319 380^000 〔2.180.215
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当期末残高前期末ア★高科 目

674,272,718

73,003,921

0

9,o91,815

2,670,963

662,629,597

127,853,248

5,823

9,980:316

2,963,638

現金預金

事業未収金

未収金

立替金

前払金
759,039,417803,432,622流動資産合計
77,134,906

2,012,437

6,838,115

42,900

53,852,827

2,263,314

61656,975

64,500

事業未払金

その他の未払金

職員預り金

前受金
86,028,35862,837,616流動負償合計

673,011,059740,595,006期末支払資金残高

期末支払資金残高明細表

次期繰越活動増減差額明細表

当期末残高前期末残高科 目

671,272,718

73,003,921

0

9,o91,815

2,670,963

5,000,000

1,972,697

9,855,123

9,785,406

799,560

8と ,402,128

686,000

37,000,000

81,000,000

2,163,000

0

662,629,597

127,853,248

5,823

9,980,316

2,963,638

5,000,000

2,6681941

91892,892

13,884,604

1,276,830

81,299,267

686,000

37,0001000

81,000,000

1,889,000

380,000

現金平'員金

事業未収金

未収金

立替金

前払金

基本財産

車輌運搬具

器具及び備品

有形リース資産

ノフトウェア

法人運営積立資産

経営安定化積立資産

自主事業積立資産

事業研究積立資産

引当資産

積立資産

988,703,3311,038,410,156資産合計
77,131,906

2,012,437

41155,235

6,838,115

421900

71,984,000

5,949,725

811402,128

53,852,827

2,263,314

1,111,556

6,656,975

641500

64,655,000

10,045,955

81.299,267

事業未払金

その他の未払金

1年以内返済予定メース債務

職員預り金

前受金

賞与引当金

リース債務

退職給付引当金
219,519,416222,949,394負債合計

5,000,000

686,000

37,000,000

81,000,000

21163,000

0

5,0001000

686,000

37,000,000

81,000,000

1,889,000

380,000

基本金

設備整備積立金

法人運営積立金

経営安定化積立金

自主事業積立金

事業研究積立金
125,849,0001251955,000純資産合計

613,334,885689,505,762次期繰越活動増減差額
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資と名 bとし点 金卜1機凹 区分 金頼 加 要

基本財産 法人本部 ゆうち,に

'R行

定llJ Vi金 5,000,000 51080-6006969-01

基本財産 合

'「

S,000,000

設1‖1と ,Fitti立 資産 第1つぼみEll 三菱U可銀行 光明池支店 普ih預金 313,000 No 0164501

設備整1市 曲史資産 第2つ ぽみ固 三菱UttaR行 光l)1池 支店 普通傾′
l〉 313,000 No.016150イ I

設備整備積立賛産 合計 686,000

法人迅皆Fi立資証 法人本部 三菱Ul・
‐
」銀行 光り1池支店 37.000,000 No.0164501

法人運営紋立資産 合計 37,000,000

経営安定 |ヒ Tt立査産 法人本封I 三菱U可銀行 光明池支店 普遜l)R′企 81,000.000 ,ヽo.3706611

経営安定化積立贅産 合針 81,000,000

避職給付引当賛産 法人木和
`

三菱U可銀行 光明池支店 だ
"Iri盆

293.016 No.1078826

退職給付引当資産 法人本部 三菱Uttat行 堺支店 普通傾 4送 879,108 No 0227060

遇報給付引当資直 法人本前I 三菱U町銀行 サト支店 普通顧4! 186,269 No 1593063

退職給付引当資正 法人本
Ⅲ
ill 三菱U可銀行 ウト文ni き,こ 甑企 3,391.950 No.6627

法人本部拠点区分 小計 1,753,313

避職給付引当資庄 第 1つ ばみ国 三菱U町銀行 光l月池文‖i 定期 TR企 631,079 No.1078826

遺耳l壮給付引当資産 第1つばみBH 二
‐
澄U町 lll行

'外

支店 普通嵌れ 1,002,366 No.0227060

'と

11枚綸付引当食産 妬1つぼみ国 二髪U町銀行 堺文店 甘池
『

l金 `103,00`l N。 .1593063

退職給付引当査産 第1つtFみ固l
三菱U町銀行 りl支店 普遜Vi倫 7.316.587 No.6627

第1つ ばみ固拠点区分 イヽ計 10.286,036

避賊給付引当査腫 第2つばみ国 三菱UFJ銀行 光IЛ池文店 定lul預 そ 731,111 No.1078826

退職給付引当査産 第2つばみ固 三菱U町銀行 堺支店 半地Tiれ 2,203,391 No.0227060

'と

職命付引当査産 第2つばみ日1 二疵U町lRtt l}卜支店 輩近預往 166,763 No.1593063

退碑給付引当査産 弟2つぽみ題l
二盗U可銀行 ツト支店 普 :□ ■1盈 8,509,080 No.6627

舛2つ ばみ園拠点区分 ガヽ計 11,913,SS7

退職給付引当食正 第1もず岡 ittU可銀行 光りI池支店 定 lUl預 盈 1,559,50′ l No.1078826

退破給付引当資た 第1も 1・国 三菱U印銀行 堺支店 半麺駁金 1,678,827 No.0227060

選取締付引当貸逆 第1も ずF」l 三菱U呵銀行 堺支店 甘通預企 991,232 No.1503063

退It給付引当A正 第1も lB囲 三菱U可
'It行

堺支店 普遜預令 18.068,762 No.6627

妬1もず園よL点区分 小計 25,208,325

'L耳

載給rヽl引 当資逆 第2も ずE司 三菱U可延l行 光りI池支店 定 jttVi金 880,273 No 1078826

'Bttl粒

給付引当貧産 第 2も ■1対 三菱U可銀行 ツ.支店 普迪薇命 2,610,996 No.0227060

退破給付引当査班 第2も ザ固 三菱U町銀行 堺文足; 洋遜Ы企 559,1180 N。 .1593063

巡1粒給付ら1当 資産 %2もず固
=養

U[‐J銀行 堺支店 普遜弧企 10,199,035 No.6627

舛2もず四霧とA区分 小計 14,279,784

'と

故ヽ給付引当食脱 おおぞら 三菱U阿 0た行 光Itti也支店 tlll,i企 165,870 No.1078826

巡殺給付引」′
l責産 おおぞら 三控U口銀行 堺文ir ′゙麺顔企 197,613 No.0227060

退耳il主給付引当査産 おおてら 三菱U町 lll行
'7卜

文hf 普通狽金 105,118 No.1593063

選殿給付引当資腔 おおてら ユ浚U町銀行 堺支店 普通傾企 1,921,80? No.6627

おおぞら8と点区分 小rr 2,690,

'と

職給付引当食茫 ttt「1そ 朽llLフ
・

,サ
イ
三菱UI・

‐
JF長行 光明池支灯 定期IFl全 750,811 No.1078826

退職給付引当資産 拠とl〔 福ネ止7'ラサ・ 三菱U口銀行 堺支店 群過藤企 2,252,682 No 0227060

'と

取給付う1当 食注 ?′とミ康 lⅢ 祉ゲラサ' 三菱U町 1長行 りr支庁 普 ,通「rl金 177,251 No.1593068

退職給付引当資胆 秩Ltntl~祉フ・ラサ' 三菱U町41行 堺支店 普通甑企 8,699,138 No.6627

鎚厨モ柄社プラザ拠点区分 小計 12,180,215

退載給付引当貴産 合計 81,402.128

白土軒「楽,I立 食胆 第1つぼみ凹 三菱U町曇t行 堺支店 普瓶預金 279,000 No.6627

白土事楽,1立食逆 第2つばみ曲 三菱U町銀行 り「支店 普地mと 287.00C No 6627

白主‖r染″t立食貶 第1も ず田 三菱U可針t行 ツト支 年ヽ 普過Ы金 370,000 No.6627

白主可f業 ,1立 A産 第2も ザ固 三幾U呵銀行 ツト支店 普通孤企 1,151,000 No.6627

白主4「来■1立資正 おおぞら 三菱U可銀行 堺支店 普通「fl金 67,000 No.6627

自主事業積立資産 合,ト 2,168,000

基本財産及び積立資産の明和H書
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社会福祉法人名 社会福祉法人 オ界市社会福祉事業邑

財  産  目  録
令和 4年 3月 31日 現在

別紙 4

(単位 :円 )

貸 十苦対 I礫 必驚1呻 目 』1所 。物 I「t写
「

7得年層 使用目的筆 取 得 tuF額  I

現金預全

現企

小 日現金

普通預企

ヽ
「

業未収金
診療所利用料未収金
通所和1用 料未収金
その他の事業木収金

立管ヽ企
前払企

現金手詳右高
現金手祥有高
三菱いJ銀行 堺支店 他

つり銭資金、施設利用料 他

運転資金として

運転資金として

146,170

269,026

2月 、3月 分診療報酬等
2月 、3月 分給付費、41用 者負担金 世
厳虫lお壇年に監る愴乾1段‖̀

]Л
服猛事主叡こ と

9,721,557

53,935,576
9,3431788

73_003 021

9,091,

963

クト
業務用
業務用
業務用
退職給付引当資産

修繕 。
1‖品購入のため

運用財腫として

情仕貴諦求から入金までの選伝資金として

3,108,

39,432,

20,196,

5,761,

181

000

400

l,136.172

29,577,058

10,7101594

1,96t,810

1,9721697

9,855,123

9,785,406
器具及び備品

有形 リース資産
ンフトウエア

退職給付引当資産
設備墜術積立資産
法人運営積立資産
経営すズ定化積立資産

業務用パソコン 他

利用料甜求システム 他
会計、給与、博ュ,'ィ ンフト 他
三菱UF」銀行 堺支店 触
三菱UF」銀行 光明池支店
三菱UF」

'良

行 光明池支店
三菱U可銀行 光

p月 池支店

81,

37,

81・

799,560

402,128

6961000

000,000

000,000

主 事
し て

l

その他の未払金

lFF以内返済予定リース憤務

賊負預 り金

源泉所得税預 り企

住民税子デiり 金

社会保険料子Jiり 企

撻藍福祉デカ
.共

通避11尉余亀配分在 他
利用料請求システム 他

2,012,137

1,155,235

1,170,187
2,636.100

前受金
42,900

71 000

ヅース慣務
退耳HК給付引当金

不II用 4斗言青剪tンス,A  他
725

l
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監 査 報 告 書

令不随年 5月 23日

社会福祉法人 堺市社会福祉事業国

理事長 中谷 省三 様

募軽ム翰

鬱

監事 (氏名

監事(氏名tと t`a
′,身

私たち監事は、令和3年 4月 1日 から令和4年3月 31日 までの令和3年度の理事の職務の執行につい

て監査を行いました。その方法及び結果について、次の通り報告いたします。

1 日 時 令和4年5月 23日 (月 曜日) 'Dtt aO分 ～ 1ナ 時 35分

2場 所 堺市立南こどもジハビリテーシヨンセンター 3階 研修室

(堺市南区城山台5丁1-4)

3立会人 役職名 ( 事務局長  ) 氏名 ( 木下 雅陣 )他 |1名

4監査の方法及びその内容

各監事は、す理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと

もに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告

を受け、必要に応 じて説明を求め、重要な決裁書類等を開覧し、業務及び財産の状況を調査しま

した。以上の方法により、当該会計年度に係る事業報告及びその附属明細審について検討いたし

ました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会計年度に係る計算関係書類 (計

算書類及びその附属明細書)及び財産目録について検討しました。

5監 査の結果

(1)事 業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。

② 理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認め られません。

(2)言r算 関係書類及び財産目録の監査結果

計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及び純資産の増減の状況を

全ての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

4、キ夕てク
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以 上




